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評議 員 候 補 者 推薦 の 件 , 総会 並び に 学術 講演 会 開催 予告 , 会 費 納 入 の 件 , 会 員 
動静 , 会 員 逝 去 , 投稿 規定 


東北 大 学 理学 部 岩石 鉄 物 鉄 床 学 教室 内 
日 本 岩石 久 物 鉱床 学会 


会 報 


Wain 34 年 度 日 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 評議 員 候 補 者 の 推 葉 に つい て Bile 15 条 に よ 
DAREN 34 年 度 評 議員 候補 者 の 推薦 を 次 の 要領 に よ つ て 受付 け ま す 。 

1. 評議 員 候 補 者 は 正会員 5 名 以上 の 連名 に より 推薦 され た も の と する 。 

2. この 推薦 屈 出 は 8 月 31 日 迄 に 仙人 台 市 片平 丁 東北 大 学 理学 部 内 本 会 宛 , 書面 を 以 

つて 送 附 され た い 。 

(24) 昭和 34 年 度 は 評議 員 の み の 半 数 交替 の 為 , 次 の 方 々 の 修 補 者 推薦 は 無効 で す 。 
渡辺 万 次 郎 (AE), 石井 清 遂 , 伊藤 頁 市 , GARE. 高橋 純一 , 挟 井 誠太郎 (以上 幹事 ), 
石川 公夫, KARR, Hise, DOE, RTH. 河野 義 礼 , 木下 魚 城 , 久野 久 , AR 
OR, 鈴木 護 三 九 , 竹内 常 彦 , 原田 準 平 , 堀越 義一 , INES, 渡辺 武男 (以上 2 年 任期 
評議 員 ) 。 


3 会 並び に 学術 講演 会 開催 予告 

(4) 昭和 33 年 度 定期 総会 は 昭和 34 年 1 月 24 (4) 行い , 同日 引続き 学術 講演 
会 並び に 穏 窒 会 を 開催 の 予定 。 

(a) 関連 学会 の 秋季 合同 講演 会 が 開催 され る 場合 に は 之 に 参加 する (11 月 30 日 よ 
り 鹿 児島 に 於 いて 催さ れる 見 込 な る も 詳細 は 未定 )。 

会 豊 納入 並び に 抄録 の 件 ARH 500 円 (前 納 ) を 本 会 (振替 仙人 台 8825 番 ) HB 
GARD F SoM, SREGRCML COS ALEC BRAM St LELEMBAS 
納め 下さ ら な いと , 会 誌 の 発送 が 停止 され ます か ら , 御 注 意 下 さい 。 

最近 本 文 原稿 が 四 畔 し て いる た め , 出来 る だ け 多 く の 誠 稿 を 掲載 し た く , 本 号 の 抄録 は 
次 号 に 生 し ます 。 


SRM SAA) 広野 修一 郎 (京都 大 学 工学 部 鉄山 学科 ) , ABA (東京 都 目 黒 区 中 
根 町 61), AGSERR (新潟 県 加茂 市 上 条 加 茂 農 林 高 校 ), 本 間 照 夫 (AK ERUR ARK BBB CBT 
古河 阿仁 鉱業 所 ) , 土井 正 民 (愛媛 県 新居 郡 角野 町 住友 金属 別 子 鉱業 所 鉄 務 課 ) 

GE @) SORE, JIUAZES, 石田 進 , 熊野 靖 治 

(転勤 及び 転居 〕 MAE (MLR SRLS RARER ATI EERT). 小西 優 
(石川 県 能美 郡川 北村 川北 中 学校 ) , 田中 留 治 (福井 県 武生 市 大 虫 本 町 ), 岡野 武雄 (東京 
都 新宿 区 市 ヶ 谷 河田 町 地質 調査 所 東京 分 室 ) , 本 鳥 公司 (川崎 市 久本 町 地質 調査 所 ) , PRS 
AA (室蘭 市 輪 西町 柏木 アパ ー ト 307 の は ), 鈴木 秀幸 (東京 都 千代 田 区 大 手 町 2 の 9 日 
本 セメント 株 式 会 社 生産 部 鉱業 課 ) , ARATE (北海 道 広尾 郡 広 尾 町 音 調 津 住友 金属 音 調 津 
鉱山 ), AR (東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 11 ARS), 増 洞 三 郎 (東京 都 林 
並 区 西 永 福 町 233), 宮城 一 男 (弘前 市 下 白 銀 町 1 弘前 大 学 教育 学部 地学 教室 ), 山田 正 
春 (東京 都 新宿 区 市 ヶ 谷 河田 町 地質 調査 所 東京 分 窒 ), 


SBWMRK ASS! 松山 基 範 氏 に は 去る 1 月 27 日 病気 の た め 山 口 日 赤 病 院 に 
CHESH ELKO HA CRIFORPRLETS BAS GRR RAS 


SAME 本 会 会 員 菅 原 公平 氏 に は 去る 5 月 14 日 交通 事故 に て 急逝 され まし 
た 。 BA CRMORERL ET 日 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 
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SFRSAMws 2 新山 銅鉱 床 の キ ユエ ュー バ 鉱 に つい て 
( 含 キ エー バ 鉱 鉱石 の 研究 V) 


Cubanite from No.2 Shinyama Copper Deposit of 
Kamaishi Mine, Iwate Prefecture 
(Studies on the cubanite-bearing ores in Japan V) 


\ 


“a Wo i 7 (Tsunehiko Takeuchi)* 
AS 部 PS Se (Matsuo Nambu)** 


Abstract : Cubanite occurs in the contact-metasomatic No.2 Shinya- 
ma copper deposit of Kamaishi Mine. The lump cubanite is observed 
abundantly in paragenesis with pyrrhotite, chalcopyrite and pentlandite, 
more rarely with pyrite, sphalerite and vallerite, and often intimately in- 
tergrown with chalcopyrite, pentlandite, pyrrhotite and sphalerite due to 
the unmixing of solid solution between them. The chemical analysis gives 
: Cu 23.30; Fe 41.23; S 34.81; Ni 0.11; Zn 0.03; SiO, 0.51, and the X-ray 
powder data were given. 


1. if 


Dil 


Al 


RAD 2 — SCLEROTIC 10 ヶ所 の 多く を 数 える に 至り , 
DHE CHEB ML AN CW? KEDEFS Clk 高温 性 鉛 鉄 石 の 主要 構成 鉄 物 の ウー つ で あ 
る こと が 明か に な つた 。 MICKA he BSBASORRINCH, キュ ー バ 鉄 を 多 産 する 


た め , 単に 鉄 石 学 的 興味 を ひく に 正 ら ず , 選 鉄 実 操業 に お いて も, 


CP GMND BH & GL 


し 得 な い 状 熊 に まで に な つて いる 。 し か し 本 邦 の キュ —SGLOKMA Hi aa i 


て 同定 され た も の で あつ て , X 線 的 に 確認 され た の は , さき に 著者 等 が 本 誌 “Gate 
LIKIEC INOS OL 例 あ る に 過ぎ ず , 化学 分 析 に つい て は これ まで 発表 され た も の を 見 


な い 。 


BAGGED & 2 — 7 GRIXEBE® が 1951 年 に 新山 磁 鉄 鉄 々 床 450m F~M S100 立 


入 で 石灰 石 と スカ ルン の 間 の 脈 状 硫化 鉱 鉱石 の 』 


」 よ り 見 出し た の が 最初 で ある る が , ASKER 


に お ける キミ ユー ババ 銘 の 産出 は 其 だ 稀 で , 且つ 量 的 に も 多く な く , Ld RMI BE 


* FLASH Sagas 

HACK AEE OT tT 

1) MARE, Be ARH : “er, 39, 99~102, 1955. 
2) MABE, 南部 松 夫 : BOT 9, 31~36, 1953. 


102 me A GK GR A Ra 


HY Zp EA ERS IRAE S ZT VOOR CHOIR し か る に その 後 の 発見 に か ゝ る 新山 第 2 FA 
鉱床 の 開発 の 進展 と 共に , 石灰 岩 に 接近 し た 銅 に 富む 鉱石 中 に 肉眼 的 に 容 克 に 識別 し 得る 
多量 の キュ ー バ 鉱 の 産出 が 知ら れる 様 に な つた 。 入 者 等 は この 産地 を 数 回 訪れ , BAER 
取 し て 化学 分 析 を 行ない , DO 線 粉 末 写 真 を 撮影 する こと が で きた の で この 結果 を 報 
告 す る 。 


2. pf #4 

新山 第 2 鉛 鉱 床 は 500m TED PiCwHET ZAK AO MUMS LU SZD PO BW Wie 
を 交代 , FOUL L 7eGAGKIR CHOC, SKE MSRRRRe BEL, CNKSD ORB - 
% 1 — GK - PYRRGAGK - BRGRGK - HMLGRGK = MV b DY YER Tr VY ERS & 伴 な い 
UR BSR EI - RR AEG ARG REED HOT So 

試料 は 450m HO AIK SICH LI RBS - MMR EL TARA LY 特に キュ 
—NCKPIEES ZBDE BV ?o FA SGKIS ARRAY CRG LL TO SR, AY 
は ピン ク 味 を 帯び る こと が な く , か つ 淡 色 で 両者 の 識別 は 容易 で あぁ る 。 


第 1 図 +a — ROW MSR 


1 : 黄 鋼 鉄 (Ch) HORS .— sk (Cb), x190, 交 双 = コル 20° 

2: %.— gk (Cb) HOFER RAY }7v FG (Pe), <190. 交 文 = マ コル 209 

3: 4a. — 5K (Cb) 中 の 工 片 状 磁 硫 鉄鉱 (Pr), x190, 交 双 = コル 20° 

4: 塊状 キュ ェ ー バ 鉱 (Cb) と 磁 硫 鉄 鉄 (Pr), BRAG (Ch) の 共生 , x230, 解 
= a0. 
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キュ ユ ュー バ 鉱 は 鏡 下 で 黄銅 鉄 中 に 締 状 , RMISHER REBT IOS (B1M-1)0 MRR 
不 規則 粒状 を な し て 黄銅 鉄 お よび 磁 硫 鉄 鉄 と 相 証 境界 を な する も の の 二 種 に 大 別 出来 る (第 
1 図 -4), また 塊状 キ ユ ュー バ 鉄 中 に は 多く の 場合 一 方 向 又 は 二 方 向 に 配列 する 薬 片 状 の ペ 
ント ラン ド 鉱 と (第 1 図 -2), VSR RRMH LUSH CAM 3 PHBE BSA Cr 
る (第 1 図 -3)。 ペン トラ ンド 鉱 は 上 記 の 外 黄 鋼鉄 ・ 磁 硫 鉄 鉄 ・ キ ュー バ 鉄 お よび これ ら 
鉱 粒 閣 に 不 規 則 粒 状 を な し て る も 存在 する 。 ペン トラ ンド 釣 の 共生 関係 に つい て は 既に 津 末 
昭 生 に まる で くわ し で く 哉 告 され て いる 

X 線 粉 末 写 真 撮影 お ょ よび 化学 分 析 に 供し た の は 肉眼 的 に 純 交 と 思わ れる 部 分 を Imm 
内 外 に 粉砕 し , 双 眼 顕 微 鏡 で 不純 物 を の ぞい た も の を , バル サム で 固め て 研磨 し , RA 
懲 鏡 下 で 不純 物 を 令 ま な いか , あぁ あるいは 不純 物 (主として 離 深 性 ペン トラ ンド 鉄 ) の 極め 
て 少な いも の を バル サム より 小針 で 約 3g 堀 出 し た も の で ある 。 

3. ※X 線 粉 末 ER 

X 線 粉末 短 折 写真 より 面 間 距 離 d (A) と 目測 に よる 比較 強度 エ を 求め る と 第 1 表 の 
如く で ある 。 こ れ を 大 峰 令 山 産 BLEU Sudbury COX 2—<$HK9 の 値 と 比較 する 
と ょ よく 一 致す る 。 な お 撮影 条件 は 電圧 35kv, 電流 OMA, BML RISC, DAF 
半径 は 30.25mm で あぁ ある 。 面 間 距離 は 同時 に 撮影 し た 黄 鉄 鉄 の 各 折 線 に より 補正 し て あ 
Do 


第 1 表 23—KEO X MTR 


Sudbury A te 鉱山 BA BK 

2 | A | 
d (A) [洋二 A) I a 

| 293587) En CCD) 
3.50 OM 48 3.49 S 
er: a” ee: ed vs 3.22 S 
3.115 0.5 | 
3.00 1.0 2.98 |m 2.98 m 
2219 者 2.80 | vw (d) 2.80 | vw 
2.50 0.5 | | 
2.375 0.5 | 
2.255 0.5 | 
ys Oz | 
2.06 0.5 2.05 vw 2.08 vw 
1.99 0.3 
1.935 0.3 
1.875 A ORS YS 1.86 vs 
1275 320 前 1.74 s 1.74 s 
1.70 C30) | 
1.61 0.5 | 1.59 w(b) 1.59 | w(d) 
1.50 0.3 | | 
4.295. 0.5 1.27. | w(b) 1,28 w (d) 
1.165 | 0.5 1.36 | vw(b) 1.16 Ow 
110759) BOS) 107 m (b) 1.07 | w(d) 
1.050 Doty 2.05 m (b) 1.05 | w(d) 
| a 


1) 津 未 昭 生 : 鉱山 地質 , 6, 49~50, 1956. 
2) WAKE, 南部 松 夫 , 斉藤 浩三 : 前 出 ) 1955. 
3) Harcourt, G.A. : Am. Min., 27, 63~113, 1942. 
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第 2 表 キネ ュー バ 鉄 の 化学 組成 


ーー 


大 峰 Bk W 2A 鉄山 理 論 値 
重量 8% | 原子 比 *| 重量 6 | 原子 比 * 重量 6% | 原子 比 
Cu 23.91 100 23.30 100 23.42 | 100 
Fe 40.95 195 41.23 201 41.15 200 
Ss 35.06 291 34.81 296 35.43 300 
Ni 0.06 ue 0.11 z 
Zn BR = 0.03 se 
SiO, 0.16 = 0.51 2 | 
100.14 99.99 100.00 


* Ni, Zn は それ ぞ れ NiS, ZnS と どじ て また SiO, は 石英 と 
し て 存在 する こと が 鏡 下 に 認め られ た の で 何れ も 除去 し た 。 


Ace cee eee 
化学 分 折 結 果 を 人 第 2 表 に 示し た 。 不純 物 で ある Ni, Zn, SiO, EN ENBAGE IE 
BOoNRAY bh 7Y FSR ARE, 石英 に 由来 する も の と 考え られ る の で これ ら を の 
ぞい て 化学 式 を 求め る と Cui.oo Fez.o1 Song と な り , 理論 式 Cui.oo Fe2.oo Ss.oo に ほ 
ば 一 致す る 。 ま た 大 峰 鉄 山 の 試料 に つい て 同時 に 化学 分 折 を 行 つ た 結果 を 併記 し た が , 化 


RC Cuy.o9 Fe, 95 Se.91 が 得 ら れ た 。 
5. 総 


括 


釜石 鉱山 新山 第 2 銅鉱 床 の 塊 状 キ ュー バ 鉱 を X 線 粉末 法 で 確 め , か つ 化 学 分 析 を 行 つ 
た 結果 人 敢 学 式 と ちな で Cuy.00 Fey 91 So.96 が 得 ら れ た 。 また さき に X MRE CHO? 
大 峰 鉄 山 産 の キュー バ 鉄 化学式 と し て , Cui.oo Fei.gs S2.g1 が 得 ら れ た 。 

試料 採取 に 種々 便宜 を 頂い た 釜石 鉄 業 所 今井 史郎 所 長 , AR APSA, Fh ERE 
査 係長 , GRRERAREOHRR, な らち ら び に 実験 に 協力 され た 選鉱 鑑 錬 研究 所 岡田 広吉 


還 に 深謝 の 意 を 表す る 。 


HERWAORICRSWAIRRMIER (1) 


Contamination phenomena observed in pyroxene andesite (I) 


x 


FH 良 平 (Ryohei Ota)* 


Abstract : Contamination phenomena observed in pyroxene andesite 
are considered as follows : 1. Existence of xenocrysts of quartz, sodic 
plagioclase, biotite, hornblende, etc. 2. Existence of xenolithes which 


* 工業 技術 院 地 質 調査 所 
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remarkably reacted with magma. 3. Existence of anorthite large crystals. 
In this paper, the writer has added the following phenomena : 4. Spheri- 
cal patch filled up with quartz in groundmass(PA). 5. Parallel-growth of 
pyroxene containing hypersthene inside and augite outside(P). 6. Glome- 
ro-porphyritic aggregate composed of hypersthene, angite, plagioclase, 
magnetite, etc. (G). 


1. if = 

本 邦 に お いて 普通 に 見 られ る 糞 石 安山岩 に 就 い て , 混成 作用 が 行わ れ た 証拠 と し て 挙げ 
られ て いる 現象 に は 次 の も の が あぁ ある 。 (a) 石英 外来 結晶 の 混入 GERI LV Ahh be 
WH BSR L ASW CHEN TS) (b) 僅 長 石 外 来 結 晶 の 混入 CHR 
僕 ま た は ガラ ス 化 作用 を 受け ある い は 著しく 汚 湯 し て いて , その 疾 岩 の 初生 鉱物 と 考え ら 
れる 清純 な 和 斜 長 石 と は 化学 成分 を 異 に し 逆 昧 帝 構 造 の 場合 が 多い )。 (c) SRE 
圭 母 外来 結 品 の 混入 (通常 は 融 人 触 ま た は オ パ サ イト 化 作 用 や 酸化 作用 を 受け て お り , これ 
ら を 包 有 する 類 岩 の 化学 成分 か ら 考 え そ の 鉄 物 組 成 と し て は 不 似 合 で ある )。 (d) 多量 の 
外来 岩 片 を 包 有 し マグ マ と 反応 し た 形跡 が 著しい こと 。 以上 は 主として 酸性 深成岩 類 を 混 
成 し た 場合 に 見 られ る も の で 多く は 紫蘇 煙 石 質 岩 系 に 属し , 本 邦 に お いて この 場合 が 多い 
が が, アル ミナ 質 岩 石 を 同化 し た 場合 に は 次 の 現象 が 挙げ ちら れる 。 (e) 灰 長 石 大 品 の 混入 
(LACEY TAI) の 研究 が ある )。 

筆者 は 以上 の 講 現 象 の ほか に 次 の 講 現 象 が ある こと を 本 文 に お いて 述べ る 。 (f) Rie 
石 お ょ び 普 通 輝 石 か ら 成 る 平行 連 上 品 が 認め られ る こと 。(8g) RA TH - ARG 
BLURRED DL MAREEREASSY AL. (bh) BHAI HHRe PML TSHR 
Ry FREROSNSZHLo 

まな た BRIERE Cit SBA BA OILARA DS 鏡 下 の 観察 の みな で は 不 十 分 で あ 
DT, 大 山形 態 や 火山 基盤 の 種類 ・ 構 造 等 を る 併せ て 考 究 する 必要 が ある と し , KiLAE 
建設 し た マグ マ が 大 きい 構造 線 や 破砕 帯 な どの bh D AS 7 ARB EAL Ke ED 
場合 に は , 混成 作用 は 特に 著しく 行わ れこ れ ら 諸 現 象 も 著しい こと を 説明 する 。 “WERE 
用 ” ORACLE ZR OBMRG DSM, 本 文 で は 地殻 中 に 逃 入 し た マグ マ が マグ マ 溜 周 
壁 の 基 毅 岩 と 作用 し それ が どの よう な 影響 と な つて 疾 岩 に 現われ る か を 述べ る 。 

この 論文 の 作成 に 当り 石川 俊夫 博士 か ら 穏 切な 御 指 導 を 仰ぐ こと が で きた 。 同 博 士 の 御 
厚 意 に 対し 深 基 な 許 意 を 表す る 。 また 資料 を 恵 与 し て いた だ いた 諸氏 の 御 芳名 は 文中 に 掲 
げ ば げ て お いた が 。, 各位 に 対し 厚く 感謝 する 。 特 に 沢村 孝之 助 氏 に は 多く の 資料 を いた だ き 感 
激 に た えな い s 


2. 混成 作用 に よる 諸 現 妹 
筆者 自身 が これ まで に 調査 し た 北海 道徳 狐 般 ・ 是 田 お ょ び ' 仁 木 の 諸 図 幅 ・ 長 野 県 希 坂 
図 幅 お よび 和 群馬 県 沼田 ・ 草 津 両 図 幅 の 諸 地 域内 に 分 布 す る 煙 石 安山岩 の 薄 片 に 就 い て , ま 
た 知人 か ら 借 用 し た 北海 道 西 攻 館 ・ 岩 内 両 図 幅 ・ 岩 手 県 八幡 平 図 幅 ・ 秋 田 県 森吉 山 ・ 田 
沢 湖 両 図 幅 ・ 長 野 県 諏訪 図 幅 ・ 静 岡 県 沼津 図 幅 お よび 宮崎 県 霧島 山 図 幅 の 諸 地 域内 に 分 
布 す る 石 安山岩 の 薄 片 に 就 い て , 1 枚 の 薄 片 中 に 石英 外来 結晶 ・ 前 記 の 平行 連 品 ・ 前 記 


1) 石川 俊夫 : J. Fac. Sci., Hokkaido Univ., Ser. 4, 7, 1951. 
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Bl Q.P.G.PA お よび これ ら の 組合 せ が 薄 片 中 に 現われ る 枚数 


| 検 19 ololols | 
Ik + 
3 Be pz Owe Ore EE | sis eae 
ZEN RON Bod GPA dectet CN Ae alias Sieh a er CIRC 
; 薄 |G ¢ P| G|PA| G PAPA+|+|+| + IG 
WE 山 Fr IPA GPAPA| PA | +- 
| PA 
徳 1h 多 楽 5 4 1 | 
Be Al 
Be | RokUzoO Fh 45 | 17 (hall 2 3 | 1] 6) 1 4 
ae 珠 | 41 3 1 
(nH || 9g | 12 1 | 
田 その 他 AQ 3 1 5 
PL WL % その 他 23 || 9 uh coat et 6 | 1 
仁木 BACHE その 価 | 11 1 | 1 1| | | sla 
z= a=y 電 9 1 3 5 | 
AJ en a Fl | x1 | xl | 
HUPRILER—. / BR 
J\ その 他 15 | 5 2| 2 6 
We | led 18 1 | 2 | 3 1g | 1 
平 の 他 | | 
焼 iLll 35 1 16 | as 1} 4 
森 | 此 倉 | 4 1 | 2| 
吉 lg/PRKO ES) 5 I i] 4 ie 
山 At x1 + 
Blebt 輪 fe) s oy ey a Boe 1 
び eel SRI Ea 5 a 
ee FEI erst | 16 | ay 1 4) |S te Lat 
t SEAS. 
wh PRot 輪 laa |g 3 2 
沼 32 a = 
mop #4) 39 ||A2 7 
Poa | | 
49 15 | 
田 | 赤 城 | 68 | Cy xk Ra 3| | 
GE | 御 飯 | 26 | 5 1s 1 = Bh 3/1] 5 
本 pal] 32 | 20 Tea ag 3 iis ig 
Flip mk wal 7h et Ne Bie 1 
m3 : 4 5 
Serpe er yest SOU ile (lab aa 1/)12]1) | 4/1) 1) 4 
we [IE 9 uy a] 18 | a 3| 1 3 Na 
aif of £37 iy Desa Sus 1 | O44 i 
26 IA RA 2k iy $i 27 | 13 | Se a 5 | 
沼 Be fee] 2 | 21 4 | 
a ee a 5 5 
at 湯 河 [| 2 2 
RS | 
霧島 | 二 lis | 4 | 22 69 | Ij 2 i 
ee A \ x12 “1 
合 計 721| 238) 6132|139 16| 13 | 4 | 6 | 158| 72813 9| 7) 31 


AR へ … 灰 長石 大 品 を 有する も の , GEER AT SOO, OBS 
外来 結晶 を 有する る も の 。 
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OREERREE LU 前 記 の 球状 ペッ チ お よび これ ら の 種々 の 組合 せ が 現 われ る 頻度 を 次 
計 的 に 算出 し 第 1 表 に 示し た 。 
第 1 表 に は 次 の 諾 略号 が 用 いて あり , 以下 の 本 文 で も 便宜 上 これ を 用 うる こと に する 。 
Q 石英 外来 結 品 
IAS £ USED 6 RS EG 
G IEA WHE - ARGH k URRY DBRS ROME (時 に 
WON EDF 102 FRC DEBS) 
PA Ads HICH SNBRE EME TSR RY チ 

BCA HG IS CSE RS k UPS (Bec eR 
BOA) か ら 成 る も の で , MBMEBE SEY OVZERUYOVHS. LMLBEEE 
含む も の は 採ら な か つた 。 これ は その 角 関 石 が 初生 で ある か 外来 で ある か の 判断 が 茸 し い 
場合 が あり , 角 了 関 石 と 共存 する 石英 も ある い は 初生 で ある か る も 知れ な いか ら で あ る 24 

第 上 表 を 観察 する 場合 に 注意 を 要する こと は , これ は 1 枚 の 薄 片 中 に 現われ た 議 現 象 の 
租 合せ を 示し て お り , 1 枚 の 薄 片 は その 類 岩 の きわ め て 借 か の 小 部 分 に し か 過ぎ な い の で 
ある か ら , Mahis Q-P-G お よび PA の うち 実際 は 2 へ 3 が 共存 し て いて も, 1H 
OBIE 1~2 し か 現われ な いよ うな 場合 が 非常 に 多く, その つも り で この 表 を 見 な け 
れれ ば な ら な い 。 また これ ら 薄 片 は ぁ る 地域 内 に 分 布 す る 講 種 の 究 山 岩 か ら 必 ず し る も 平均 に 
得 ら れ た も の で は な い が , 図 幅 調査 を 目的 と し て 鑑 作 し た も の で ある か ら ほ 平均 に 近い 
と 思わ れる 。 以上 の よう な 欠点 が ある が , 第 1 表 を 観 祭 す る こと に より 各 火 山 の 特 性 を 知 
る こと が で きる 。 先 づ 個 々 の 現象 に 就 い て 説明 する 。 

a. BROARME (Q) QO が 煙 石 安山岩 中 に 現われ る 場合 に は 自 形 の も の は ほとん 
ど な く , ERE L ARE LY BEBO BABAL TD, 全体 が 丸く な つた り し て 
不定 形 を 示し , Pali is BAO BRC LOTMA EN, BEWARE SL HAD 
し て いる 。 Q は 協 石 安山岩 中 に は きわ め て 稀 に し か 現われ な い が , し ば し ば 斑 品 また は 
BEML CHIN, 長野 県 須坂 図 幅 お よび 群馬 県 草津 図 幅 の 両 地域 内 で は 著しく 多く 設 
め ら れる 。 Q は これ を 含む 煙 石 安山岩 質 マ グマ の 初生 鉄 物 で ある か 番 か に 就 い て は , そ 
の マグ マ の 化学 成分 か ら 考 え 外 来 結 品 と 推察 され て お り , これ と 同様 の 成因 と 思わ れる 石 
英 玄 武 岩 Z 斑 品 石英 に 就 い て は 多く の 議論 が 繰 返 さ れ た が , ここ で は 和 省略 する 。 Bowen 
は 種々 の ZERIT O RGEC BWC 不 完全 平衡 の 下 で 結晶 作用 が 進む と 解放 舗 物 と 
し て 石英 が 上 品 出 し うる 可能 性 を 示し て いる が , 火山 岩 に お いて この よう な 径 路 で 石英 が 品 
出し た と いう 有力 な 証拠 は 未だ 知ら れ て いな い 。 

BRE ABBR ACR CLONE CHE VMU SONAR, WERE OP 
YAAK WE CR CER DY が 研究 し , < OF RS AAE DBPL RT B IR 
Hata CHDALHERL TS また AMMA opel - MAT LIEBE TA 
A” が 研究 し , BSS OKA CHS b OUD GKI CHS LRWRATWZo 

b. RRBES LU 普通 煙 五 の 平行 連 品 (P) ご く 普 通 に 見 られ る P weeRATD 
内 核 に あり 普通 輝石 が c 軸 方 向 を 除く 外側 を 取 券 くも の で ある が , 稀 に は c 軸 方 向 に も 


1) 津屋 弘 潜 : Bull. Earthg. Res. Inst. 12, 1934. 
2) 八木 頁 助 : 上 高井 郡 地 質 誌 , 上 高井 教育 会 , 1941. 
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認め られ る 。 これ と 反対 に 普通 煙 石 が 内 核 に あり 紫 菊 煙 石 が 外側 に ある 場合 が きわ め て 季 
で は ある が 見 出さ れ て いる 。 後者 は むし ろ 例 外 的 の も の で あぁ ある か ら 先 づ 前 者 に 就 い て 説明 
L, あと で 後者 に 就 い て 述べ る 。 

紫 敬 輝 石 を 中 核 と し 普通 煙 石 に 取 巻 か れ た 平行 連 品 の 断面 を 鏡 下 で 観察 する と BIA 
の ょ うに 種々 の 場合 が ある 。 これ は 和信 坂 ・ 草 津 両 図 幅 地域 内 に 分 布 す る 煙 石 安山岩 中 の も 
の に 就き スケ ッ チ し た も の で ある 。 


a1 SRE (AE) を 内 核 と し , RBA (灰色 部 ) 
CRAP N72 AOA Hie 


LOMAS TS CUAL AO c 軸 方 向 を 除く 外側 に 附 着 し , 外 方 へ 成長 
LOOAIKS SRNR SR ISEFEL 終 に は 全く これ を 交代 する よう に 思わ れる 。 cht 
方 向 を 除く 他 の 方 向 か ら AREA OME BIRD ¢ RRR CHL © 結晶 格子 
の 細 似 性 に 基く た めで ある か ら , & 四方 向 と b HARI L Clk a 軸 方 向 の 方 に 附 着 また は 
交代 し 易 い 傾 向 が ある の で は な いか と 考え られ る 。 し か し 鏡 下 で c 軸 に ほぼ 垂直 に 切 断 
SHPO AO ES eMIFEL TAM EARL CO, 特に 顕 装 で は な くま た 普通 輝石 
の 交代 作用 は 必ず しゃ も 紫 交 糞 石 の 内 方 へ 均等 に 進ん で 行く の で は な い 。 第 1 COS 
Avs SRG AD PMN O ARTE L CHO, SRR D RRA HLL CHET SEAR 
め ら れる こと が ある が , これ は 普通 輝 石 の 交代 作用 が 割 中 や 選 開 に そつ て 進み 易い た め , 
結 品 の 切断 方 向 の 如何 に よ つ て 上 記 の 現象 を 呈す る の で あろ う 。 また P ONAMICHSR 
REGO REINER ART SL, 特に c 軸 方 向 の 部 分 は 明らか に 融解 また は MOL ANT 
BY, 他 の 方 向 の 部 分 も 生長 停止 また は 僅か に 柄 解 され て いる も の と 穴 せ られ る 。 P は 火 
山 岩 中 に は 稀 に し か 見 られ な いも の で あり , また マグ マ の 正常 な 品 出 径 路 に よる と は 考え 
られ な い 。 P を 含む 溢 片 を 検 鏡 し た 場合 , 混成 作用 を 示す 他 の 諸 現 象 (Q・G・ 化 学 成分 
を 異 に し 融 人 触 ま た は 海 潟 し た 倖 長石 外来 結晶 また は 外来 岩 片 な どの 混入 ) が 認め られ る こ 
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CBSO CEMEAK RAAT SLHBANSZ,. POTWAY は 長野 県 夷 尾 火山 の 
Mates, P は 外来 岩 刻 の 附近 また は 外来 岩 片 の 内 部 に 多い こと を 既に 注意 し て い 
る 。 

HOTT TCR AR FO HL CHEE RL (RARE), 次 いで 普通 輝 
石 が 唱 出 し 始め BASHAM RIUS), Mu CHMBMMETS (HU 
岩 ) 場合 , 普通 輝石 は 役 唱 か ら 成 長 し て 徴 斑 品 と な り 斑 品 と な る の で あつ て , BEHOR 
REA RBIS CET EOL, 遂に は 全く 交代 する よう な 現象 は 通常 で は 訴 
め ら れ な い 。 混成 作用 に ょ り マ グマ の 物理 化学 的 状態 に 変化 が お こり , RR ec 
出し 普通 史 石 が これ に つづ きか つ そ の 品 出 作用 が 促進 され た た めで あろ うと 解 さ れる 。 普 
BAL AAA L ORAM ONL ARORA LRDNS. 

同じ 薄 片 内 で P OAC S SERRE AL RICHES SRR LIBR Te, それ ぞ 
れ ほ 同じ 大 き さ の 結 品 を 選び (一 )2V の 値 を 比較 する と き , 前 者 の 方 が 通常 大 きい 事 
実は 既に 注意 され て いる が , 筆者 は 頒 坂 ・ 草 津 両 図 幅 地 域内 に 分 布 す る 交 石 安山岩 の 薄 片 
に 就 い て 実験 し 表示 し た 。 この 表 に ょ つて わか る こと は PP ONBITS ZR AS BR 
Vb SRRBEL OS (—)2V の 値 が 常に 大 きく , 前 者 の 値 の 範囲 は 広い が 後者 は 狭い 
と いう こと で ある 。 すなわち 前 者 は マグ マ の 進化 か ら 取 残さ れ た 過 去 の 状態 を 示し , 後者 
は マグ マ と 反応 し 進化 し つつ ある 現在 の 状態 を 示す も る の と 解せ られ, 結晶 外形 か ら の 観察 
と 一 致す る 。 


第 2 RR 
紀生 す | eeaemme (av | Mace ogtenra (-)2V 
fi | SH 28 | 57°, 58°, 61°, 61°, 64° | 55°, 55°, 56°, 56° 
K | SN 37 | 58°, 60°, 62°, 65° 54°, 55°, 56°, 87° 
= | KE 6 | 58°, Oi 63° pe 55°, 55°, 56°, 57°, 57° 
| KE@2 | 58°, 59°, 61°, 61°, 63° 55°, 56°, 56° 
= | KJ 32 | 61°, 62°, 63°, 64° 54°, 55°, 55°, 56° 


Rie A AB bY RAE ME RB CS PFI THAT Bo 
これ は きわ め て 特異 な る ので, BUR CRAKMAUO 5 SB MANOS 7 All (TH 
BRA) BEV BD SN? FOR, LAHAX HELLER AURORA OS SS 
( 新 第 三 紀 ) OBKABAOMBIC, KO CRRANARIEHRADABI ( 新 第 三 紀 ) の 
類 岩 に それ ぞ れ 1 個 を 見 出し た 。 最 後者 は 緑 泥 石化 作用 が 進ん で いる の で 除き , 他 の 薄 片 
を 検 鏡 し 光学 恒 数 を 測定 し 表示 し た 。 この 表 を 見 て 次 の よう に 解釈 する の が 適当 で は ある 
まい か 。 す な わ ち 現在 の 状態 (単独 に ある 両 交 石 の 光学 恒 数 が 示す 状態 ) に な る 前 に , BE 
BSR READ Ad b MSR (REAR ORA) BHO, その ころ 相当 進化 
の すす ん だ (P の 内 核 の 普通 輝石 の 光学 恒 数 が 示す 状態 に ある ) マグ マ を 部 分 的 に 混成 


1) 山田 箇 三 : 信濃 斑尾 火山 の 岩石 学 的 研究 (1), HEHE 36, 1928. 
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3 表 
s + i mm F £ & M 石 
wras | 平行 連 品 の 内 核 | Mote me ENE nee 
幅 AY TA ID eZ a lV 
ge | 10163 46° | 48° | 44°, 48° 6 ee ae 
島 | 10151¢a 47° | 50° | 44°, 45° 62° | 58°, 58°, 
58.5° 
iy | 101515b 48° 42°, 44° Go | seeeunas 
fe | 92934 46° | 46° | 48° i a ae ac ce 


し , EG EU Ct RAD LOO 0 WM ls ERS SIC BOW 
な か つた た め に , MEHR els RE L 7 OME ARRIBA IRR SET ia © 
4EML Ko B2MILIVABERCHAY ENKI OMOLATHEREAT VF LREDOT, 
ARC & FZ MER AS-D DORSAL 71S BAAR AN CHD, RRA IE EO c HER 
< 外側 に 附 着 成長 し つつ 内 側 へ も , HEC BSBA PAI ICS OCIS L ¢ ORC RA & 30 
代 し て いる 。 この 際 注意 し て お きた いこ と は EAE SRR D (=)2V 
の 値 の 範囲 は 広く か な り 値 の 大 きい も の が ある が , “NISRA HDIELA EKMDE A 
め る 部 分 の 値 を 掲げ た の で , 実際 は 縁辺 部 は 化学 成分 を 異 に し 累 帯 構造 を な し また 縁辺 に 
近づく ほど (-)2V の 値 は 小さ く な り , RHR CS MIRE BH SAMBA TF BICEIP YL 
FRA KU PF RK IU OP CLR LUO BERR ARID (—)2V の 値 は 64°~66° 
FLEE CHSO5, BHD 61° や 62° の 値 は 初 は も つと 大 きか つた の が マグ マ と の 反応 の 
結果 小さ く な つた と 解釈 され る 。 な お 上 記 の 薄 片 は すべ て ビジ ョ ン 灯 石 質 岩 系 に 属す る 点 
は 注意 すべ き で ある 。 
CMA HRE BLO BRM EDD gon 普通 煙 石 (灰色 部 ) ¢ Ae: 


MARMRKE (G) 本 文 で 用 うる GL & LRA (Af BB) に 


は , BEV L OPER EE OAS XC RH BORD 721A O52 4738 fa 
iA SA ARB LU Bea ze OL ' 
が 不 規 則 に 多く 集合 し た も の を 言い , 同一 
iD AW AVE 和 倖 長石 の な が 集 つ た も の ・ 前 記 
ASAD 集 つ て いて る も 斑 唱 に 比較 し て 著 し 
く 小 形 の も の お よび 斑 状 組織 を 呈す る も の 
な ど は 探 ち な か つた 。 い わ ゆ る YRS 
の 定義 は 必ず し も 一 定 し て いな いよ ょ よう で あ 
る が , 本 文 で 用 いた G と は 成因 の 如何 を 問 
わ ず 上 記 の 意味 に 用 いた か ら , 同 源 捕獲 岩 
の ある も の る も 谷 ま れる こと に な る 。 

各 者 の 見 解 で は G は , 原 岩 が 堆積 岩 で あつ て も 火成岩 で あつ て も , また 同 源 で あぁ つて 


(6) 05mm 
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も 外来 で あつ て る も 差 支 えな い が , マグ マ 中 に 取 込 ま れ 十分 に 反応 し た 結果 原 岩 の 組織 を 失 
い , マグ マ 中 に 唱 出 成長 じ つ つ ある 講 鉄 物 と 同じ 組合 せ に 改 変 せしめ られ た も の で ある 。 
また 原 贈 は 必ず し ゃ 岩石 に 限ら ず 角 関 石 や 黒雲 母 が 取 込 ま れ た 場合 で も , オペ パサ イト 化 し 
きら に マグ マ と よく 反 店 し 結晶 が 成長 し た な ら ば G に 成り うる 。 BEAK eae et 
(BRALSS AAS ZBRUA) 中 に 認め られ る 黒雲 坊 外 来 結晶 は , PWM 
U4 MEL SR - MEA - SRA Lb UR PORES L AY, RHO BE 
RE OAT AAC 地表 噴出 時 に お ける 冷却 速度 が 速やか つた と 考え られ る に る も 抱 ら ず 
各 鉄 物 は か な り 成 長 し て いる の で , 酸性 深成岩 に 由来 する も の 炎 地 下 で 取 込 ま れ た と 着 え 
られ て お り , さら に マグ マ と よく 反応 し た な ら ば G に 成る で あぁ ろう 。 また 森吉 火山 妖 岩 
の 薄 片 を 検 し た と き , APBD BAINES RE Le} FRE SET BL 
び 磁 鉄 鉄 な どの 粒状 集合 か ら 成 る も の を 認め た が , これ が さら に マグ マ と よく 反応 し た な 

ら ば G に 成る と 思わ れる 。 また マグ マ 中 に 品 出 し つつ ある 初生 佑 物 が 偶然 の 機会 に 接着 
する こと が ある か る も 知れ な い 。 し か し 以上 の 講 例 の 成因 に よる も の は 恐らく 少な いと 思わ 
れる 。 

RAY は 大 阪 府 二 上 山 の 黒 雲母 石英 安山岩 に 取 込 ま れ た 外来 岩 片 中 の 失 唱 店 の 現 出 状 
EIR CHA L, アル ミナ 質 岩 片 が マグ マ 中 に 取 込 ま れる と マグ マ と の 相互 反応 に よ つ 
て で 一 時 的 に 失 品 石 ・ 紅 柱 石 ・ 斑 線 石 お よび 鋼 玉 な ど を 生じ , ROTH Is ALO, の 
濃 集 お よび SiO, の 減少 を 起す が , さら に マグ マ と の 反応 が 進む な と これ ら 議 鉄 物 は 消失 
し , その 結果 マグ マ か ら 正 規 に 品 出 し つつ ぁ つ た 造 岩 鉱物 すなわち 黒雲 母 と 斜 長石 と の 集 
合体 に 変え られ て し まう 過 程 を 明らか に し た 。 そし て 従来 単に 同 源 捕 獲 岩 と し て 一 括 記 載 
され て いた 岩 片 の 中 に は マグ マ と 反応 し て 生じ た 外来 岩 片 と 考え られ る も の が 多く ある 
の で は な いか と 述べ , まな た APRA ES ORR CT 再 検討 が 必要 で ある と 言 つ て い 
So 本 文 で は G を 成因 の 如何 を 問わ ず 既 述 の 意味 に 用 いた が , な お 将来 に た お いて G の 組 
織 ・ 造 岩 鉄 物 の 組合 せ お ょ よび 光学 性 その 他 の 検討 が 望ま し い 。 

d. 太 英 を 充 壇 物 と する 球状 ポッ ツチ (PA) これ は 石 基 中 に 通常 径 0.2~0.8mm の ほ 
ぽ 球 状 で 淡色 の 球 点 状 を な し 見 出さ れる 。 A OMMLBEO MIO ABS & ASK HRS Hie 
し 輝石 ・ 八 長石 な どの 微 品 を 石英 が 最後 に 充 塩 し て いる 。 解放 = コル で る も 十分 に 認め られ 
る が , この 部 分 を コノ スコ ー プ で 和 観察 する と 一 軸 性 の 生 渉 圏 を 示し , 十字 = コル で 和 観 穴 す 
る と 前 記 の 役 品 を 残し て 全体 が 同時 に 消 光 する 。 石英 外来 結 品 すなわち Q と 共存 する 場 
合 に は , BER SNACIED Q は 必ず PA の ほぼ ば 中央 た に 位置 し , OQ & PA OF CH 
る 石英 と は 同時 に 消 光 する の で , OQ OGRE PA の 生成 と が 成因 的 に 関係 が ある こと が 
わか る 。 し か し PAL Q と は 共存 し て いな いこ と の 方 が 御 か に 多い 。 

この PA の 中 に は 大 抵 の 場合 , KAMEOREROMEUSENTHOS LHILEDM 
て 微細 な も の で ある か ら 見 逃す こと が 多い 。 通常 長 さ 0.03~0.05mm 内 外 で ある が , tte 
田 図 幅 地 域内 の 倶知安 別 火 山 敬 別 妖 岩 中 に は 長き さ 0.25mm に 及ぶ も の が あり , これ が 
者 が 観 祭 し た も の の うち で は 最大 で ある 。 淡 黄 ~ 淡 褐色 の 著しい 多 色 性 を 示し 直 消 光 で 複 
屈折 は 大 きい 。 こ の PA 中 に アル カリ 長 右 が 存在 し て も 差 支 えな いよ うに 思わ れる が , き 
わ め て 微細 な る もの で ある か ら 識 絢 が 難し く , 屈折 率 が 石英 より も 低い 鉱物 は 見 当ら な い ょ よ 


THs 


| 


1) 森本 良平 : Bull. Earthg. Res. Inst. 28, 1950; 地質 雑 , 55, 1949. 
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う で ある 。 第 3 図 We Beech bn 
PA は 糞 石 安山岩 に は 稀 に し か 認め ちら れ な い の で る 石英 パッ チ (PA) (G 
特殊 な 成因 が ある の で は な いか と 考 えら れ , BED BRL LUE HERE a) x 30 


ECL EIMIBRT SORE PICHUS PA OF 
Feb BARI BY i 関係 

が ある 。 マ グマ が 酸性 深成岩 を 同化 する と 三次 的 に 
弐 酸 お よび 揮発 性 物質 に 富む よう に な り , 
FLEE (お よび アル カリ ) を 運 拉 す る こと が で き 
る の で , マグ マ 固 結 の 末期 に 東 酸 お ょ よび 揮発 性 物質 
に 富ん だ 部 分 が 右 若 中 に 夷 点 状 に 生じ これ が PA に 
な つた と 思わ れる 。 PA の 輪 廊 は 比較 的 明瞭 な 場合 
も ある が , や や 不明 瞭 な いし 不明 瞭 の 場合 も あり 酸 
性 深成岩 同化 の 程度 が 進む と ガラ ス 人 質 に な る と 推察 
され る 。 

e その 他 の 諸 現 象 a) 斜 長石 外来 結晶 酸性 深 

Se oe eae 
必要 で ある 。 Q を 含む 薄 片 を 検 す る 結晶 全体 
NN Ck oe be 
URSA LIZ LIZHYM SNS. これ は 〇 と 共存 し て いた An に 逐 し い 倖 長石 ( 必 
FLD MY CALAWAY FORK CREARALMATS) で あぁ る 。 ま な た 結 品 中 核 の 大 部 
分 が 著しく 汚 濁し 縁辺 の 帯 が 清純 で ある 場合 が 認め られ る が , 前 者 は 混成 以前 に 品 出 し 三 
次 的 影響 を 受け た も の で , 後者 は 混成 以後 の 新しい 化学 成分 の マグ マ か ら 品 出し た も の で 
ある 。 ま た 逆 加 帯 構造 を 示し た り , 著しい 反 林 昧 帯 構造 を 示し た り , また 虫 喰 構造 が 発達 
し 蜂 巣 状 に ガラ ス を 含む な ど マ グマ 中 に お ける 状態 変化 を 示す も る の が ある 。 本文 に お いて 
DARA me QP.G お よび PAL 共に これ ら の 組合 せ を 検討 すべ き で ある が , 
FeV) RHE C HATO ISS CBR LK 

b) 角 関 石 お よび 黒雲 母 外 来 結 晶 これ ら が 煙 石 安山岩 質 マ グマ 中 に 包 有 され る と 容 
に オ パ サ イト 化 さ れ , 原 讐 物 が 認め られ る の は 甚だ 和 区 で ある 。 し か し オバ パサ イト 化し て る も 
結晶 外形 を と ど め て いる こと が あり , また ガラ ス 質 石 基 で は 新鮮 な 部 分 が 見 出さ れる ろ こ と 
が あぁ ある 。 

c) 灰 長石 大 品 AMOR GRUB LIE LIE AH AN SZRRAAKRICRY CIE ZO 
成因 的 見 解 が ある 。 石川 ! LAL LCORRAA WA: TFRRBLU SLAC 
られ て 産 し , これ ら 大 山 帯 の 火山 岩 は al-alk が 高く アル ミナ 質 岩 石 の 混成 作用 の 行わ れ 
た マグ マ か ら 誘 導 さ れ た 岩 域 を 代表 し , ここ で は し ば し ば 灰 長 石 大 品 を 生ずる 機会 に 恵 ま 
れる と 述べ た 。 勝 井 や は 座 周 火山 ・ 有 珠 外 輪 山 ・ 仙 人 台 三 潤 ・ 伊 豆 大 島 お よび 三宅 島 な ど 
の 燈 岩 は ピジョン 石 質 岩 系 に 属し 灰 長石 大 唱 を 産 す る が , これ ら の 例 で は Wo の 低下 
© K2O の 増加 が 著しく な い の で アル ミナ 質 岩 石 の 混成 作用 は あま り 大き な も の で な か 


th 石川 俊夫 : 前 出 , 1951. 
2) |PRIFZERE : 地質 雑 , 61, 1955. 
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つた と 老 え た 。 筆者 の 考察 で は 実例 は 後述 する が , MEOMAY DHRU 7 TAB 
深成岩 中 に ある と 思わ れる 基山 の 疾 岩 に は 灰 長 石 大 品 を 産 す る こと が な く , 古 生 層 な どの 
アル ミナ 質 岩 石 中 に マグ マ 次 が あぁ る と 思わ れる 火山 の 類 岩 に 限り 産出 し , ZORRO 
時 代 に は 関係 し な い 。 

d) 石 基 煙 石 の 種類 お よび 組合 せ 混成 作用 を 論ずる 場合 に 必ず 検討 を 要する の は 石 基 
煙 石 の 種類 お よび 組合 せ で あぁ る 。 こ れ は 久野 に より 提唱 され た も の で , ELL CHEMES 
岩石 の 混成 作用 を 受け た と 思わ れる 話 岩 は 確か に 紫 交 輝 石 質 岩 系 に 属す る 。 また 前 記 岩 石 
の 混成 作用 を 受け た 証拠 に 乏しい 類 岩 は 確か に ビジ ョ ン 畑 石 質 岩 系 に 属す る こと が 多い 。 
石 基 光石 の 種類 お よび 組合 せ に より 火 山 岩 を 前 記 2 岩 系 に 分 けち られ , か つ 前 記 傾向 が み ら 
れる こと は 叙 を 容れ な い が , 両 岩 系 の 岩石 を 共に 産 す る 火山 で は 入 混 つ て 分 布 し 地域 的 に 
地質 時 代 的 に 両者 を 区 別 す る こと が 難し いこ と が あり , 中 間 型 で ある dc 型 も か な り 多 
Wo 両 岩 系 に よ つ て マグ マ を 成因 お よび 進化 系 統 ま で 裁 然 と 区 別 し う る と いう 意味 で は な 
く , どの 程度 に 混成 作用 が 行わ れ た か を 示す 統計 的 な 意味 を も つも の で あろ うと と 思わ れ 
る 。 


3 SKWUBSORRTHHE 

これ まで マグ マ の 進化 を 論ずる 場合 に , Skaergaard, Karroo お よび Palisade な ど 
の 講 岩 床 に お ける 塩基 性 マグ マ の 結 品 分 化 作 用 の 実 列 が 提示 され る の が 常 で あり , また 内 
山岸 の 進化 を 説明 する 場合 に も 適用 され て きた 。 これ ら の 場所 に お ける マグ マ の 結晶 分 化 
作用 は その 場所 に 関す る 限り で は 確か に 真実 で ある に 相違 な い 。 天然 現象 な は 複雑 多岐 で あ 
る か ちら 火山 岩 の 場 合 で も これ に よっ つて 和 説明 し 得る こと が あつ て る も 状 支 えな い 共 , な お こ 
の 点 に 就 い て 別 の 立場 か ら 考 えて みよ う 。 マグ マ が 結 品 分化 作 用 を 惹起 する た め に は 比較 
的 静 笑 な 状態 が 長期 間 保 持 さ れ て いる こと が 必要 係 件 に な つて いる が , CNLAROBR 
を 本 邦 の よう な 造山 帯 の , し か る も 活 火 山 直 下 の マ グマ 溜 に 想定 する こと は 無理 が ある の で 
は な か ろう か 。 WAU FO ST TBO CLAS CMSA UHRA PEE 
L HOSE CARE © BILL 7 VD — BLE FEO C7 ILC AT 
ZeEMBGrANSo ERAHORAO—MEABL FUEL EE PLL MD EBATW 
Zt Bon, (Nis LOE aE Ze LE OLD RO TASS 7 GSAT IC HEAL BAIL 
に 著しい 。 ま た 野外 の 実例 を みる と , BAKA CAVA TREAT SE Cicishees 
の 化学 成分 は あぁ まり 変ら ちら ない が , カル デラ を 生じ マグ マ 汐 に も 著しい 影 紅 が 与え られ て 以 
後に 流出 し た 履 岩 は 化学 成分 を 著しく 異 に し た も の で ある 。 富士 火山 の ょ うに 単純 な 火山 
形態 を と る 火山 は 基盤 が 強固 で マグ マ 汐 が 比較 静 艇 で あぁ つた と 推察 され る が , GHOSE 
で ぁ る の に 比較 し て 化学 成分 の 変化 は 非常 に 少な く 分 析 さ れ た 限 で は SiO。 49.60~51.30 
% で その 差 は 僅か で あぁ る 。 これ に 反し 複雑 な 火山 形態 を と る 火山 は 基 毅 に 割 目 が 多く カ 
ル デ ラ の 生成 や 基盤 岩 の 同 化 が 行わ れ 易 く , 従 つ て マグ マ に 人 和 与 えら れる 影響 が 著しい と 推 
察 さ れる が , また 実際 に 類 岩 の 化学 成分 の 範囲 は 大 きい の が 常 で ある 。 ま た 玄武 岩 質 の マ 
グマ が 岩 脈 ・ 岩 床 な ど で 結 唱 分 化 作 用 を 起す 事実 は 認め られ て いる が , 安山岩 質 マ ゲ グマ が 
起 し だ 事実 は 安定 大 陸 で も 知ら れ て いな いよ う で ある 。 マグ マ が どの よう に し て 造成 され 
る か と いう こと と , その マグ マ が どの よう な 過程 を 辿っ つて 冷却 北 固 し て 行く か と いう こと 
と は 別個 の 問題 で ある と 考 えた い 。 先 づ 第 1 表 を 全般 に 吾 つ て 考察 する こと に より 次 の 講 
事実 を 知り うる 。 
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a) QO は 単 笑 で 存在 する こと は 稀 で P や PA を 伴 な うこ と が 多い 。 すなわち BAK 
山 岩 質 マ グマ が 酸性 深成岩 を 混成 (また は 酸性 マグ マ と 混合 ) し た な ら ば , その 影響 と し 
7c PS PA BAML AW 

b) G は 単独 で 存在 する こと が あり , また P と は 密接 に 関連 し て いる が 〇 @ と は あ 
まり 関連 し て いな い 。 す な わ ち G は 必ず し る ゃ 混成 作用 が 原因 で な く て る も 生成 する と 思わ 
れこ の 場合 に は いわ ゆる 同 源 捕獲 岩 が 原 岩 か も 知れ な い 。 酸性 深成岩 の 混成 に よ つ て る も 生 
ずる こと も ある が , むし ろ 古 生 層 な どの 混成 に よる こと が 多く , G を 生じ た と 同じ 原因 
で PP を 生じ 易い 8 

c) PP は 単独 で 存在 する こと は 少な い 。 すなわち P の 生成 は マグ マ の 単純 な 結 呈 作用 
に ょ つて 生ずる こと は 少な く 異 常 な 原因 に 基づく こと が 多い 。 

d) G は どの 央 山 に も 普遍 的 に 見 出さ れる が QO や PA に は 地域 性 が ある 。 すなわち G 
は 必ず し る ゃ も 特 定 な 岩石 の 混成 に た 基づく も の で は な く , Q や PA の 存在 は 火山 の 基 毅 に 酸 
性 深成岩 の 分 布 し て いる 場合 に 限ら れる 。 

e) 灰 長 石 大 品 の 産出 は QP.G.PA の いづ れ と も 関係 ぶな いよ ょ う で ある 。 酸性 深 成 
岩 と は も ちろ ん 無関係 で ある が , 古 生 層 な どの 岩 片 を 多く 取込み これ と 反応 し その 影響 が 
残っ つて いる よう な 混成 作用 と も 関係 が な い 。 

f) 本邦 輝石 安山岩 の 鏡 下 の 小 孔 際 に 東 酸 鉱物 の 生成 が 認め ちら れる の は 珍し いこ と で は 
な い 。 第 1 表 に お いて 4 者 を 欠く も の の うち に 唱 洞 坦 酸 鉄 物 を 含む も の が 多い 。 こ れ は 元 
来 か ら 東 酸 に 就 い て 過飽和 で あつ た こと に 原因 する 。 し か し 肉眼 で 認め られ る 程度 の 比較 
的 大 きい 品 洞 斑 酸 鉄 物 を 産 す る 場合 に は 斑 酸 に 富ん だ 外来 岩 片 を 同化 し 局部 的 に 鞍 酸 を 
増加 し た 場合 に 生ずる こと が 多く 詳細 は 別紙 や に 述べ る 。 (未完 ) 


鳥取 県 多 里 地方 の クロ ム 鉄 鉱 と 産 状 に 関す る 研究 第 2 報 ) 


Studies on the chromites and their occurrences in the 
Tari district, Tottori Prefecture (2 nd report) 


dt J 順 — (Jun-ichi Kitahara)* 


Abstract : Granite, granite porphyry and quartz porphyry were origi- 
nated from same magma in the Tari district. It seems probably that ult- 
ra-basic rocks were intruded in Palaeozoic formation in the region. The 
ultra-basic rocks consist largely of serpentinized dunite and harzburgite. 
Serpentinite associated with disseminated chromite is generally pale yellow 
or pale green and wall rock serpentinite is dark green or black. The vari- 
ation in forsterite content for the ultra-basic rocks tested by the writer is 
Fog.-9; molecular percent. Iron oxide content in ultra-basic rock is rather 
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low and magnesia content predominates over iron oxide content. Enstatite 
has sometimes altered to bastite and olivine to mesh serpentine. Serpen- 
tinized olivine is ophitically held in enstatite or bastite altered from ensta- 
tite. It seems that serpentinization come from within the ultra-basic rock 
(so-called autometamorphism) and serpentine is not crystallize directly from 
the residual liquid. Dusty magnetite is Separated in serpentine derived 
from forsterite, but a part of iron still remains in the serpentine. Serpen- 
tinized ultra-basic rocks have a higher Fe,O,/FeO ratio than unserpentini- 
zed ultra-basic rocks as shown in Table of the chemical analyses. 

Gabbros occur within the serpentinites and chromite bodies as cognate 
xenolith derived from the same magma that generated ultra-basic rocks 
and chromites. Uralite was produced around the periphery by the altera- 
tion of clinopyroxene. The optical properties and chemical compositions 
of the gabbros are described. 


#61820 ris, 7 OLGA CHEVIL Ro 本 報 文 で は , SERIE OBA, BkEE 
に 伴う 岩石 , 捕獲 岩 等 に つい て 簡単 に 述べ る 。 な お 地質 に つい て は , すでに 第 1 報 中 に 地 
質 図 を 附 し て 要約 し て お いた 。 

1. 鉱床 附近 の 岩戸 

Tee 地質 図 (第 1 報 ) に 示す よう に , BESTE Si 稲積 山 蛇 紋 岩 体 の 南東 部 
と , Hr URE GRO RAMA L CWS o 花 向 夷 岩 は 主 に 多 里 附近 で み ら れ る 。 BiB 
岩 は 出 立 山 由 衝 岩 体 の 西部 に 現 出 し て いる 。 こ れ ら の 花 賠 岩 類 は 古 生 層 堆積 後 の る ので, 
十 生 層 に 接し た 近く で は これ に 和 熟 変質 を 与え て いる 。 石英 班 岩 が 第 三 紀 の 水 成 岩 で 被覆 さ 
れ て いる の が , 野 組 で みち られ る (第 1 図 (1))。 地質 図 に は 入ら な い が 多 里 の 西北 方 で , 花 
ME, (ERBEAS kL UBREEOWHL CU ZLIAMDSD5, 前 記 の 花 賠 岩 類 は 同一 
BRED SECT DDLBASNSo 

ABBSBBiRA 衛 積 山 の 南 方 約 1 キ ロ の 地点 か ら 控 つた 試料 に つい て 述べ る 。 肉 
眼 的 に , PAH CHS. BBN (FIR (2)), 半 自 形 な いし 他 形 の 粒状 構造 を 呈 
し , 石英 , 正 長 石 , RRA, 黒雲 母 , 角 了 図 石 , 副 成 分 と し て 磁 鉄 鉱 , HEIR, vale 
を 含む 。 石英 は 0.5~1mm で 包 有 4 物 と し て 長石 , BE, 磁 鉄 鉄 が 認め られ る 。 正 長石 
は 1~3mm, カル スバ ド 式 双 上 人 品 を 示し , 一 部 絹 雲 母 化 作 用 を 蒙 り , 黒雲 母 , Reo, BEDE 
BA, 時 に 石英 を 包 有 する 。 僚 長石 は 少量 存在 し , 0.5~1.5mm, 比較 的 新館 で , アル バイ 
ト 式 双 品 を な す , 黒雲 母 は 0.1 へ 0.5mm, 時 に 密集 し て いえ 。 黒 雲母 の (001) HELO 
折 率 は , Y=R=1.647~1.648 CHAZ. X^ 三 淡 黄 色 , Z′ 三 較 神 人 色 の 多 色 性 を 示す 。 こ 
れ か ら や や 変っ つた も の で は , X=, Z"= 緑 色 の も の , X′ 三 黄 緑 色 , Z =e, 
の 多 色 性 を 示す も の る も 認め らち られ る 。 これ ら は 緑 泥 石 に 変化 し よ ょ うと する 過程 に ある も の で 
ある 。 黒 雲母 の 一 部 の も の は , 多 色 性 が ほとん ど 認 め ら れず 和 王 渉 色 も 低い 緑 泥 石 (1.64> 
My>1.57) に 変っ て いる 。 時 だ 黒雲 母 に は 部 分 的 に 緑 廉 石 に 変 つ た と ころ も ある 。 こ の 
緑 廉 石 の (100) の 渦 開 は 不明 隙 で あぁ る 。 黒雲 母 は 磁 鉄 鉄 , 炎 灰 石 , ジル コン を 包 有 し て 
いる 。 角 関 石 は 稀 に 見 出さ れ 0.2~04mm, 110 人 110 の 油 開 面 問 の 角度 は 124° iE 


1) 北原 順一 : #4, 42, 1.9; 40~50, 1958. 


1 野 組 に 於 ける 野外 写真 ,』 右 英 斑 岩 を 第 三 紀 の 頁岩 が 覆う つて いる 2。 OP. 
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2 稀 積 山 黒雲 母 化 賠 
ERA, By: 黒雲 母 
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BOBRRSA (解放 = ニコル, x27) 


Mt : 磁 鉄 鉄 


0.1mm 程度 の も の る も 認め られ る 。 席 鉄鉱, RICANS, 
母 に 包 有 さき され て いる 。 
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青 緑 色 で ある 。 BEEK I, 0.03~0.05 
前 述 の よ 


その 了 花 向 岩 の 化学 組 成 お よび その 原子 比率 り は 第 1 表 に 示す 通り で あぁ る 。 


第 1 表 か ら , その 花 


fas tO SiO, OFEIx, 


日 本 産 花 韻 岩 や の それ の 平均 含量 に 大 


よそ 相当 する 。 KO Na,0 の 含量 は , 前 者 は 後者 の 平均 より 少 い 。 MgO と FeO 
第 1 表 
Wt% Mol. prop. Atom. ratios are ce 

S10, 7203 1,202 Si 1,202 62.7 
TiO, 0.44 6 Ti 6 0.3 
Al,O3 14.53 142 Al 284 14.8 
MeOR 1.38 9 He? 8 0.9 
FeO 2.46 34 ne" 34 1.8 
MnO 0.08 1 Mn 1 0.1 
MgO 1.06 27 Mg 27 1.4 
CaO 1.45 26 Ca 26 1.4 
Na,O 2.43 39 Na 78 4.1 
K,O 2.94 31 K 62 3.2 
PO 0.24 2 Ie 4 0.2 
H,O, 0.57 32 Teal. 64 3.3 
HOE 0.12 6 © 3,068 

Total 99.81 
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REA, FEMGKI CBHI (分 析 No.8) (交叉 = コル , x28) 


Cita, 若松 鉄山 南 五 号 塊 の 鉱 体 上 部 約 Sm か ら 産 し た も の (分 析 No.7) (開放 
29) 
REGS, HEGRE ORME (分 析 No.9) (交叉 = コル, x25) 

岩 , 広瀬 録 山王 十 七 米 寺 産 (分 析 No.10) (交叉 = コル , x25) 
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Fe,0; と の 含量 は それ ぞ れ 前 者 は 後者 より 多い 。 前 者 の CaO の 含量 は , 後者 の それ よ 

り る も る 少 い 。 

EMME 多 里 小学 校 附近 の 道路 の 崖 か ら 探 つた 試料 に つい て 述べ る 。 肉眼 的 に 暗 灰 色 
で 石英 と 長石 と が 葵 状 了 的 に 存在 し て いる 。 BART CORE 2~4mm で ある 。 
正 長 石 は 半 自 形 , 1.5~3mm CHA) YIEVEAEROCW So MRAM SN, 
0.5mm で ある 。 黒 圭 母 は 少量 で 半 自 形 , 0.5mm で ある 。 緑 泥 石化 作用 を 蒙 つ て , 磁 鉄 
鉄 を 分 離し て いる 。 BEGEEERMN AV LARRC, MHOBK ERG, BES, me 
石 が なみ られ る 。 

BAMS 広瀬 鉱山 の 南西 部 の 山腹 か ら 採 つた も の は , 肉眼 的 に , BAKECHS. B 
役 鏡 的 に 夷 状 構造 を 示し , 石英 は 多量 に 認め られ , 大 きい も の で な は 4~5mm, 平均 0.5 
へ ~1mm, 灯 人 触 さ れ て いる た め 他 形 で ある 。 正 長 石 は 1~2mm で , WVAK FAMGSE 
示し , 絹 圭 母 化 作用 を 受け て いる 。 祭 長石 は 少量 で ある 。 黒 雲母 の 小片 が 散 点 し て いる 。 
角 関 石 は 長 柱状 で X′ 三 淡 緑 色 , Z′ = 緑色 の 多 色 性 を 示し , 一 部 分 解 し て 緑 泥 石化 し , 磁 
鉄 鉄 を 遊離 し て いる 。 石 基 は 微 唱 質 な いし 潜 品 質 で ある 。 

Hes 地質 図 に 示す 蛇 紋 岩 体 は , 蛇 紋 岩 の 断 続 的 露頭 か ら 作 図 し た も の で ある 。 蛇 蔽 
岩 体 と 古 生 層 と の 実際 の 関係 を 見 出す こと は で き な か つた が , HENS RHEBORETA 
き と こ ろ に レン ズ 状 の 露頭 を な し て いる と ころ も ある か ら , MENS HEROKMB ICE 
人 し た も の と 見 位 し て いる 。 地質 図 に 示す よう に 蛇 紋 岩 体 は 花 賠 岩 類 の 境 と か , (Eee 
thee t CHOGMIBAL RODE ASNA —HRICKEACAIATER BE OHAOHS 
で , RENBDEAROWALECZDOCH SD, 4MOMNBAIULSROWADAL 
れ ぬ こと か ら る も , feat WERE kU FEMIN CHS LH SNS. 

出 立山 蛇 紋 岩 体 の 延び の 方 向 は 大 よそ NIOW で , その 延長 は 約 3km, 市 は 1.4km 
で ある 。 こ の 中 紋 岩 体 は 北部 で NIOCOE の 方 向 に る 分岐 す る 。 衛 積 山 蛇 紋 岩 体 の 延び の 
方 向 は N70 へ 80" を 示し , その 延長 は 3.1km, Plt 1.3km GHZ, WPHORERE 
体 も 橋 円 体 状 を な し て いる 。 MICE SRE BI ES, ATER I 
Oa eb MOTT, と ころ に より 程度 に 差 は ある が , MERLE EBOTWSS 

クロ ム 鉄 鉄 体 に 接し た 蛇 紋 岩 に 散 点 的 に 存在 する クロ ム 鉄 鉄 の ある 物 は な , 初生 的 に 造 岩 
鉄 物 と し て 上 唱 出 し た も の で ある 。 CHI BaD b EERE OVARIA L 7 1 2 GRO OVS L 
は 完全 に 分 れ た も の で な く , 人 先 成 的 の 母 岩 を 形成 し た 斑 酸 塩 溶融 体 に も 多少 と る も クロム 鉄 
鉄 の 成分 が 存在 し た た めで ある 。 こ れ に 反し て , ARLE SCBA EE OBIE 
人 し た クロ ム 鉄 鉄 の 深 融 体 に も 斑 酸 塩 の 成分 が 混 じ て いた た め 浪 染 伏 ( 母 岩 に 後生 的 に 肖 
染 し た 意味 で な く , 状態 を いう ) AVL BEROKEAU, ER ILORMICT FURR SBZW IE 
ボタ ン 鉄 を 形成 する こと も あつ た 。 こ こ に ブドウ ツ 鉄 ある い は ボタ ン 伏 と は , 不 規 則 の クロ 
る 鉄 然 粒 が 密 に 集合 し た も の より 成る も の で ある , と き に 流動 し た 岩 虐 内 で 早期 に 品 出 し 


ーー 


第 2 図説 明 つ づき 

5 ili, ARK CES (AT No.2) (開放 = コル , x25) 

6 Ei, APC SSPE (分 析 No.3) (開放 = コル , x25) 
O: HRA, S: eta, C: クロ ム 鉄 鉄 , T: 38%, Ho : papa 
(ウラ ル 石 ), Pl: SHB, M.I : RBRBKISS Fv BRO 
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727 OLGA, 不 規則 形 に 漠然 と し た 線 状 , 脈 状 に 分 結 し た も の も ある 。 先 成 的 の 母 岩 
PAIS RW3 SICBMO 7 0 AGREE CRRA DEAT SL, クロ ム 鉄 鉄 が 前 
期 の 母 岩 に 浸 染 的 に 入り 込ん だ り , AOU EISBRIGRAL, と き に 母 岩 中 に 微細 脈 
状 の も の も 生じ る 。 和 母 岩 と 浸 染 鉄 体 と が 記 に 瀬 移 し て いる の は , 前 記 の よう に , MLE 
WORE HICSS o LEER VL 含 理 酸 老 の クロ を 鉄 鉄 が 導 入 し た た め と みる こと が で 
きる 。 

鈴 体 に 接し た 蛇 紋 岩 に 緑 泥 石 , 其 苦 士 鉄 の 細 片 と か 細 脈 の 認め られ る こと が ある 。 BE 
土 鉄 が 生ずる の は , 次 2 式 に 示す よう に 導入 し た 含 理 酸 塩 ク ロム 鉄鉱 次 融 体 に 各 ま れ て い 
た CO, と 革 20" と の 作用 に よる も の で ある 。 

2Mg, SiO, (Fo) + CO, + 2H,O = H,Mgs Si O, (Sp) -- Mg CO; 

鉄 体 か ら 2 へ 3m 離れ た 蛇 薇 岩 に は 少量 の 滑石 を 含む も の が ある 。 こ の 滑石 は 蛇 紋 石化 
作用 の 場合 より 水 の 含量 が 少 い 時 に 生成 し た も の で ある か , また は 頑 火 煙 石 より 次 式 に よ 
りり 変質 し て 生じ た も の と み ら れ る 。 

4MgSiO, (En) + H,O + CO, = Mg; H, Sig Oj, (tale) + MgCO; 

> DBASE BELG LIE CERL KD OE RBDNS ONE OMAK RE 
鏡 的 に 竹 細 の サポ ー 石 脈 の 認め られ る こと が ある 。 録 体 に 近接 な いし 2~3m BEN 7 HEAL 
岩 に 褐色 と 黒色 の 部 か ら 成 る 他 形 の クロ ム 鉄 鉄 粒 が 存在 する 。 LOY OWUIENAE OBL 
た り , 割れ 目 が 上 蛇 攻 石 で 充 た され て いる 。 こ れ ら の うち の ある も の は , 漫 染 的 に 生じ た ゃ も 
の と み ら れ る 。 と き に 0.1 へ 0.2mm 大 の 黒色 の クロ ム 含 有 の 磁 鉄 鉄 が 認め られ る 。 BE 
か ら 2 へ 3m より さら に 離れ た 蛇 紗 岩 中 に 稀 に 初生 的 の 自 形 を 示す クロ ム 含 有 の 磁 鉄 鉱 が 
認め ちら れる 。 

鉱 体 に 近接 し た 蛇 紋 岩 に 淡 緑色 な いし 淡 黄 色 を お び た も の が あり , BD DENS ER 
色 に な る 傾向 が ある 。 近接 し た 淡 緑 色 な いし 淡 草 色 を 量 す る 母 岩 に は , BART BERLE 
と ょ ん ど 存 在 せ ず , MLD 7 OL SACREROAY ENG. SACK ER IS ERE 
作用 を 一 般 に 装 し く 鞭 つて いる が , この 場合 変質 の 程度 は 塊状 鉄 体 に よる 方 が , BERGE 
に よる より 大 きい よう で ある 。 鉄 体 か ら 離 れる と 一 般 に 母 岩 は 蛇 紋 岩 化 作 用 を うけ る 程度 
が 少く , 千 橋 右 の 残 品 が 認め られ る の が 多い 。 こ の よう に 弟 紗 岩 化 作用 の 程度 に 違い の あ 
る の は , 含水 クロ ム 鉄 久 溶 融 体 が 痢 入 し た 際 の 残 水深 液 の 作用 の 程度 に よる も の で ある 。 
SIE, HOES BOE et SEER 7 LOR OMEAIC LN RAE ROY 
合 と が ある 。 METIS A は 自己 変質 だ け は に よる も の と , 自己 お よび 他 変 質 の 両者 
EZYIOLMDZSo PHOMAB LUMA ERO LY MERLE IL ie, 
ee £69, HE, @ He KE MRSC ETS. MELE, THODY bh 
} ょ りり 大 きい よう で ある 。 LEU Ch MPRBEAE SUA, BREA LADS 
スタ イト に 変 つ て も , BEVERZEROC A. BANNER OAY BAKA LUE 
Be GBs RABEL EKMEBKAOCWSO, COBKBALT Vi avs 
を 含有 し て いた も の と いう こと が で きる 。 

頭 復 鏡 下 に みる と , MRSA PICA TA チッ ク 状 に は いつ て いる か ら , BA 
AML DAAC ROTH), 一 つの 反応 関係 を 示す も の で ある 。 こ の こと か ら 
IEG db RSME £0 BEATA UL EOLASIEMTEL 50 BKRE 
Db RSME OE CKD bMS BAO BAMA BAR OED LE WIRTZ Eas 
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CXZ 標 据 石 お よび 頑 火 輝石 の 生成 に は , 前 期 の も の と 後期 の 〉 の と が ある 。 前 期 の も 
Ord, 前 期 岸 紅 か ら 生 じ た 坪 岩 中 に 存在 する も の で あり , 後期 の も の は , 後期 岩 紅 か ら 生 

じ た ク ロム 鉄 鉄 と 共生 し て いる も の で ある 。 WH CLM A RAB CHAE BEM 
も 高い 。 RERCAIL PERISHED RL DBSBAIS IO TIA COS o REBEL IFA RIES 
2 UR aS C70, 鹿 状 の 磁 鉄 鉄 が 多く な る 。 BAL RAORERCS tia ONE 
AU L ORR DSRS, 前 者 に は 塵 状 の 磁 鉄 鉄 が 多い が , 後者 に は それ が な いか , 少 い か に 
ょ る も の で ある 。 塵 状 の 磁 鉄 鉄 は クロ ム 鉄 鉄 体 か ら 離 れ た 暑 色 の 蛇 紋 岩 だ け に 多い 。 クロ 
DSRS ICEL TORE OL BROKEN BIL, それ を 通常 認め る こと が で き な い 。 
TERT HO BO RORGRSIL, BOSE O WESLEY & BES & EMC ED UEBEL DUOC 
あぁ ある 。 

3Mg, FeSi, O。 (Fe-bearing Fo) + 6H,0+0 = 3H, Mg; Si, O, (Sp) + Fes O, (Mg) 
{ETD BIDS} EAC EROS ADIBRET SAME EORBROFER LECH VY, 
蛇 教 石化 し た 場合 , 源 の 岩石 より Fe,0O;/FeO の 割合 は 大 きく な る 。 これ ら と は 別に 標 
BEAK DA UREN D BRE ERT o 

7 2 L GREP BEL Te Bld, PASC SSR PR CS FIC BORE L DYE SWE 
に 灰色 で ある が , AHA A -S5t t 2 PAS LU OSE PR Cl BRE DREN ICEL TU 
る 。 RACHEL REA POMEBAD 5 DEAD MAM Fogg の よう に 鉄 の 含量 の 少 い も 
OMEN AILVE EBS L, SB OBS MRED 5 BIRO RR © BE IC, 鉄 は その 
まま アン チ ゴ ライ 下 中 に 残 つ て いる も の と み ら れ る か ら , ZOLI“ZMAO{OLEZES 
ADs, KENMAILE 3S EVR E DUA EAT Fogo, の 成分 を 有する 岩石 が 含水 
7 3 L GREK —EE PRE OVERIUAD REA TC HERCILPERE AU SE SEA HIC 含ま れ た 鉄 の 
一 部 は 塵 状 の 磁 鉄 鉄 と し て 遊離 し た 。 AZKYARAA AS RE OD SURI CEA LC BERGA E 72tk 
UGK KE AALS ARE, すでに 述べ た ょ うに 百 酸 塩 の 石 基 か ら の 音 此 放散 物 の 作用 で クロ 
ム 鉄 鉄 料 の 方 に 鉄 成分 を と られ , BEAD LF EER AULROS EBRD (aH 
か ら , BOE SALES SAK CHE MAILE EO CRRE A LYRE DOTY FARA PCB 
Bo 鏡 下 で クロ ム 鉄 鉱 の 周縁 が 淡 黄 色 の 緑 泥 石 で 取り 囲ま れ て いる こと が ある 。 こ の 緑 泥 
Fuk 7 3 DEREK EE 7 LIKI LOU CE CRED ASH, クロ ム 鉄 鉄 か ら 
アル ミニ ウム が 斑 酸 塩 の 溶融 体 に 移行 し た も の と 思わ れる 。 

岩松 鉱山 七 号 鉱床 の 中 切 琉 産 の 岩石 の 一 試料 を 鏡 下 に みる に , 稀 な 例 で ある が 自 形 の 新 
鮮 な 頑 火 輝石 が クロ ム 含 有 の 磁 鉄 鉱 に 包 有 され て いる が, 同時 に 岩石 中 に 頑 炎 輝石 の 細 脈 
も , クロ ム 鉄 鉱 の 細線 状 の も の も 認め られ る 。 こ の こと は 宮 大 煙 石 の ある 物 は クロ ム 鉄 久 
より 先 に 生じ , ある 物 は 概 林 石 より 後生 的 に 生じ た こと を 示す も の で ある 。 

衛 積 山 の 蛇 紋 岩 体 に は , 煙 岩 が し ば し ば み ら れ る が , HO LAKLOMAEAAE 
岩 の 糞 石 の 多い も の で , 横 機 岩 より 後生 的 に と 生じ た も の で ある 。 肉 眼 で は 標 橋 岩 と 煙 岩 と 
は 識別 する に 困難 で ある 。 日 野上 鉱山 の 日 野上 鉄 床 か ら 探 つた ある 緑 泥 石化 し た 煙 岩 は 頑 
大 輝石 の 残 品 を 有する 細 粒 の 白 泥 石 か ら 成 つて いる 。 そ れ ら の 緑 泥 石 化し た 煙 岩 に は , ク 
ロム 鉄鉱 が 散 点 し て いる 。 こ の 白 泥 石化 し た 糞 岩 一 クロ ム 鉄 鉄 の 浸 染 鉄 体 は , KEBLE ERD 
裂 鯉 に 後生 的 に 導入 し た も の で ある 。 二条 類 の 白 泥 石 ) お ょ び 共 生 す る クロ ム 鉄 鈴 に つ 


1) 4bRIE— : 4k, 39, 167 ペ 175 攻 昭和 30; Kitahara, J. : Sci. Rep, 
Shimane Univ., No.7, 77~90, 1957. 
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いて は , 先 に 報告 し て お いた 。 

4H PEO REASSURED STR ERE CHORE, ELBE AT AeA BORIS 

BFR Foge-97 CHS0 LOE 3 ICAARATIC REACH O AE ELE RAC E 

ん だ も の で ある か ら , RESCUE LHERHEL RARE HO FeO+Fe,0; の 含量 は 少 

{, MgO の 含量 は 多い こと に な る 。 こ の こと は 後記 し た 化学 分 析 値 が よく 氷 し て いる 。 
2 HR # 5 8a 

(1) AMMUWESRROL SAMI ties 

No.1 鉱 体 に 近接 し た 蛇 紋 岩 肉眼 的 に , 淡 緑 灰色 。 RS, BR: 少量 , 
0.02~0.05mm, y=1.677 で を それ に 相当 する 三谷 は は Fon. テッ ナラ 0 
1.5574, 7o LR : BON, 0.02~0.03mm, 淡 福 色 で 黒色 縁 を 有する 。 黒 色 の も の 
も 存する 。 塵 状 と 磁 鉄 鉄 : 認め ちら れ な い 。 

No.2 鉱 体 に 近接 し た 蛇 紋 岩 肉眼 的 に , KES. BORN, 頑 大 輝石 : Ba, 
0.3~1.0mm, yA, 黒色 の クロ ム 鉄 鉄 を 包 有 。 ア ンチ ゴ ラ イ ト : B=1.563~1.568, 
En/An==1/4。 クロ ム 鉄 鉄 : 0.5mm, 黒色 縁 を 有する 複 色 , 黒色 の も の も ある 。 方 解 
右 : 細 脈 と し て , 破片 状 の も の と し て 存する 。 

No.3 鉱 体 か ら や や 離れ た 和 蛇 紋 岩 肉眼 的 に , FEE. 顕微 鏡 的 に (第 2 図 (1)), 網状 
FERRET. BRS : Bee, 比較 的 多量 。 ア ンチ ゴ ラ イ ト : B=1.569, REA : 移 , 
淡 褐 色 。 塵 状 の 磁 鉄 鉄 : SH. 横 橋 石 が 蛇 攻 石化 する と き 分 離し た も の 。 HHA : Bho 

No.4 寸 号 鉱床 か ら 約 5Cm 北東 に 産 す る 蛇 紋 岩 AMR, RA RSM, BH 
fA. 小さ い 残 品 , 多量 , 0.02 へ ~0.03mm, 周縁 は 蛇 落 石化 作用 を 蒙 る 。 y=1.683, 相 
当 す る 成分 は Foga 。 ア ンチ ゴ ラ イ ト : 淡 黄 色 ま た は 淡 緑 色 , 8 =1.562。 BIRO BERK 
SK > AZ 

No.5 @h4BISGEVRBRBICET Stes ANAC, eG. FASC, Be: Ke 
SUAILVER FBS 0 BEA: BEL, 0.03mm, 無色 盛 開 は 明瞭 , MVEAILVE & BES 0 
7a LEBEL 0 LOB + HRW LSH, 0.01~0.10mm, Bee as oe 
色 な いし 黒色 。 赤 鉄 録 : 比較 的 多量 , NTR LAM, BG ¢ BUNA bo 
生成 物 。 

Nos. 1, 2, 3, 4, 5 の 化学 組成 な ら び に 原子 比率 は 第 2 表 と 第 3 表 に 示す 通り で ある 。 

(2) 若松 鉱山 南 五 号 琉 付 近 産 の 蛇 紋 岩 

No.6 _ 鉱 体 に 近い 蛇 紋 岩 肉 服 的 に , KE, クロ ム 鉄 鉱 料 が 散 点 し て いる 。 Bite 
鏡 下 で , BURG : 残 品 , 稀 で ある 。 アン チ ゴ ライ ト : MHER, 6 =1.562~。 頑 火 煙 石 
: み ら れ な い 。 クロ ム 鉄 鉄 : Ms, 0.1~1.0mm。 塵 状 の 磁 鉄 鉄 : ほとん ど さ ど 観察 さ れ 
な い 。 

No.7 鉱 体 の 数 メー トル 上 部 か ら 採 取 し た 蛇 紋 岩 Ali, 灰 黒 色 (クロ ム 鉄 鉄 体 
を と りか こむ 通常 の も の ) 。 顕 徴 鏡 下 で (第 2 図 (2)), Hees : Bik, 0.05~0.10mm, 
ret 7 REGO) Y =1.682, それ に 相当 する 成分 Fo, 多少 紫 攻 石化 し た も の の Y= 
1.680, アァ ンチ コラ イト : B=1.550~1.557, 濁っ つっ て いる 。 BRA : fh, w=1.667 
1.681, 7o 296K : 稀 , 黒色 で 鉄 の 多い も の , 他 形 。 

Nos. 6, 7 の 化学 組成 お よび 原子 比率 は 第 2 表 お よび 第 3 表 に 示す 通り で ある 。 
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(3) 若松 鉱山 七 号 寺 お よ ょ び 南 五 号 琉 付 近 の 蛇 紋 岩 の 化学 組成 久 体 に 接し た と ころ な 
いし 近い と ころ に 存在 する 淡 緑 色 ま た は 淡 黄 色 の 蛇 紋 岩 (Nos. 1,2,6) 中 の FeO4-Fe,O, 
DEE, クロム 鉄 鉄 体 か ら 離 れ た 灰 黒 色 ま た は BAO (Nos. 3, 4, 7) 中 の それ 
より る も 少量 で ある 。 淡 緑色 な いし 淡 黄 色 の 蛇 紋 岩 中 に は 塵 状 の 磁 鉄 録 は 稀 で あり , BETS 
DELMEADFIL Fog。 の よう に 多い も の で ある 。 前 記 の 如く 苦 土 標 概 石 分 子 に 富 な る も 
の が 蛇 落 石化 作用 を 葵 る と き , 鹿 状 の 磁 鉄 鉄 は ほとん ど 分 離せ ず , 鉄 は アン チ ゴ ライ ト 中 
に その まま 含ま れ た も の と み ら れ る 。 MURAD GLMBBAEM Foy, OL FICE 
較 的 少 い も の , 換言 すれ ば , KHADR CRBSWY の が 暑 攻 石 化 作 用 を うけ る と き , 
BEE DRO — BBS BEAR ORES & L CHE D> BABES Z o WERE FAICIEEE L 7G 
ZL REBORN, TO LDRRRETOPCMAL TOADS, 化学 分 析 の 了 共 完 全 に 
それ を 取 除 いて な いと , それ ら の 岩石 中 の CrgO。 の 含有 量 は , 黒色 蛇 紋 岩 中 の それ より 
多い の は いう まで も な い 。 

FeO の 含量 が 少く , Fe。O。 OSROAW HAS (No.5) UBEEL THOS. REALE 
が 福 色 で ある の は , TCUCMAK £IKRFRHFKILZLOCHS. FOMEHEME 
に 第 2 表 No.5 に 示す よう に ALO, 含量 の 多い の は , ALO, FSA RB KAL ZO 
変質 物 と に よる も の と 考え られ る 。 

(4) BRBMwWEStt 4— b LAARO REE 

No.8 BEOWHICAALKBARALERMT Stews 肉眼 的 に , WE S, hee 
AIC 7 O LRA L CWS. BRINK, BUG 2 bRERCEILL 2b OCHS 
ァ ン チ ゴ ライ ト : 繊維 状 , B=1.569+, RUER : RA, Ho 7a LEK : 0.5mm, 
黒色 縁 を 有 し て 暗 福 色 。 鹿 状 の 磁 鉄 鉱 : 認め ちら れ な い 。 粘土 脈 (サポ ー 石 脈 ) : WOE 
の も の が み ら れ る 。 

No.9 鉱 体 か ら や や 離れ た 蛇 紋 岩 肉眼 的 に , 灰 黒 色 で ある 。 顕微 鏡 的 に (第 2 図 
(3)), 十字 = INV FICHPRAR CHS. HUE : Bah, Me, « =1.677+, それ に 相当 す 
SEAMBARAIL F0ga-gs o。 アン チ ゴ ライ ト : B=1.569, 7O LR : Hi, MK, 
At BH BRK: BRC, 税 橋 石 か ら 遊 離 。 

No.10 鉱 体 か ら 約 59m 離れ た 和 蛇 紋 岩 肉眼 的 に , 嗜 黒色 で ある 。 顕微 鏡 了 的 に (第 
2 図 (4)), MHRA: Se, 新鮮 , 0.05~0.10mm, y=1.679 で 相当 する 含量 は Fog, o 
アン チ ゴ ライ ト : 繊維 状 , B=1.552~1.562, BG: 多少 存在 する 。 

Nos. 8, 9, 10 の 化学 組成 お よび 原子 比率 は 第 2 表 お よび 第 3 表 に 示し た 。 

(5) 広瀬 鉱山 附近 の 蛇 紋 岩 の 化学 組成 先 成 的 の 蛇 紋 岩 の 列 角 に 導入 し た 由 示 岩 と ク 
ロム 鉄 鉄 の 混合 体 ( 浸 染 鉄 な いし 斑 状 鉄 ) の 淡 緑 色 蛇 紋 岩 (No.8) の 鉄 の 含量 は , BR 
Db COBEN MERLE (No.9) BLU 離れ た 蛇 紋 岩 (No.10) の 鉄 の 含量 と あぁ まり 差異 
の な い の は , 分 析 表 に 示す よう に クロ ム 鉄 鉄 粒 を 除去 し た 蛇 示 岩 に な お 多少 クロ ム 鉄 鉱 が 
存 し , クロ ム 鉄 鉄 中 の 鉄 の 成分 る 分 析 値 に 加わ つて いる た めで , 完全 に クロ ム 鉄 鉱 を 取 除 
いた 試料 中 の 鉄 の 含量 は , 鉄 体 か ら 離 れ た 蛇 紋 岩 より 少く な る べき で ある 。 こ の よう に ク 
ロム 鉄鉱 を 浸 染 し た 蛇 示 岩 に 鉄 の 含量 が 少 い の は , 前 記 の ご と くに , 斑 酸 塩 鉱 物 の 石 基 か 
ら 高圧 の 水蒸気 の 放散 物 と と も に 鉄 が クロ ム 鉄 鉱 粒 に 移行 し た た めで ある 。 クロ ム 鉄 鉱 粒 
を 有する 前 記 淡 緑色 蛇 紋 岩 (No.8) に は , MRAPRKHALA( BOOnT, kee 
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化 作 用 を 完全 に 蒙 つ て いる 。 GAD DNS L, HERE PICA EARS (2S. S 
少 蛇 蔽 石化 作用 を 受け た も の る も , BOIROBRSR EUIEREL TW So BROBEREAO LA 
A (No.9) の 色 は 黒色 を 量 す る が , これ が 少く て る も MBAL SAIZUESO (No. 10) 
は や は り 黒 色 で ある 。 

(6) 日 野上 鉱山 の 陰 積 鉱山 附近 の 蛇 紋 岩 類 

No.11 SBI LAMB LKOILIAS NSS EtlsHeMA 肉眼 的 に , YORK 
色 で ある 。 FRG, HUE : 多少 存在 , 新鮮 , RRR CHS. RKP Y=1.674 
C, SNICHM4T SELAUBARA IL Fogg で ある 。 アン チ ナチ ゴ ライ トド: 1.557-, Bk 
Bi: 多少 存在 する 。 ク ロム 鉄 鉄 : MAC, と き に 部 分 的 に 集 つ た と ころ も ある 。 Kee 
の も の と , 叶 褐 色 の も の と が ある 。 AHA + 細 脈 。 

No.12 鉱 体 か ら 少 し 離れ た と ころ に 産 す る 和 蛇 紋 岩 肉眼 的 に 黒色 で , この 種類 の 岩 
石 は 鉄 体 に 接し て る も る 産 し , その 鉄 床 に 多量 に な られ る も の で ある 。 

頭 徴 鏡 的 に , EG (Ol) : 比較 的 多量 , 0.01 へ ~0.10mm, y=1.680 で それ に 相当 す 
ZL RINE Foy, CHS0. 7TYFAF4 > (Ant) : B=1.560, Ol/Ant==1/3。 
頑 火 輝石 AAR, 時 に 認め られ る 。 磁 鉄鉱 : 塵 状 の も の は ほとん ど 見 出さ れ な い 。 クロ 
LRG » 0.3~1.0mm。 蛇 紋 岩 中 に 散 点 し て いる 。 VERE EIS CBARE 
する 。 黒色 の 鉄 ク ロム 鉄 鉄 が と き に 存在 する 。 そ の ある も の は 破砕 され , SII 
CN 

Nos. 11, 12 の 化学 組成 お よび 原子 比率 は 第 2 表 と 第 3 表 に 示す 通り で ある 。 

REM L 72 VY TNT GE 7SRERLS (No.11) は FeOT+Fe。O。 の 含量 が 上 少 い か 
ら , BIRR OTE amd, Fo。g。 の よう に 多い 。 COPRBAZRKEL ET 
So KEN ROR(LRKO SER DIERND (, し か る も 蛇 紋 石化 作用 る 著しく 進ん で お ら ず , 
鹿 状 の 磁 鉄 鉄 が 認め ち れ な い に か か わら ず 岩 石 (No. 12) DB RRV ORME ARAD Fog, 
の も の を 比較 的 多量 に 含む た め と 考え られ る 。 

(7) 日 野上 鉱山 の 日 野上 鉱床 か ら の teers No.13 鉱床 の 近く に 導 す る 蛇 紋 岩 化 し 
TzBBA 肉眼 的 に , 黒色 で あぁ る 。 TAMSIN, EG : 残 品 が 認め られ , 0.05~0.1m 
m, ¥=1.682 CEnkcH4t SRL AMA, Foo: で ある 。 テン ナコ ラフ 人 0B 
=1.575, 濁る , Ol/Ant 全 1。 滑石 : 片 状 の も の が まれ に ある 。 石綿 : 蛇 紋 岩 か ら 三 
次 的 に 生じ た も の で ある 。 方 解 石 : 脈 状 , 片 状 , €>1.562, クロ ム 鉄 鉄 : 0.5~1.5m 
m, af, 破砕 され 他 形 で ある 。 と き に 黒色 の も の が 直線 的 に な らん で いる 。 

No.14 @4ROIR ICES SHREK RA 肉眼 的 に , No.13 Lace 
で ある 。 頭 微 鏡 的 に , BUG OREM ALVES, 周 緑 と か 割 上 中 に 沿っ て 進ん で いる 。 横 横 
A: 0.05~0.lmm, y=1.677-, Foo,o Fy FAFA} : PH=1.5544, Ol/Ant=1, 
TOL + EL CR ERE BT So MRD 7 LGROKIZ, 比較 的 多量 で ある 。 これ 
Bit D Ha CS & A CTERRIITA BU, と き に は 部 分 的 に 集 つ て いる 。 

Nos. 13, 14 の 化学 組成 お よび 原子 比率 は 第 2 表 な ら び に 第 3 表 に 示す 通り で ある 。 

No. 14 は 鉄 の 含量 の 多い も の で ある 。 No. 13 は 方 解 石 脈 を 有 し て いる か ら CaO を 
含ん で いる 。 その た め 相 対 的 に 鉄 の 含量 は 少く な る わけ で ある が , CaO FRC LAS 
に 示す より FeOT 上 Fe2O。 の 含量 は 多く な る は ず で ある 。No.13, No.14 の 試料 が 黒色 
で ある の は , 概 概 石 が 岩石 中 に 残存 し て いる か ら で あ る 。 
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(8) 日 野上 鉱山 の 日 野上 鉱床 産 の 蛇 紋 岩 化 し た 煙 岩 WAKE SOME LC Em 
OWEN RBURICHEAL EDO, 肉眼 的 に 緑色 で , 7 DOKRAIBRL TOS. Bt 
SiC, PAHS (En) : 新鮮 で な く バ スタ イト に 変る 。 バス タイ ト (Bu): VRE, 
B=1.569, “En/Bu=1/3 。 方 解 石 : 小 脈 と し て , 薬 片 状 双 品 。 マグ ネ サ イト : BS 
認め られ る 。 WABAD SAUTE. 7ULBRR : 褐色 の 粒子 で 割 目 が ある 。 Be 
を 有する 。 

緑色 な の は , 淡 緑 色 の バス タイ ト に よる も の で ある 。 BARRE SUMBILMBEAED d. 
後生 的 に 生じ た も の で あぁ ある 。 

(9) BSLMRMUORAMREOBRAL AT SPMALUERBA Biko 6 PORE 
れ て 産 す る も の で 肉眼 的 に , 黒色 で ある 。 顕微 鏡 的 に , 十字 = コル 下 に 網状 組織 を 示す 。 
BUH : 短 柱 状 , 0.01 へ ~0.2mm, か な り の 量 存在 する 。 Y=1.675, 4S SEL 
石 成分 は Fog, 。 アン チ ゴ ライ ト : B=1.557, BERK : BR, Foy OL 5 AEG 
で る も RERCBIEVE BS LE, 条件 の 異 り で 磁 鉄 鉄 を 遊離 し た 。 IBA: RAR, と き 
に み ら れ る 。 BAG : fH X=. 2Z=YoR 70 LRR : 1mm, BAC RARE 
有する 。 直線 的 に 連続 的 に 列 ぶ る も る の が あり , な お 斑 状 的 に 集 つ て いる 。 

3 Km S 中 の BR 財 

Fa PASE LUPE BU SRERUCE IAC RRR HN CAR SORA MME LC, 走 訓 
N20°~30°W, fa@# 60~70°W, と き に N10°W, N10~20°E, N70°W の 走向 を 示す 
部 分 も ある 。 また N30~60°E, 傾 付 40~50°E, と き に 40~60°W の 人 節理 を 示す 。 7 
ロム 鉄 鉄 は , 上 記 の 人 節理 系 の うち N20~30W の それ に し た が う の が ょ よく 観察 され る 。 
関 緑 岩 脈 に し て も , 石英 脈 , 方 解 石 な いし 寺 石 の 細 脈 る また サポ ー 石 脈 も この 人 節 理系 に 沿 
うぅ 傾向 が ある が , 他 の 節理 に も る み ら れ る 。 

日 野上 舗 山 附近 の 人 和 飾 理 系 は , 走向 N20°~50°E, (AA 50~80°E, と き に 50~80°W 
の も の お よび 走向 N20 へ 40°W, (84: 50~80°E の も の 等 が 通常 みなみ られ る 。 走向 N5°W, 
N70°W で , 傾斜 は 50°~70E また は NE を 示す と ころ も ある 。 クロ ム 鉄 鉄 体 は , 
上 記 の 分 理 系 中 一 般 に N20°~50°E, 50°~80°E の も の に 従う 3。 

クロ ム 鉄 鉄 が , WIT SHRI, 蛇 紋 岩 体 の 延び の 方 向 に 大 よそ 平行 で る る 。 こ れ は 
最 岩 体 の 流 理 線 に ほぼ 直角 の も の と み ら れ , 交叉 和 飾 理 と 呼ば れる も の に 相当 する も の で 
ある 。 ク ロム 鉄鉱 体 の 走向 は , BLABY, また 傾斜 の 方 向 も 時 に 変化 が ある が , FORE 
形態 は 列 角 の 状態 に 規制 され て いる 。 HEM BAO LO OA) Hi DAB k US BE 
は さき に 生じ , クロ ム 鉄 鉄 は その 有 列 角 に 腺 胎 し た の で ある 。 路 落 岩 体 を 横切る 節理 は , 後 
生 的 に 生じ た よう に みれ ら る 。 

4. Hf 惣 岩 

PERLE 2~3m KORY, BR EOME 7 L CHERUAIEL 7 HEE © b & 
ls 7 oO LERICE ARAN CO So BEC ER L OPCIL, FRY CHW PRA HO 
C, FOZ K—GCHrANTOZLEMDSo BRACE AOILMKOA MMT 
られ , EROBRUASNAWRM, Hie AURAD k 5 REARS LUZ a ARIS 
PBB D DAUCTER OC, BE GISHEM AKL 7 OLR AREAICDAT SL ST 
で に 捕獲 され た 同 源 捕獲 岩 か , BROMML LCHEL RO OLAMIRMENSo MHEIIS 
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< DBS CR OL ROE ( KET SO CREED SEERA 0 

AMIE N FOE, MHORALBARMEBL CHREDLOL, 緑色 の 
る の と が あり , 岩 質 は 堅 硬 統 密 で ある 。 

顕微 鏡 下 で は 他 形 を 示す 付 長 石 , 角 図 石 を 主として 典型 的 の 尊 状 構造 を 呈す る 。 と き に 
は オセ ヒ テ ッ ク 組 織 を 示す も の も ある 。 そ れ ら の 岩石 中 に は 前 記 の 和 斜 長石 , FREAD INK BE 
PEGE PALF TV BER, 白 チ タン 石 も 認め られ る が , Lees TARAOASLNS 
SO, 単 斜 殖 石 の ある も の , BRAODSZIVO, 緑 廉 石 の 存する も の な ど が ある 。 ARA 
は 新鮮 な も の が 多い 。 多 く は 双 品 を し て いな い 。 MEAOBBA (010) 上 で 測定 し た 屈折 
RX n=1.560~1.569 で あぁ る が , 多く は ny =1.560 CHAZ. N-HALY ALAC 
灯 岩 中 の も の は 0y=1.569 で あぁ る 。 し た が つて 前 者 は Ans。-go で ある が , 後者 は Anz, 
Rib oe 6 

ANG FHRO:MPRROBADI SC, BHEERKTSRdSvRMWLAKAT 
ある 。 鏡 下 で みた 一 試料 の 角 阿 石 の 核 な , —KMOMSHBACHShb, AMAIA 
石 の 周辺 か ら 談 質 し た ウラ ル 石 に 相当 する も の で ある 。 この よう な 変化 は 残 虎 に よる 初生 
変質 的 の 自 変成 作用 に よる も の と 見 位 さ れる 。 扱 つた 試料 の うち 角 関 石 (ウラ ル 石 ) OF 
学 的 性 質 は 次 の 如く で ある 。 Y=1.669~1.680, c 人 Z' =14° へ ~21°, (—)2V=62°~76°, 
X′ 三 淡 緑色 な いし 淡 黄 緑色 , Z 三 黄 緑色 な いし 緑色 。 一 試料 の パー ガス セン 石 は Y= 
1.655 で 角 関 石 より 屈折 率 は 低い 。 

BA 多く の 試料 を 鏡 下 で みる と , 角 阿 石 は 存在 する が , 単 斜 煙 石 は 認め られ な い 。 ま 
れ な 例 で ある が , 単 斜 煙 石 を わずか に 残し て 周縁 が 厚く 角 阿 石 (ウラ ル 石 ) に 変っ つた も の 
が ある か ら , 前 記し た よう に 多く の 角 阿 石 は 雷 石 か ら 同 形 異変 的 に 生じ た も の と みる こと 
が で きる 。 

か な り の 量 の チタ ン 磁 鉄 鉄 な いし チタ ン 鉄 鉱 が 見 出さ れる 。 と き に は 磁 鉄 鉱 類 が 密 に 存 
FEL, その 問 を 和 斜 長 石 や 有色 録 物 で 消し て いる も の も ある 。 折 チタン 石 は チタ ン 鉄 鉄 ま た 
LEFT vBBRRY DOBMNCHS. KA BES MRAB LUMIEARZNLO 
岩石 中 に 少量 見 出さ れる 。 

(1) a0 No.l 岩松 鉱山 南 五 号 寺 に 近い 鉄山 道路 の も の で , MHEORGL AEE 
物 と を 有する 堅 硬 な 岩石 で ある が , BON, 完 品 質 , ERMAARA : 無色 で 新 
鮮 , アル バイ ト 式 双 品 , 0.20 へ ~0.25mm, 最大 0.5mm, (010) 上 の 違 折 率 n,=1.562, 
Ans, で ある 。 is : 他 形 な いし 半 自 形 ,. ほとん どぶ 無色 , 0.1~0.2mm, c 人 Z==40.12, 
(+)2V=58.5°, y=1.698, 盛 開 は 明瞭 , Deke (100) FHT SMA, BBO 
わずか に 緑 泥 石 化 , Di/Pl=1, fea : SH, O.lmm, 1A ER, BERK : BD 
存在 , 0.02~0.04mm 

(2) SERS No.2 BMOUCSRRCSD LOC, クロ ム 鉄 鉄 体 中 に 球状 の 捕獲 
岩 と し て 産 す る 暗黒 色 の 岩石 で ある 。 顕 微 鏡 的 に (第 2 図 (5)), 片 麻 岩 様 の 組織 を 示す 。 
NRA : 新鮮 , 双 品 を し て いな い , 0.1 へ ~0.2mm, (001) また は (010) 上 で n,=1.5595, 
ANss で ある 。 fA : 他 形 な いし 半 自 形 , 多量 , 0.01~0.3mm, cAZ’=14.2°, (-) 
2V=62.2", y¥=1.680, Hb/Pl 人 = 3/1。 般 煙 石 質 普 通 煙 石 : 残 晶 と し て 稀 に み ら れ る 。 


ig 


y 


1) Tsuboi, S. : Min. Mag., 20, 108, 1923. 
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無色 , SM BAO AR LAREOREE (7 91) 15. RLF IY R 
GK: 比較 的 多量 な いし 普通 , 0.01 へ 0.3mm。 BRKA: BHSnAY. AFIVA: 不 
透明 の 灰白色 の 集合 物 。 

(3) SERB No.3 BMMUCERRCEHO VOT, REACH 中 に 捕獲 岩 と し て 産 
し , 暗黒 色 , 監 硬 で ある 。 顕 徴 鏡 的 に (第 2 図 (6)), SEB: 多少 存在 する 。 0.02~0.1 
mm, 比較 的 新鮮 , と き に 角 関 石 中 に 包 有 され て いる 。 n=1.5598, Ang C HS. HBA 
H: 半 自 形 , 多量 , と き に 長石 中 に 包 有 され て いる 。 CAZ’=18°, (-)2V=64.3°, y 
=1.6694, X′ 三 淡 緑 色 , ZZ 三 黄 緑 色 の 多 色 性 を 示す , Pl/Hy=1/4~1/5, REGRGK ¥ Pett: 
FIVER: 多量 , 0.01~0.1mm。 REA : HH VRE. 

(4) BEB No.4 LHRUOM+oIe-—bAMOMOT, TUL H ICES 
様 に 産 す る , REORHCHS. BPC SARA : SBA LM, 0.1.0.2mm, 
比較 的 新鮮 , n=1.5688, An, で ある 。 パ ー ガ スネ ャ ン 石 (Pa) : AW, GE, 0.05~ 
0.5mm, ほとん ど 無 色 , CAZ’=22.2°, (+)2V=57.6°, y==1.6553, Pa/Pl=5/1~ 
7/2, BVA > 稀 で ある 。 BRAWL FIV RR : MAB, 普通 な いし 比較 的 多量 , 
0.01~0.2mm, BIKA : ROSE, Reo GRRE : 稀少 , 0.02~0.05mm, cA X’=0° 
な いし 小角 , X" 三 淡 宰 黄色, Z’ =. AF IY A: 灰白色 。 

(5) PERS No.5 RRS IOFED LOC, クロ ム 鉄 鉄 中 に 捕獲 岩 と し て 産 し , 
Rf, 堅 硬 で ある 。 BRS. ARA : 半 自 形 , 0.1 へ ~0.2mm, 多少 存在 する 。 ア ル 
4 pRB, 比較 的 新鮮 , (001) また は (010) 上 の 屈折 率 n=1.5595, Aneo。 角 関 
A: 48, 多量 , 0.2~0.5mm, cA\Z’=21.4°, (—)2V=75.5°, y=1.6747, X' = 
Wie, Z' =k, Ho/Pl==5~8, REBAR L FF vy RO : 多少 存在 , 0.05~0.15 
mm, Bika : i 01.0.25mm, ARAL HRaRrdesns 自 チ タン 石 : 灰 
Aa ChB, FY VY KRAEOBMMCHS.o 

Nos. 1, 2, 3, 4, 5 の 化学 組成 な ら び に 原子 比率 は 第 4 表 に 示す 通り で ある 。 
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| Atomic ratios when O=160 

No 1 2 3 4 5 1 | 2 3 4 5 
SiO, 47 67 | 39.52 |38.82 | 44.41 | 49.38 [Si 47.1 | 39.4 | 39.3 | 42.7 | 47.5 
TiO, | 0.90 1581 422295) (0779. 1.65 ITi 0.7 1.4 13) 103056 2 
Al,O, 13.49 | 14.14 |14.94 | 12.47 | 14.46 JA] 15.6 | 16.4 | 17.8 | 14.2 | 16.4 
BeOs 4.56| 3.22/| 5.84] 4:13 | 4.48]Fe’’’| 3.4 Qed. | PACA: | 25,0) eee 

COmieict ad te LS O67 517250 | 10,83) Bee |. 5:9) 9.3)" 9.) 6.0") S28 
MnO | 0.18} 0.32/0.10 | 0.03] 0.10 [Mn OFZ OF25. 0.06 OF 1a0206 
MgO | 7.02 | 12.62 13.49 | 14.05 7.52 Mg 10.4 | 18.9 | 20.5 | 20.3 | 10.0 
CaO {15.42 | 14.09 [10.75 | 12.46 | 9.21 jCa 1G. OW LOn lL Ta TS EOD 
Na,O | 1.88 1.92 | 1.64 1.68| 2.18 {Na BY abel SRE SO ante leet | 4.0 
K,O | 0.28] 0.06 0.28 | 0.25 | 0.35 |K OFZ OO OS OS 
SOS nd Rd | ad: | nid. [P 0.2; — — -— — 
H,O;,| 0.17 1.45 | 0.43 | 2.10 0.75 JH, ian 9.7 OS OS 
H,O_|0.47/ 0.41/ 0.20] 0134 0.18 
Total |99.52 | 100.61/99.53 | 100.31) 100.5 
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HECOMMBEOILM RE Daly OMS SOERDY と 比較 する と , Nos. 1,5 
の SiO。 の 含量 は 平均 の 含量 に 大 よそ 等 し い が , Nos. 2, 3, 4 は 少 い 。 Al,O3, Na,O, 
K。0 は どの 試料 で も 平均 含量 より 少 い 。 Nos. 1,5 の MgO td, 平均 含量 に 大 体 等 し い 
が , Nos. 2, 3, 4 は 多い 。 CaO の 含量 は 平均 より 多い も の Nos. 1, 2,4 と 少 い も の 
Nos. 3,5 と が ある 。 当地 の 斑 煽 岩 の 化学 組成 で 著しい こと は , FeO+Fe,0; 24S 
量 よ り 多 いこ と で ある 。 No. 3 . の 試料 で は , FeO} Fe,O; が 16.596 CHMET CEE 
の 磁 鉄 鉄 な いし チタ ン 鉄 鉱 が 存在 する の が 認め られ , 磁 鉄 鉄 夷 煽 岩 と も 呼ぶ こと が で きる 
も の で ある 。No.1 の 試料 は 透 煙 石 を 含む も の で あつ て , VINVBILVERE HED ROT 
お ら な いも の で ある 。 こ の 試料 は 他 の も の に 比べ CaO BBv.. 試料 No. 4 ば ペパー ガス 
関 石 を 含む も の で あつ て , 化学 組成 に も それ が 反映 し て 他 の 試料 に 比べ 鉄 の 含量 が 少く , 
MgO の 含量 が 多い 。 


関東 山地 東部 の アル カリ 角 関 石 と その 産 状 


Alkali-amphiboles in the eastern part of the Kanto Mountains 
関 陽太郎 (Y6tar6 Seki)* 


Abstract : Regarding to the chemical composition of alkali-amphibo- 
les, the Sanbagawa metamorphic rocks in the eastern part of the Kant6 
Mountains can be divided in the descending order into the following four 
zones ; 
zone : Subglaucophane, riebeckite, magnesioriebeckite 
zone : Glaucophane proper 
zone : Subglaucophane, riebeckite, magnesioriebeckite 
zone : Magnesioriebeckite (unstable) 

; In this paper, optical and chemical properties and modes of occurrence 
of the alkali-amphiboles are described in some detail. 


Gower 


ls th WG gee 
1951 年 以後 1958 年 まで の 問 に , 著者 は 関東 山地 東部 (埼玉 県 と 群馬 県 と の 癌 を 境 す 
る 神 流川 以 南 の 地域 ) の 結晶 片岩 ね お よび その 上 位 に ある 嘱 変 成 お よび 非 変 成 古 生 層 の 地質 
学 的 ・ 岩 石 学 的 研究 を 行 つ て きた 。 この 論文 で は この 地域 で の アル カリ 角 阿 石 の 産 状 と 分 
布 を の べ , さら に , アル カリ 角 了 図 石 の 2 つの も の の 多 物 学 的 記載 を する 。 
この 研究 に 際 し て は , 東京 大 学 理 学部 地質 学 教室 都城 秋穂 氏 よ り い ろ い ろ 上 貴重 な 討論 を 
得 た 。 ここ に ふか く 感 謝 す る 。 


2. 地 質 概略 
この 地域 の 地質 に つい て は さき に 発表 し た パン ペリ ー 石 に 関す る 論文 2 で の べら れ て 


埼玉 大 学 文 理学 部 地学 教 守 
1) Daly, R.A. : Igneous Rocks and the Depth of the Earth, 1933. 
2) 関 陽 太郎: Bek, 41, 227~235, 1957. 
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第 1 図 関東 山地 の アル カ ヵ カリ 角 関 石 の 分 布 
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いる 。 し か し ここ で 扱う 地域 は 前 記 の 論文 で 扱わ れ た それ より さら に 西方 に ひろ が つて お 

り , DD, パン ペリ ー 石 の 論文 が 出さ れ て より 以後 の 再 検討 の 結果 , この 地域 の 地質 は , 
第 1 図 に 示す よ ょ うに 区 分 され る 方 が よい と 思わ れる よう に な つた 。 すなわち , この 地域 の 
古 生 層 は 下位 より 上 位 に , 点 才 結晶 片岩 層 , BARRA ER. Beale. 火山 岩層 , 
層 岩 ・ チャ ー ト 層 に 分 けら れる 。 

これ ら の 中 , REE: Fe —b BAS YA) —AORML COFER~ BARGE BCE 
WHYL, 藤本 や に よる 上 吉田 層 に あたる 。 KABA Y A) -—BOR CO PR 
に ほぼ 相当 し , 藤本 に よる 万 場 層 お よび 御 荷 鍵 層 (また は 御 荷 伯 式 変成 岩 ) の 一 部 に あ た 
る 。 質 岩層 は ここ で 扱っ つた 地域 の 西部 に の みあ り 東 に ゆく に つれ て 急激 に 薄く な り , HB 
BME OME (藤本 の 出 牛 一 国 神 線 に あたる ) 以 東 に は みあ た ら な い 。 こ の 地層 は 有 藤 
本 の 坂 原 層 と 柏木 層 と を 合せ た も の に 相当 する 。 

点 攻 結晶 片岩 より 砕 居 岩 ・ チャート 層 ま で の 各層 の 間 は , 局部 的 に は 断層 で 境 す る が , 
KEL ACHANICBEAT SZ LBAbLNS UMMOT, この 地域 の いわ ゆる 三波 川 結 目 
片岩 は , 二 畳 紀 層 より 下部 の 古 生 層 の 変成 想 で ある と 考え て よい 。 そ し て , その 変成 作用 
は この 地域 の 古 生 層 最上 部 すなわち , 砕 層 岩 ・ チ ャ ー ト 層 に まで お よん で いる 。 

「 三 波川 」「 御 荷 鍵 」「 秩 父 」 と いう 言葉 は , わが 国 の 地質 学 の は じ ま り か ら 今 日 まで の 長 
い 間 に 混乱 の 限り を つく し た 言葉 と いつ て ょ い 。 [SWINK] BLEU MAB! Ais = 
た は 変成 作用 と いつ た 用 語 に よ つ て 変成 作用 の , 時 代 的 に も 性 格 的 に も 全く こと な る 2 つ 
の 型 が 主張 され た り , Ere, Mage (Al と いう , 古 生 層 と 結 品 片岩 類 の 両者 か ら 独 立 し 
ェ ュー つの 系 が 用 いら れ た り , 変成 様式 の 点 で いわ ゆる 結 品 片岩 と 一 連 の も の で あぁ ある, HE 
し て 大 山 岩 類 お よび 半 深 成 岩 類 より 成る 岩層 が , 三波 中 結晶 片岩 形成 以後 の 「 火 成 岩 体 」 
と し て 結 量 片 娠 を つく る 広域 変成 作用 か ら 切 り は な され た り し た 。s。 特に , [eee] と い 
う 名 称 は , その 科学 吹 的 意義 を 除い て は , 今日 で は 全く 実態 を と も な わ ぬ も の と いつ て ょ よ 
い 。「 御 荷 鍵 系 」「 御 荷 鍵 層 」 (AAR EMA] と いう 言葉 は , 4a, 
わが 国 の 地質 学者 の 中 で は 決し て 共通 し た 内 容 , また は お な じ 意 味 を る も つて いな い 。 

従 つ て , ここ で は , PAS] TEL LVI BREAST, この 地域 の 結晶 片岩 を つ 
くつ た 広域 変成 作用 (それ は , HMO, 古 生 層 最上 部 に まで お よん で いる ) & 「 三 波川 」 
と いう 名 称 の 科学 的 意義 を 章 重 し て , 三波 川 変 成 作用 と 呼ぶ こと に する 。 

な お , この 地域 で は , 結晶 片岩 層 の 中 に は , 副 変成 へ ~ 不 変成 古 生 層 に 対比 で きる も の が 
な く , 前 者 は 後者 の 直接 下位 に 位 す る の で , ここ で は 特に 原 岩 の 岩 相 に ょ る 結晶 片岩 の 区 
分 は し な か つた 。 ま た , 結晶 片岩 層 を , PRAOMRBRO BRC LOTTA - HAR 
わけ た こと は , 史 変 成 ~ 不 変成 古 生 層 の 区 分 と 矛盾 する よう で ある が , 点 紋 結 品 片岩 層 が 
無 点 示 結 曲 片 岩層 の 直接 下位 (両者 の 境 は 層 理 また は 片 理 に 完全 に 平行 で は な い が ) に あ 
EDC, 今 昌 の 段階 で は 一 店 さしつかえ な いと 思う 3。 

3. 関東 山地 東部 の アル カリ 角 関 石 に つい て の 今 ま で の 研究 

関東 山地 の 広域 変成 岩 が は じ め て 研究 され た の は 前 世紀 の 末 で あつ た LL, アル 

る り リ 角 隊 石 が 発見 され た の は , 1932 年 に な つて で あつ た 。 そ れ ま で の , この 地域 の 広域 


1) Fuzimoto, H.: Sci. Rept. Tokyo Bunrika D., Sec. C., 1936. 
2) 鈴木 BE: Gk, 8, 237.244, 1932. 
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変成 岩 類 の 研究 は , SEL CRBE POL TAMIL CHORM, その よう な と こ 
ろ に は 第 1 図 に 示し た よう に アル カリ 角 関 石 は な い 。1932 年 に , BRY に よ ょ っ て 発見 さ 
NIT VAV ARES SOR RRERIL, 神 流川 の 川原 の 転石 と し て あつ た も の で あつ た 
が 欠 木 は ,「 本 岩 塊 は 少く と も 三波 川 系 また は 御 茶 鯉 系 に 属す る 岩石 に 非 ざ る こと 明らか 」 
で お そら く 古 生 層 の 「 交 緑 北 灰 岩 の 一 部 と 密接 な る 関係 を 有する も の と 信 ぜ られ る 」 tw 
FERTCASLDLEMN TWH 

次 いで 1935 年 , 堀越 は , BAU C MMPINMIEH LZ OAH HRMOBARE LT 
VAY AABRS CEN THSZI LEAS DICL, それ ら の アル カリ 角 関 石 は , 光学 的 性 
質 の こと な る 2 種 , 即ち , BMEL7 on GeicHv bon, 両者 は , 片方 が 他方 を と りか 
こむ よう な 形 で , また は 全く 漠 立 し て 談 成 岩 中 に 見 出さ れる こと を 報告 し た 。 

1936 年 に は 堀越 は , 小川 町 西方 の 古 生 層 の アジ ノー ルス レー ト と よ ょ ば れる 此 石 と 黒色 
スレ ー ト と の 十 層 する 中 に , アル カリ 角 関 石 を も つた 千 枚 岩 様 岩石 が 見 出さ れ た こと 
お よび 関東 山地 と 四国 の 変成 岩 中 の アル カリ 角 関 石 の 光学 的 性 質 を 総括 し た 

1941 年 , ABI, 槻 吊 地 方 の 古 生 層 と 結晶 片岩 類 の 研究 の 中 で , それ ら の 岩石 に ひろ 
く ア ルカ リ 角 関 石 の 見 出さ れる こと を 報告 し た 。 こ の 地域 の 結晶 片岩 類 は , 筆者 の 無 点 
滴 結 量 片 岩層 に 属し , 古 生 層 は 筆者 の 火山 岩層 お よび 砕 居 岩 ・ チ ャ ー ト 層 h に あたる 。 

1942 年 に , 藤本 と 北村 98) は 関東 山地 西北 部 の 古 生 層 中 の 煙 緑 凝灰岩 お LUBED, 
変成 作用 を うけ た 結果 , そこ に アル カリ 角 関 石 が で き て いる こと を 報告 し た 。 

1957 年 , 筆者 に よ つ て , 越生 町 西方 の , 十 生 層 の 火山 岩 類 と チャ ー ト の 証 層 が 変成 作 
用 を うけ た 結果 , アル カリ 角 図 石 と ロー ソン 石 が で き て いる こと が 報告 され た "。 

以上 の べた よ ょ うに, 関東 山地 で は , TI) BRA A RH St HER TORE 
岩 お よび 斑 質 岩 の 中 に の み 見 出さ れ て お り , 草 長 石 の 琉 状 変 品 を も つた いわ ゆる 点 紋 結晶 
片岩 類 か らち ら は 報告 され た こと が な い 。 

4. アル カリ 角 了 関 石 の 分 布 

関東 山地 東部 に お ける アル カリ 角 隊 石 の 分 布 は 第 1 図 に 示さ れ て いる 。 の ち に の べ る 如 
く , この 地域 の アル カリ 角 了 図 石 は , 結 品 主軸 と 光学 的 弾性 軸 と の 間 の 関係 に つい て b=Y 
の も の と , D=Z の も の と に 2 分 され うる 。 人 第 1 図 で は , これ ら 2 種 の アル カリ 角 関 石 を 
REIL CHL Ro 第 } 図 赤 ら 次 の よう な ご と が わか る 

1) この 地域 で は , b=Z の アル カリ 角 図 石 は 無 点 示 結晶 片岩 層 お よび それ より 上 部 の 
層 準 に あり , その 分 布 は , 前 に の べた パン ペリ ー 石 の 分 布 範 購 に ほぼ 一 致す る 。 そ の 
下限 は 無 点 級 結 晶 片 岩層 と 点 攻 結晶 片岩 層 と の 境 に 一 致す る 。 上 限 は , 鬼石 一 高 篠 断 
置 の 東部 と 西部 と で や や こと な り , RACES: Fx —} BOL, 西 で は 火 
山 岩 層 の 上 部 で ある 。 


鈴木 He : 前 出 , 1932. 

堀越 義一 : 地質 , 42, 47~53, 1935. 

堀越 義一 : 地質 , 43, 554~555, 1936. 

Horikosi, Y. : Jpn. Jour. Geol. Geogr., 13, 151~154, 1936. 
KE 舌 介 : 地質 , 48, 62, 1941. 

藤本 治 義 ・ 北 村 和 幸雄 : 地質 , 49, 453~462, 1942. 

Seki, Y. : Sci, Rept. Saitama Univ., 2, 363~373, 1957. 
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2) b=Y OF VHA) FARA, D=Z の それ の 分 布 す る 層 準 内 で , し か も その 中 の あ 
る 限ら れ た 一 部 に の み 分 布 す る 。 
即ち も , 鬼石 一 高 篠 断層 以西 で は 無 点 紋 結晶 片岩 層 の 最上 部 に , 以 東 で は 大 山 岩 層 に 
の み , 6=Y の アル カリ 角 関 石 は 分 布 す る 。 この 6 一 Y OF VAY BRAD HB 
BRIX, 前 に の べた この 地域 の ク の ロー ソン 石 の 分 布 範囲 に 完全 に 一 致す る 。 

な お , この 地域 の 点 紋 結晶 片岩 層 の 中 に は , 青紫 色 の 多 色 性 を も ち , 消 光 角 が ひか く 的 
大 きい 角 阿 石 が , 陽 起 石 に か こま れ て み ら れ る こと が ある 。 この 角 関 石 の 光学 的 方 位 は 
b=Z で ある 。 お そら く Mg 一 リー ベ カ を た ト 質 の アル カリ 角 関 石 で あろ 3 う 。 

5. PlhAYVABNAO RM 

上 に の べた よう に LOWMRMOMAMHRA ARB お よび それ より 上 位 の 地層 の 中 に ある 
TVA) RAI, 光学 的 方 位 を こと に する 2 種類 が ある 。6=Y の も の は , D=Z の 
も の より 一 般 に 山 折 率 が ひく く , か つ 多 色 性 が よわ い 。 

これ ら の 2 種類 の アル カリ 角 隊 石 の 6 と 光 軸 角 と の 間 の 関係 を 求め る と 第 2 図 の よう 
< に な る 。 そして, B=1.647 位 よ り 低 い 屈 折 率 の も の は 6=Y で , それ より 高い 屈折 率 
D% Or—-HRIE b=Z CHS. COLL, PRY ESZF-—VLEDOTE (MT 
る 。 第 2 図 の デー タ よ り , CNSOMRAOKDMREHETS と , 第 3 図 の よう に 
な る 。 即ち , 都城 の 命名 法 に よる , subglaucophane を 主 と し , 他 に glaucophane pro- 
per, riebeckite お ょ び magnesioriebeckite を 念 む も の で ある 。 


2 Sy 第 3 図 


Fermglaucophane Riebeckite, 


2V over X 


1640 1650 160 1670 1680 Glaucophane Al Fe” — Magnesioriebeckite 
Bp 
BIR IUHR ERO 7 OV mY FARE 
BUA USWIEBO 7 » SABE Oet fe 2 IE BORAGE 1, 2 は , 第 
折 率 と の 関係 。 AM Mould, それ ぞ れ 0=Z 


1 表 の 1, 2 に それ ぞ れ 対応 
BLU 60=Y の アル カリ 角 関 石 を 示す 。 する 。 


これ ら の アル カリ 角 阿 石 の 中 の 2 つっ に つい て その 化学 成分 と 光学 的 庶 性 質 を 求め た 結 
米 , 第 1 表 の ょ うに な つた 。 即ち も , 一 つ は glaucophane proper で あり , 他 は magne- 
sioriebeckite で ある 。 


1) Horikosi, Y. : 前 出 , 1935, 1936. 
2) Miyashiro, A. : Jour. Fac. Sci. Univ. Tokyo, Sec. II, XI, 57~83, 1957. 
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第 ! 表 関東 山地 東部 の アル カリ 角 関 石 の 化学 成分 と 光学 的 性 質 


1 2 1 2 
SiO, 53.09 52.86 a 1.661 1.637 
TiO, 0.39 0.24 B 1.667 1.640 
Al,Os 3.42 11.29 y 1.670 1.650 
Fe,0, 14.41 5.61 Laurence OAT ee 
FeO 8.15 7.77 disp. dd p<? 
MnO 0.12 1.78 x pale yellow pale yellowish 
MgO 8.14 9.96 Purple 
CaO 2.12 2.42 me fe BC HG 
N .01 : 
Na S80 aod Z blue pale blue 
K,O 0.21 tr. ae. 
H,O(+). 3.28 2.00 ‘ : 
HO) を aren angle 24° (cAY) 11° (c AZ) 

= optical ae pes 

Total 99.95 100.51 orient. 0=4 ats 


Si 7.81 7.41 ih eee eee eS _ ke ery 
8.09 8.09 グ ネ シオ リ カイ ト 一 石英 一 緑 泥 石 

a foe? aad CS eee 

Fi 0:04) 2.04 0:03} 1.90 オォ リーベ カイ トッ Bi (SBN). Dit 

Hers 1.59 0.59 56°: fe) 

He 1.01 0.91 2. 藍 関 石 一 石英 一 緑 泥 石 一 エビ ドー ト 一 曹 

1 0.02! 2.8 0.2 .20 fe 

Me 0-02} ; 0.21 | 3 長石 片岩 中 の 藍 関 石 , MAK (MAR 

Ca 0.34 0.36 OT 

Na 171| 2.09 1.77| 2.13] これら は いずれ る も 磁力 分 離 器 と クレ リ シ 

K 0.04 = eye a . 5 

H,O 161 0.93 Was Lo Cie £ り 5 分 離し , 鏡 下 で ほ ば 

O 23 23 SCRNCHRECH SILER ULDM?. 


6& PFHAVYVRMBADEXR 

EHVONR72 EA RT VAY ABA, Ha LUO LIMO MARGE, 
mafic 7 KB k ORE (FRUANCAR) BO, いわ ゆる 緑色 岩 と , HSL 
の 中 に あつ て , ROBGMELRECHHITZL ANA : BK BRA RIE, HE 
ナグ タブ ナイト, ステ イィ ルプ ノ メ レ ー ジ 3 BA AVYAYV—-A, ze 
ドー ト , お よび ロー ソン 石 。 

弱 変 成 古 生 層 と 無 点 紋 結 品 片 岩層 の 中 の mafic な 岩石 の 中 で は , し ば し ば 拓 成 源 の 普 
MBA FIVER, 褐色 ~ 緑 褐色 普通 角 隊 石 が の こつ て いて , TVA BAAN 
を 交代 し て いる こと が ある (第 4 図 , a, b, c,d) 。 し か し , これ ら の 剛 準 の 中 で も , アル 
DV PAPER EON: 色々 の 変成 鉱物 と 安定 に 組合 つて , CREO A? ARNE D HR 
BOW) 片 状 の 緑色 岩 , また は 理 質 岩 を 造る こと が 多い 。 点 紋 結晶 片岩 層 で は , アル カ 
) 角 関 石 は , MOTH, 且つ 常に 陽 起 石 の 結 品 の 中 に 包ま れ て 産 す る (第 4 図 )。 

TNA YARED EMT SBC KOT, 成分 を や や こと に する 。 Bld, 前 に の ベ べ 
た よう に , 最 下 部 に 位置 する 点 紋 結晶 片岩 層 で 陽 起 石 に か こま れ て まれ に 見 出さ れる アル 
DV ARMA, その 光学 的 性 質 よ り 考 えて , magnesioriebeckite で ある 。 し か も この ア 
ルカ リ 角 関 石 は , この 層 準 の うけ た 広域 変成 作用 に お いて は 不安 定 で ある らし い 。 FERAL 
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第 4 図 TUAVABRBOVAWADER 
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P: Ha, HH: Smile, A: Bia, 
Ay : b=Z DOW AME DOT V2) ARIA, 
Az: b=Z の 光学 的 方 位 を も つ ア ァ アルカリ 角 固 石 


結晶 片岩 層 と それ 以上 の 層 準 の 弱 変 成 古 生 層 で は , ロー ソン 石 が 安定 に 見 出さ れる 一 つの 
巾 せ まい 層 準 (RaW 200~300m)) を 除い て は , 主として subglaucophane~riebe- 
ckite, まれ に magnesioriebeckite が 見 出さ れる 。 そ れ ら は いずれ る も 6=Z の 光学 的 方 
位 を も つ (BAN, fg, i), まれ に O=Y の glaucophane proper も ある が , これ は 
常に 上 に の べた riebeckite また は magnesioriebeckite 成分 に と ん だ アル カリ 角 関 石 
に よ ょ つて か こま れ て いる (第 4 図 e)。 ロー ソン 石 の 産 す る 層 準 は さき に ふれ た よう に 無 
RG BSCE (鬼石 一 高 篠 断層 以西 )) また は 灯 山 岩 層 (上 史 石 一 高 衝 断層 以 東 ) で 
ある 。 そ こ で は , glaucophane proper の アル カリ 角 了 図 石 が 主 で , その 他 の riebeckite 
また は magnesioriebeckite 成分 に と ん だ も の は すく な い 。 し か る 後者 は 多く の 場合 前 
者 に よっ つ で が こま れる さよ うに 発達 し て いる (第 を 図 ) CLBHBK, MMOILwENTH 
る (第 4 図 a& cd h)。 すなわち 以上 の こと か ら , この 地域 の 変成 岩 類 は , アルカリ 角 
較 石 の 種類 に よ ょ つて 下位 に こむ け て 次 の よ ょ うに 層 序 的 に 区 分 され うる ; 


A ## : sulbgaucophane i riebeckite + magnesioriebeckite 


B # : glaucophane proper 
C #© + subglaucophane | riebeckite + magnesioriebeckite 
D ## : magnesioriebeckite (不安 定 ) 
KRiiTVAV ANAL 陽 起 石 と の 癌 の 関係 に つい て の べ ょ よう 。 上 に 示し た アル カリ 角 
図 石 の 成分 に よる 層 序 的 区 分 の 中 , DD 帯 で は アル カリ 角 際 石 は 不安 定 で , 陽 起 石 が 安定 
で ある らし い 。 A B お よび CHC, 第 4 図 a&,c も g, で 示し た よう な texture 


1) BS 陽太 郎 : ATH, 1957. 
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の ほか に , TVAVANREBRALAPABEL CWS (c 軸 を 共通 に も つ ) BS (第 
4 図 h) や , アル カリ 角 関 石 と 陽 起 石 の 安定 関係 の 判断 に 苦し む ょ よう な 場合 が 多い 。 A, 
B,C の 各 帯 で は , 明らか に 安定 な アル カリ 角 関 石 も , また , 明らか に 安定 な 陽 起 石 も ひ 
ろく 分 布 す る か ら , “NEORM CAM CHA ORARAE (物理 ・ 化 学 的 条件 ) OFS 
は , 両 鉄 物 と も に 安定 で あり , か つ , 一 般 的 に は 両者 は 安定 に 共存 する と いう こと が で き 
よう 。 ここ で , 陽 起 石 と し て 一 括 し て の べた 鉄 物 は , 点 紋 結 品 片岩 層 の 中 の も の と , 無 点 
科 結晶 片岩 層 お よび それ より 上 位 の 弱 変 成 古 生 層 中 の も の と で , 光学 的 性 質 お よび 化学 組 
成 の 上 で や や 異な つて いる 。 こ の 点 に つい て は , 稿 を 改め て 報告 する 。 
RCT VAY BRB, エビ ドー ト , パン ペリ ー 石 お ょ び ロ ー ソ ン 石 と の 間 の 國 係 に 
つい て の べ る が , その 前 に 次 の こと を 明らか に し て お きた い 。 
上 ささ に ペ マン とり 大 の 分 用 ほろ いで 発表 | 世 た 六 備 講 今 中 まで の 調査 に 上 る < 生き 
き の 論 文 の 第 1 図 で 示し た より も , さら に 層 序 的 に 上 位 こ まで パン ペリ ー 石 が 分 布 す 
る こと が わか つた 。 そ し て その 分 布 の 上 限 は , 現 論 文 の 第 1 図 に 示さ れ た アル カリ 角 
関 石 の 分 布 上 限 に ほ ぽ 一 致し , BBS: F+ —b} BOLMBCHS. 
2. エビ ドー ト は , 点 示 結晶 庁 岩 層 よ ょ より 上 位 に ひろ く 分 布 し , その 分 布 の 上 限 は , 上 に 
の べた だ た パン ペリ ー 石 と アル カリ 角 隊 石 の 分 布 の 下限 よ りや や ゃ 下位 で ある 。 エビ セ ド = 
の 伝 物 学 的 性 質 と 分 布 な ど に つい て は , 別 稿 で 論ずる 。 
エビ ドー ト と アル カリ 角 関 石 の 組合 せ は 非常 に 多い 。 ま た , ロー ソン 石 を も つ 人 岩石 は 大 
で の 場合 デル カリ 角 関 厨 を と も な う 。 と ころ が アル カリ BABE KY AYV—-GeEmMez 
定 に 共存 する こと は きわ め て まれ で あり , パン ペリ ー 石 と 共存 する 角 関 石 は ほとん ど 常 に 
BREACH SZ.o パン ペリ ーー 右 と アル カリ 角 際 石 ど が と も な うと き は 7 常に こ ビ ドド 一 ト か ロ 
デジ ソン 石 ま た は 両者 が それ ら に 共生 する 。 そし て , 角 図 石 族 と , エビ ドー トト, ロー ソン 
石 , パン ペリ ー と の 関係 は 次 の ょ よう に まとめ られ る 。 
エビ ドー ト : BR, TVA APL DIKE TIA AWA O=Y の も の る も 
b=Z の も の も あり 。 
パン ペリ ー 石 : 陽 起 石 と 共生 する の が 普通 で , アル カリ 角 関 石 を 伴う こと は 移 。 アル 
カリ 角 関 石 一 ペン ペリ ー 石 の 組合 せ に は 常に エビ ドー ト ま た は ロー ソン 石 ま た は 
それ ら の 両者 が 伴い , か つ , アル カリ 角 関 石 と お そら さく 安 定 に 共存 し つつ 隆起 石 の 
み ら れ る こと が 多い 。 
ロー ソン 石 : 陽 起 石 の み 伴 う 場 合 も ある が , ほとん ど BIT NAY BABES 
アル カリ 角 関 石 は =Y の glaucophane proper の 成分 の も の が 普通 で ある 。 
エビ ドー ト , パン ペリ ー 石 , ロー ソン 石 は , 水 の 量 を 除い て は , 化学 組成 が 互 に 非常 に 
似 て いる の に , パン ペリ ー 石 の み が ア ルカ リ 角 関 石 と 共生 し に くい の は どう し て な の か 明 
ら か で な い が , 今後 究明 すべ き 奥 味 あ る 問題 で ある 。 
結論 と し て , 関東 山地 東部 の 三波 川 広 域 変成 岩 類 は , 点 紋 結晶 片岩 層 , 無 点 紋 結晶 片岩 
層 お よび 弱 変 成 古 生 層 に 分 けら れ , 細 変 成 古 生 層 は , その 岩 相 に よ つ て 更に , 三 層 に 区 別 
され うる 。 こ の よう な 座 岩 類 は , その 中 に ある アル カリ 角 了 図 石 の 成分 に よ つ て , 4008 
に わか れる 。 


1) 関 陽太 郎 : 前 出 , 1957. 
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ER RARGWEWMAOAOT FARIS DUT 
Colloidal texture of the ore minerals of the Gojo mine 


東 元 定 #E (Sadao Higashimoto)* 


Abstract : Gojo mine is situated in the so-called undetermined Meso- 
zoic formation which is consisted of shale, sandstone, tuff, chert, diabase 
and limestone. The ore bodies are lenticular in shape, and are consisted of 
pyrite, melnicovite-pyrite, chalcopyrite, sphalerite, galena, quartz and chlo- 
rite. The ore bodies and the country rocks are remarkably sheared, and 
the most part of the ores are cataclastic in texture, but there are some 
ores which are colloidal in texture in the inner part of the ore bodies 
where shearing is not so remarkable. The colloidal texture is pre-tectonic 
(pre-cataclastic). 

The colloidal ores show radial, concentric and spherical arrangement, 
are mainly consisted of melnicovite-pyrite associated with some sphalerite, 
chalcopyrite, pyrite, quartz and chlorite. The ores must be formed by 
coagulation or precipitation of the dispersed phase from the disperse system. 

The geological agitation in this case might be volcanism, and the disp- 
ersion medium might be sea water or brackish water which contains suffi- 
cient amount of electrolyt2 to coagulate the sulphide sol. The source of 
the materials of the ore deposits is also the volcano, and the deposits are 
probably syngenetic in origin. 


1. ¥€. 2% +8 
五条 鉄山 は 奈良 県 吉野 郡 野 迫川 村 に あり , 千原 鉱業 株 式 会 社 に 属す る 。 こ の 鉱山 に は , 
金屋 油 鉱 床 , 立 里 鉱床 , 紫 園 鉱床 な ど が ある 。 PRL ON ORR PAB HII T ZS 
ー ス ラー ガー で ある 。 筆者 は , 1956 年 , 金屋 淵 鉄 床 か ら , コロ イド 組織 を 持つ 鉄 石 を 見 
HL, メル = コバ イト 黄 鉄 鉄 や いわ ゆる 鉄 化 バ ク テ リ ヤ を 見 出し た 。 メ ル ニ = コバ イト 黄 鉄 
鉄 は , 堆積 性 鉱床 や 浅 熱 水性 鉄 床 か ら 広 く 見 出さ れ て お り , WW SEES 7 FY Id, 
主として 堆積 性 鉱床 か ら 見 出さ れ て いる りり 。 また, コロ イド 組織 を 持つ 金屋 硫 化物 は , 低 
温 で コロ イド 溶液 か ら の 凝結 に よ つ て 生成 する と 考え られ , 浅 熱 水性 鉄 床 や 堆積 性 鉄 床 か 
ら 見 出さ れる リ 。 凝灰岩 や 赤色 チャ 一 ト の 生成 に 関係 する 火 成 活 動 に よっ つて 形成 され た と 
BASNTTWWSH® この 鉄 床 に , この よう な 組織 や 鉱物 の 集合 体 が 見 出さ れ た こと は 注目 


* 広島 大 学 理 学部 地質 学 Gh BS 
1) Ramdohr, P. : Die Erzmineralien und ihre Verwachsungen, Berlin, 1950. 
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な お , AUVAINA RRP CDO SBILNT7 FV vid, 我国 の 他 の キー スラ ー ガ ー 
か ら は 見 出さ れ て お ら ず , し か も , ここ の 鉄 化 バク テリ ャ の 成因 は 従来 の 説 で は 説明 出来 
な い の で , ここ に 金屋 油 鉱 床 附近 の 地質 と 鉄 床 に つい て 簡単 に の べた 後 , 鉄 石 の コロ イド 
組織 を 説明 し , いわ ゆる 鉄 化 バク テリ マヤ の 成因 に つい て の 筆者 の 差 え を 報告 し , 多数 の 方 
の 御 批 判 を 得 た いと 思う 3。 


2, 地質 & HR OK 

SUPE, いわ ゆる 時 代 未 詳 中 生 層 に 属す る 頁岩 , 砂岩 , BRL F+—}, BRE 
な どの 累 層 より な る 。 CORB, 下位 より , CHR we? の 和田 層 に 相当 する 層 と 
赤 漠 層 に 相当 する 層 に 区 分 され る 。 和田 層 相 当 層 は , 砂岩 の 優勢 な , MEL BEOLEC 
ある 。 赤 落 層 相 当 層 の 下部 に は , 凝灰岩 , 頁岩 を 主 と し , チャ ー ト , ME BRE, AK 
岩 を 挟む 層 (志井 田 ・ 梅 田 の 九 尾 層 相 当 層 ) が あり , 上 部 に は , BBPELL, OE, B 
Dos. Bia, Fx —}, 石灰 岩 を 挟む 層 が ある 。 赤 滝 層 相 当 層 の 砂岩 チャート, 石灰 
> Hee lL TN CV Y ARCH), BRIE LW 

赤 滝 層 相 当 層 と 和田 層 相 当 層 は 整合 関係 に ある 。 

BAB CHRALWEODS. BRAT P-—ARERT, GHSEHORACE 
AL CERbIDCHA46 Masti ame ChbnSo 

SEAM Cla, これ ら の 地層 は か な り は げ し い 造 構造 運動 を うけ , 著 る し い 福 上 曲 や 低 
角度 の 断層 を 多く 生じ て いる 。 また , 領 察 外縁 帯 で 見 出さ れ て , breccia bearing shear 
slate と 名 づけ られ た 崖 右 に 似 た 特異 な 構造 を せつ 岩石 る 見 出さ れる 。 すなわち B 
BODE, Fx —b, 鉄 体 が ちぎ られ , レン ズ 状 また は 団子 状 に な つて , 頁岩 中 に 挟ま 
れ て いる 。 砂岩 レン ズ の 大 き さ は , 数 mm~H 10M で あぁ る 。 砂岩 ・ チ ャ ー ト , BHO 
レン ズ ま た は 団子 は , 頁岩 の 層 理 を 切る こと も ある 。 ま た , それ ら の 割 上 中 は 頁岩 に よっ つて 
みた され て いる 。 凝灰岩 は , すみ 流し 状 に 頁岩 中 に 挟ま れ て いる 。 こ の よう な 特異 な 構造 
を も つ 岩 石 は , 続 成 作 用 の 進ん で いな い やわらかい” 岩層 に , マク ロ 的 断裂 運動 が 働い 
た 結果 生じ た と 考え られ て いる 。 ま た , 砂岩 や 鉱 体 な どの レン ズ か や 団子 の 長 軸 の 方 向 と 地 
層 の 裕 曲 軸 の 方 向 と が 一 致し て いる の で , 格 曲 運動 と 断裂 運動 は ほ ば 同時 期 に 起 つ た も の 
と 療 え られ る 。 し た が つて , 岩 相 堆積 と 造 構造 運動 と の あぁ い だ に は , 大 き な 時 代 的 ひら き 
は な か つた と 考え られ る 。 

この 層 群 の 時 代 は 判 つ て いな い が , AE HERS, 和田 層 の 比較 的 下位 に , Storo- 
matoporoidea (?) を 多く 含む 人 状 の 鳥巣 様 石灰 岩 が 色 出 し て いる こと を 報告 し て いる 。 

また , (Ret, この 地区 の 西方 を 層 序 学 的 に 調査 し , ARR HRC BET SIE 
Se 35, 天 知 , BoB, M7 JNK Miia, 笠木 , 赤倉 な どの キース ラー ガー 
DQ, 例外 な く , 赤 滝 層 の 九 尾 (ツジ ラオ ) 層 中 に 肥 胎 する こと を 明らか に し , ARBO 
緑 北 灰 岩 お よび 赤色 チャ ー ト の 生成 に 関係 する 火 成 活動 に 伴っ つて , か な り 優 勢 な 鉱 化 作 用 
が お こ な わ れ た 可能 性 が ある こと を 明らか に し た 。 


1) 志井 田 功 ・ 梅 田 甲 子 郎 : 前 出 , 1957. 
2) 小島 丈 児 ・ 岡村 義彦 : 地質 巡検 旅行 案内 書 「 和 柳井 地方 」) 九州 大 学 , 1952. 
| 柏木 日 出 治 : 広大 地 研 報 3, 15~23, 1953. 
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金屋 淵 鉱 床 九 尾 層 相 当 層 中 に , 層 理 に ほ ぽ KANCBT S EOBROBKLY 
る 。 和 母 岩 は 大 部 分 頁岩 で ある が , BRS, 砂岩 また は 壇 緑 岩 で ある 場合 も ある 。 BRIA 
OBER PROKRBAKK DOT, 黄 鉄 鉄 の 散乱 (dissemination) が 見 られ 
る こと が ある 。 腐 泥 か ら 生 じ た と 考え られ る 黒色 頁岩 中 に 広範 囲 に た, ほぼ ー 様 に 黄 鉄 鉱 灯 
が 分 布 す る こと か ら 考 えて , この 黄 鉄 鉄 は 同時 性 堆積 性 黄 鉄 鉱 と 考え られ る 。 また, BR 
岩 に は , 必ず , BRCM A ENS IHik. HKU CARRS, BHERROVIR AFT 
な われ た こと を 示し て いる と 療 え られ る 。 

鉄 体 の 走向 は N60W な いし N80W で , (ashi 30N, 落し の 方 向 は 70W で ぁ る 。 

鉄 体 は shearing を うけ て お り , Md EY, 条 上 し た り , 小さ く 功 られ て レン ズ 状 
ZL BPR RO CHB RICEAL ENTS この よう な レン ズ 状 な いじ 団子 状 欠 体 
は , 母 岩 の 層 理 を 切る 場合 も ある 。 以 下 に の ベ べ る 如く , 顕微 鏡 的 鉱石 の 組織 も 明らか に , 
鉄 石 が 生成 後 偏 圧 を うけ た こと を 示し て いる 。 る も し , 造 構造 運動 と 地層 堆積 の 聞 に , 大 き 
な 時 代 的 へ べ だ た り が な か つた と 仮定 すれ ば , 地層 堆積 と 鉱床 生成 の 間 に も 大 き な 時 代 的 へ 
だ 次 0 が が る っ 7 る 

鉱石 は 主として 黄 鉄 鉄 ). メス ル ニ = コ バイ ト 黄 鉄 鉄 よ りな り , 少量 の 関 亜鉛 鉄 , WK, 方 
SK, 石英 , 緑 泥 石 , 絹 雲 母 な ど を 伴っ つて いる 。 銚 体 に 接する 母 岩 が 緑 泥 石 化し て いる こ 
と も ある が , 一 般 に 母 岩 の 変質 は 著 る し く な い 。 

BRS (2RROLOBAMBD CHASM, コロ イド 組織 を 示す こと も ある 。 破 克 さ れ た 
鉄 石 や 鉄 物 の 割 目 を みた す 六 面体 の 黄 鉄 鉄 も ある 。 最後 の も の 以外 は 破砕 され て いる 。 KK 
体 の 周辺 部 の 黄 鉄 鉄 が 特に 強く 破砕 され て いる 。 し た が つて , RRRKOAMBD RE 
前 に 生成 し て いた と 考え られ る 。 

ANAANT RRM CO CMA, 隠 役 唱 質 また は 反射 徴 頭 鏡 下 で は 非 品質 に 見 
AS, 黄 鉄 鉱 と 白 鉄 鉄 よ りな る と 考え られ る 同心 円 状 ~ 皮 毅 状 また は 放射 状 集 合体 の こと 
を メル ニコ バイ ト 黄 鉄 鉄 と いう 。 鏡 下 で は , MRK EV SD RABE OCHRE Y 
褐色 が か つて 見 える 。 異 方 性 を 持つ 鉱物 一 白 鉄 鉄 は 少量 で あぁ る 。 黄 鉄 鉄 よ り 腐 人 触 に 対す る 
FATED Go 例え ば 2 1/2 HNO,+4HCl+KCIO,+10H,O に ょ つっ つて, メル ニコ バイ ィ 
bP PRGAILH 1 AD CHARS SM, 黄 鉄 鉄 は 4 へ ~5 秒 後 に 特定 の 断面 の み 腐 人 触 さ れる 。 

この よう な メル ニコ バイ ト 鉄 鉄 が コロ イド 組織 を 示す 鉄 石 の 主 成分 鉄 物 で ある 。 コロ 
イド 組織 を 示す 鉱石 は か な り 多 量 見 出さ れる の で , メル = コバ イト 黄 鉄 鉄 は か な り 多 量 存 
在 す る も の と 考え られ る 。 

メル = コバ イト 黄 鉄 鉄 は 破砕 作用 を うけ て いる 。 了 関 亜鉛 鉄 , 黄 鉄 鉄 , 黄銅 鍼 な ど が , そ 
の 割 目 を みた し て いる 。 

メル ニコ バイ ト 昔 鉄 鉄 は 江 熱 水性 鉄 床や 堆積 性 鉄 床 に 特有 の も の で ある の で , BEE 
に よ つ て 生成 する と は 考え られ な いし , その 形態 か ら も , 生成 中 に 偏 圧 を うけ た と は 差 え 
られ な い 。 し た が つて , AVE ING RRP DAY SRSA CSS RMSE 
運動 前 に 生成 し た と 考え られ る 。 

黄銅 鉱 と 関 亜 鉛 鉱 は 瓦 に 密接 に 伴っ つて いる 。 し か し , 両者 が 離 深 組織 を 示す こと は 
な い 。 PATREASK OWE CO EGR) LKR CHO, FeS を 数 % 以下 し か 含ん 
Cus Zi WT FEPS TR BGK Cb SLBAHNS WHMGKLPMMSKIZ, コロ イド 組織 を 示す 
SOL, BHESHMRAOBALARTLOLBBS 
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1 AGG (Ate), 原石 (黒色 ) (x30) 
2 RRS (Bf) の 周囲 に 発達 する 石英 の 偏 圧 影 (x60) 
3 へ 6 コロ イド 組織 を 示す 鉄 石 。 6 以外 は , 2 1/2 HNO,+4 HCl+KCl 
O310H20 “Cf. AM = a4 + BGK ( 灰 自 へ ~ 白 色 ), PORK - 
We Bei 灰色 ), : 4) 3(x30), 4(x60) 

5 RI ZV = 3 MAE ALT PUES Gk - ABBE (x60) 
6 放射 状 (パル メッ SA bre, HNO, Cah (x 240) 
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第 2 図 


& 


1~6 304 SRP ARTA 

1 ER 2 = 3S 4 } RGR LE RR KOMA (x 240) 
2 BUORGK SEACH ZBI AV = os 4 } GRGR (<x 240) 
3 HPROKER EL AV = 7S 4 b GRGK - PSGEOAGRK - ARG (<x 240) 
4 PARIS OBE GRGRER (x 240) 

5, 6 FVAIK4 b RBM POPMIGTR (x 240) 
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RERRAPOBRIL, 波動 消 光 を 示し , BRSN CWS. REE (pressure shadow) 
tL CRERRALO AHI, ふさ 状 に 工 片 状 石英 が 発達 する 場合 も ある 。 

この よう に , RAPRAIL, 生成 後 , BSLV cataclastic metamorphism を うけ た 
こと を 示す 構造 や 組織 を 持つ て いる 。 し た が つて , 金屋 洞 鉄 床 は 一 種 の 変成 鉄 床 で ある 。 
BRIT, 偏 圧 の 影響 の な い 所 で 生成 し た 低温 性 鉄 床 で あつ た 。 し か る も , 録 体 が 火山 噴出 
物 の 優勢 な 地層 に 整合 的 に 腺 胎 する こと , SKPRBAGL ICS PE AE t HER BRO 
々 染 が ある こと , 堆積 性 鉄 床 に 多く 見 られ る 組織 を 持つ こと , 交代 鉄 床 で ある と の 証拠 が 
な いこ と , 母 岩 の 変質 が ほとん ど 見 られ な いこ と な どか ら , 原 鉱床 は 凝灰岩 生成 に 関係 す 
る 基山 活動 に よ つ て 生じ た 同時 性 堆積 鉱床 で ある と 考 えら れる 。 


3. GZ@AOANT FMS 

コロ イド 組織 を 示す 鉱石 は , SARAMOMREERS RC うけ て いな い 部 分 に 見 出さ れ 
Bo RBR~ADEROLO, BHR (パル メ ツ ト 状 ) ODO, 両者 を 組合 せ た も の , 祭 
化 バ ベク テ リ ヤ ャ な ど が ある 。( 筆 者 は 久 化 バク テリ ママ 状 組 織 を コロ イド 組織 の 一 種 と 考え る 。) 

不 規則 同心 円 状 体 の 大 き さ は , 直径 数 cm の も の か ら 0.02mm の も の まで ある 。. 大 
部 分 は 0.1~0.2mm GHA. 放射 状 ~ ペ パル メ ツ ト 状 体 は , 長 さ 0.1 へ 0.3mm で ぁ る 。 
いわ ゆる 鉄 化 バク テリ ヤマ は , 直径 0.02mm 以下 で あぁ る 。 

コロ イド 組織 を 示す 鉄 物 は , メル ニ = コバ イト 草 鉄 録 , MRS, PMS, MASK, 石英 
で ある 。 

度 吉 状 ~ 不 規則 同心 円 状 体 メル = コバ イト 黄 鉄 鉄 の みよ りな る も の , ZORBO-—B 
EPICA, 黄銅 鉄 ま た は 石英 より な る も の が ある 。 有 皮 殻 状 組織 は コロ イィ イド 深 
液 か ら の 週 期 的 沈 湾 に よ つ て 生成 する と 考え られ る の で , FeS。 の 週 期 的 沈 淫 の 途中 に , 
少量 の ZnS, CuFeS。 ま た は 斑 酸 の 沈 濾 が 行なわ れ た と 考え られ る 。 KBR~ARMAI 
心 円 状 体 は , 他 の 集合 状態 を 示す も の に 較べ て , 圧 人 的 に 多量 で ある (第 1 図 3, 4, 5, 
第 2 図 5)。 

BEHR~ALAY ARE BARN AY PRA Va RBM, まれ に , 皮 
BOR RITPEROTCHH ANZ. BPC, 朋 ら か に 結晶 質 で ある 。 メ ル ニ = ニコ バイ ト 黄 鉄鉱 
以外 の 鉱物 の 放射 状 集合 体 は , まだ , 見 出し て いな い 。 放射 状 体 は , 正負 に 帯電 し た コロ 
ィ ド 料 子 の 結合 に よ つ て 生成 する と 考え られ る (第 1 図 6)。 

皮 毅 状 体 や 放射 状 体 は , 同時 性 堆積 鉱床 と 考え られ て いる ラン メル スベ ペ ベルグ 鉄 床 り や 
ィ タ リー の リ パ リ 島 の 現在 海底 噴気 に よ つ て 生成 し っ つつ あぁ ある 黄 鉄鉱 庁 や に も 見 出さ れ て 
いる 。 

度 殻 状 体 と 放射 状 体 の 組合 せ 同心 円 状 体 の 中 心 部 が 放射 状 体 より な る も の と , OK 
殻 の 一 層 は また は 二 層 が 求 心 的 に 配列 する 黄 鉄鉱 の 細長 い 結 品 よ りな る も の と が ある (第 2 
図 1 Vee 

BBR SV=a TA bP RERORRO—MBM 黄 鉄 鉄 の 結晶 面 の 一 部 に 連続 し て いる 場 
合 も ある (第 2 図 2)。 不 規 則 同 心 三 角形 状 メ タル = コバ イト 医 鉄鉱 や 関 亜鉛 鉄 中 に 点 状 に 


1) Ramdohr, P. : Geol. Jahrb., Bd. 67, 367~495, 1953. 
2) Bernauer, F.: N. Jb. M. G. P., BB. 69-A, 1935. 
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SAAT APS VAINA PRRRD HS これ ら も や は りり コロイド 落 液 か ら の 沈 小 に よ つ て 


生成 し た も の と 老 え ちら れる 2。 


鉱 化 バタ テリ ヤ すべ て の 断面 が 円 に 近い の で , ほ ば 球状 を な する も の と 考え られ る 。 同 


亜鉛 鉄 よ りな る も の と RBGIYASAIDERHSo AB 


BE GKERM IE 0.02~0.007 


mm 大 部 分 は 0.017mm, BARGKEROWME: 0.02~0.007mm 大 部 分 は 0.015~0.013 


mm 640 


Ae 


a 


つて る も 内 部 構造 を 知り えな か つた (第 2 図 5, 第 2 図 6)。 


黄 鉄 鉄 球 は , 同心 円 状 メ ル = コ バイ ト 黄 鉄 然 の 』 


F 心 部 に ある 場合 (第 2 図 3), 


E 銘 鉄 球 は , 同心 円 状 メ ル = コ バイ ト 黄 鉄鉱 の 皮 毅 部 に 不 規則 に 分 布 す る 。 府 人 触 に よ 


Baa a 


SRERMPCHSBA (第 2 図 4), 粒状 黄 鉄 鉄 に 取 巻 か れ て ある 場合 が あぁ る 。 い ずれ の 場 
AS ORBOURYD, 大 き さ と 内 部 構造 は ほぼ 等 し い 。 い いか える と , KETAZRMOBES 


に , その 内 部 構造 を あら わす 。 す な わ ち , BRR, 刻 に つま つた な た, 


性 質 の ちがい に よ つ て , その 大 き さ ゃ や 内 部 構造 が 変る こと は な い 。 Bahic KOT, 


Ln 


SFB ¢ 72 HHIZO 


Spo toda k URE ANS] (3M). BROMOMICIES Va I-N 4 b BRA DSo 
HRMWOKES Siz, 0.003~0.0003mm, 大 部 分 は 0.001mm で あぁ る 。 そ の 配列 は 不 規 
則 で あり , 同心 円 状 ま た は 放射 状 を な すこ と も な く , 硫黄 バク テリ マヤ の 細胞 を 黄 鉄 鉱 が が 交 


代 し た と 差 え られ る よう な 配列 も 見 られ な い 。 


ご の は な 球状 体 は no で 
CNS NS 
WI D AMEN TF YU -rle, WOT, Fe 
草 バ パク テリ マ の 仮 像 と 考え られ た が , 
最近 は , その 説 に 反対 する 人 が 多い 。 

Schouten®) は , 現世 の 硫黄 バク テリ 
ヤ に は いわ ゆる 人 鉱 化 バク テリ マ の は うな 
大 きき さ , 形 , 内 部 構造 を 持つ も の は な さく, 
鉄 化 バク テリ マヤ マ は 硫黄 バク テリ ヤマ の 化石 
形 と も 似 て いな いし , 硫黄 バク テリ マ の 
生理 や 生態 か ら も , 鉄 化 バク テリ ャ は 硫 
BOS 77 UV ORL BAN AWe 
と を 明らか に し な た 。 

NN RER NV 
ャ の 仮 像 で ある と すれ ば , 鉄 化 バク テリ 
ャ は 堆積 性 鈴 訂 のみ に 見 出さ れ , し か 
も , 生成 の 時 代 ゃ 場所 の ちがい に 応じ 
て , その 形態 が 変化 する は ず で ある 。 と 


ころ が , いわ ゆる 鉄 化 バ ク テ リ ヤマ は, 火 山 活動 に よ つ て 物質 を 供給 され て 4 


RZ 


リマ の 内 部 構造 


Ste oh z 


Vea 4 RRR, 百 色 


OBS RGR 


1) 例え ば Ramdohr, P. : 1950, 1953. 前 出 
2) 例え ば Neuhaus, A. : Z. angew. Min., II, 304~342, 1940. 
3) Schouten, C. : Econ. Geol., 41, 517~538, 1946. 
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られ る 同時 性 堆積 鉄 床 に 多く 見 出さ れ て いる と は いえ , BURMA L HR ENTS Rio 
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Tinto DRRMARS Cornwall の 鈴 脈 で も 見 出さ れ て いる リ 。 また , それ は 生成 の 場所 
と 時 代 と に 関係 な く , ほぼ 似 た 大 き さ , 形 , 内 部 構造 を 持つ て いる 。 例 えば, 黄 鉄 鉄 よ り 
な る 鉄 化 バク テリ ヤマ は , 窟 に つま つた 和正 形 ま た は 他 形 の 黄 鉄鉱 粒 の 球状 集合 体 で ある 。 そ 
DRE Sl, FYANANRNT CE 0.0l5mm, メッ ツゲ デン Cx 0.01.0.038mm, FAT 
ZAM 0.017~0.018mm で ぁ る 。 し た が つて , いわ ゆる 鉄 化 バ ク テ リ マ ャ は 硫黄 バク テ 
リャ の 仮 像 と 考え る より る も , 無機 的 成因 に よる も の と 考え る 方 が 受 当 で ぁ る 。 そ の 特有 の 
形 , 大 き さ , 内 部 構造 は 生成 の 時 の 特別 な 物理 的 , 化学 的 条件 の 反映 に すぎ な いと 考え ら 
れる 。 

Ramdohr) も [WHS BME 7 FY VIGIL A NPB AN 7 FV Cael, そ 
の 形 は 単に 機械 的 意味 し か 持た ず , ある 物体 一 それ は 硫黄 バク テリ ヤ ャ で も よい 一 の 周囲 に 
YUBA, 比重, 運動 能 , 表面 な どの 関係 で , 一 定 の 形 と 大 き さ を 示す に すぎ な 
wl と 考え て お り , 「 多 く の 点 か ら は じ ま つ た 黄 鉄 鉄 ゲ ル の metacolloidal crystalli- 
zation を 示す 」 と の Rust の 説 に 状 成 し て いる 。 彼 等 の 説 は , FCOBLFVE CPs 
し た も の が いわ ゆる 鉄 化 バク テリ ヤマ に な つた と の 説 で ある 。 

SC, 五条 の 鉄 化 バク テリ ヤ を 考え て みる と , 無機 的 成因 に よる こと は 間違い で な い が , 
その 産 状 や 内 部 構造 は , Ramdohr や Rust の 説 で は 矛盾 な く 説 明 す る こと が で き な 
Wo すなわち , MRRKAC LY BAN CRRBROAFET SOL, PRO Bh ics 
ぽ 同 じ 大 き さ の 慕 鉄 鉄 球 が 不 規則 に 分 布 す る こと , CORREA BIO FOr BR 
灯 よ りな る こと , 皮 此 状 体 の 皮 上 毅 の 数 層 を 切る 関 亜 錠 鉄 が ある こと な ど を 説明 し えな い 。 
た と えば , AK KRBCRORBPRKRMT VAIS Nis, PGK LE BRKT VO 
五 層 を 生ずる は ず で ある し , も し 何 か 都 合 の いい 物体 を 核 と し て 球状 体 を 生ずる と し て 
%, それ ら が すべ て 同じ 大 き さ , 形 を 持つ と は 老 え られ な いし , RRAEATFVOAR 
Gh L CHRROMORGARICRZ LEDER SNE 

球状 体 の 産 状 は , MOA CSEML SN 72FRIR AAS LRA RRR RR EBL DO HS 
BRC CAR LBAMEAAIHMBSNZo BGT, 球状 体 を 人 和信 ん で いた 系 は 分 散 
系 で あぁ あり, 分散 系 に 浮遊 し て いた 1pm~30p の コロ イド 粒子 が いく つか 結合 や し て , 一 
定 の 大 き さ 以 上 に な り , も は や 懸 湯 で き な く な り , 沈降 し , 堆積 し た も の が いわ ゆる 鉱 化 
BITFVXCHAEBAD 

FeS © ZnS の コロ イド 粒子 の 臨界 半径 は 非常 に 小さ い 。 し た が つて , FeS © ZnS 
の lp 以上 の 粒子 を 含む 粗 粒子 分 ツ 散 系 (サス ペン ジョ ン ) を 生ずる た め に は , それ ら の 
灯 子 を 重力 に 抗 し て 浮遊 させ る 力 が 必要 で ある 。 そ の 力 は , ここ の 場合 は , 火山 活動 に 


1) Ramdohr, P. : 前 出 , 1£53. 

2) MEORAI LOT 304 FRFA 成長 する 過程 の 研究 に は 次 の よう な も の が 
あぁ る 。 (Kolthoff, L. M. : Proc. Koninkl. Nederland Akad. Wetenschap, 40, 
82, 1937. Nemtsova & Collaborators : Doklady Akad. Nauk., S.S. S. R., 
W7, 297, 1951.) ibid:, 80, 615, 1951.) 

3) Em - HAS : : 分 散 系 , 岩波 講座 現代 化学 , 1 1, 1956. 


Burton, E. F. : The physical properties of colloidal solution 
4) Kruyt, H.R. : Colloid Science, 1, 1952. 
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よる も の と 考え られ る 。 ち よう ど , 上 昇 気流 に よ つ て 水滴 (400<3p)) Bs, Mirko 
FORE (0p DLE)Y が 冠 気 中 に 浮上 させ られ る よう に , . 拓 山 活動 に よる 噴気 また は 
WES KOC, 分 散 媒 中 に 浮上 させ られ た 鉄 物 粒 が , ちよ うど , 水滴 が いく つか 結合 し て 
雨 滴 を 生ずる よう に , いく つか 結合 し て 球状 体 を 作り , 一 定 の 大 きき さ 以上 に な つた も の が 
沈降 し , BEBUIRRRP ROR REL OA RL OOD SI OHERL 72S OBO DD SHEN TT 
リヤ ャ で ある と 考え られ る 。 もし, CLOBABELUNE, 球状 体 の 大 き さ は 分 散 媒 と 分 散 
質 の 密度 差 , DBO, KF OR, 料 子 の 吸着 物 や 保護 朋 質 の 量 と 性 質 , 地質 学 的 
agitation の 様式 と 強 さ な ど に よ つ て 決定 され る 。 し た が つて , 世界 的 に , 時 代 の 新旧 を 
toy, ほぼ 似 た 大 き さ , 形 , 内 部 構造 を 持つ 球状 体 が 見 出さ れ て いい わけ で ある 。 
Wie, 4B IC OW CHA TCA ZnS や FeS の サス ペン ジョ ン を 生ずる た め に 
は , 分 散 媒 が 酸素 を 含ん で いて は いけ な い 。 BRESET, し か る も, 噴気 また は 叶 流 に よ 
つて 鉱物 粒 が 浮上 させ られ た と き , FRC, 多量 の 硫化 鉱物 の 凝結 を 起 し うる よう な 分 散 
HELL Cla, 停 潮 し て いる 海水 また は 汽水 が 最も 好都合 で ある 。 し か し , まれ に は 分 散 媒 
が 流動 する 熱 水 液 で あつ て も いい わけ で ある 。 HE RVFV, ラン メル スベ ル グ は 前 の 
よう な 場合 で あり , コー シン ウォール は 後 の ょ うな 場合 で あろ う 。 

金屋 湯 鉱 床 の 場合 , 九 尾 層 の 凝灰岩 や 尋 緑 岩 の 生 成 に 関係 する 炎 山 活 動 に た よ つ て も た ら 
され た 物質 一 一 海水 や 汽水 また は 底 泥 中 に は , 鉄 床 を 生じ うる に 十分 な 量 の 鉄 や 硫黄 は 含 
まれ て いな い ^* OC, 鉱床 を 構成 する 元素 の 大 部 分 は , 火山 活動 に よ つ て も た ら さ れ た 
と 考え られ る OS, 海水 また は 汽水 に 出会い その 一 部 は 粒状 黄 鉄 鉄 と な り , 他 の 一 部 
は コロ イド 和 粒子 と な つた 。 DPRUROSCAROBMRICEOT, BRL RAFI IRL 
To コロ イド 粒子 の 一 部 や 粒状 黄 鉄 鉄 の 一 部 は 噴出 する 気体 また は 液体 に た よ つ て 水中 に 浮 
上 させ られ た 。 そ れ ら の 粒子 は 結合 し 球状 体 を つく り , 一 定 の 大 き さ 以 上 に な る と , 沈降 
し , EEBER ARS BORER OAPI AER S EDT, いわ ゆる 鉄 化 バク テリ ヤマ ャ と な つた と 閉 え 
られ る 。 


ar Se 8 め 

五条 録 山 金屋 淵 鉱床 は , 一 種 の 変成 鉄 床 で ある 。 原 鉱床 は 同時 性 堆積 鉱床 と 壮 え られ 
So コロ イド 組織 を 持つ 鉄 石 が 見 出さ れ , メル = コバ イト 黄 鉄 鉄 や 鉄 化 バク テリ ャ が 見 吊 
され た 。 いわ ゆる 鉄 化 バク テリ マ は 分 散 媒 中 に 浮遊 し て いた コロ イイ ド 灯 粒 子 の 結合 に よ 
つて 生じ た 球状 体 が 沈 積 し た も の で ある と 閉 え られ る 。 分 散 媒 は 海水 また は 流水 で あつ た 
と 考え られ る 。 

終り に , 終始 , 御 指 導 と 御 批判 を いた だ いた 広島 大 学 理学 部 地質 学 鉄 物 学 孝宏 の 木野 崎 
A, 迎 助教 授 , 添田 教官 お よび 五条 鉱業 所 の 国 田所 長 , 尾関 技師 に 厚く 感謝 する 。 

本 研究 に 要 し た 費 用 の 一 部 に は 文部 省 科学 研究 助成 人 金 を 用 いた 。 


1) Gibbs, W.E. : Cloud and Smoke, London, 1924. 
資 原 : 地球 化学 , 岩波 講座 現代 化学 2, C, 1956. 

2) 菅原 fe : ATH, 1956. 
Sugahara, K., Koyama, T. & Kozawa, A. : J. Earth Sci. Nagoya Univ., 
1, 17~23, 1953. Koyama, T. & Sugahara, K., ibid., 24~ 34. 
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岩石 の 吸水 量 比 と 耐圧 強度 と の 関係 に つい て (第 2 FR) 


On the reference of the absorption ratio of water and 
the bearing—power of the rocks (2nd report) 


@ # MS ie (Fumio Kuramochi)* 


is a3 
WB RRC BU 4 BARA IN EGRESS AER REC BU SIMERME EDD, 一 
般 に 小さ い 数 値 を 示し て いる リタ 。 BEMORRMREICBY Cs, WIBREL LTO 
中 養生 期間 を 変化 させ た 場合 , その 耐圧 強度 は 吸水 量 比 と 密接 な 関係 に あり , 吸水 量 比 の 
増加 と 耐圧 強度 の 低下 と は , ほ ば 比例 関係 に ある こと が 知れ た 。 

本 報 文 に た に お いて は , それ を 砂岩 に つい て 試験 し た も の で , 試料 と し て 東京 都 西多摩 郡山 
多摩 町 水 根 附近 に 分 布 す る , ジュ ラ 紀 小河 内 層 群 座 ノ 巣 出 層 や や に 属す る も の を 用 いた 。 
探 取 個所 は 小河 内 ダム の 坦 敷 内 で , 3 個所 か ら 砂 岩 塊 1 個 ずつ 計 3 個 (A, B,C) を 採取 
し , 順次 試験 を 行 つ た 。 そ の 結果 , 耐圧 強度 は 吸水 量 比 と 密接 な 関係 に あり , 第 三 紀 の 石 
英 関 緑 岩 と 同様 吸水 量 比 の 増加 と 耐圧 強度 の 低下 と は 比例 関係 に ある 。 また 本 試験 に お い 
て , 弾性 係数 ・ 見 掛け 比重 ・ 吸 水 率 ・ 有 効率 の 測定 を も 行 つ た 。 

2. gt 料 

“Pb Ob BORER S k UAE N50~70°W, 60~80°NE で , 試料 採取 の 
際 に , あら か じ め 附 近 の 地層 耐 を 岩 塊 に 記載 し , 供 試 体 作成 に あ た つ て 地層 面 を 荷重 面 と 
る うだ る 

試料 は 暗 灰 色 の 堅 硬 統 密 塊 状 の や や 石灰 質 の 砂岩 で , これ を 鏡 下 に みる と (第 1 図 ), 
主 に 亜 角 春 状 の 石英 ・ チ ャ ー ト ・ 欠 長石 ・ 正 長石 か ら な り , それ ら の 粒 径 は 0.2~0.8m 
m 程度 で ある 。 その 他 磁 鉄 鉄 ・ 緑 混 石 ・ 黒 雲母 ・ 焼 灰 石 も 認め られ る 。 3 個 の 砂岩 の 成 
分 を granular components—intergranular detritus に 分 ける と , 第 1 表 お よび 第 2 
図 に 示す 通り で , それ ら は subgraywacke に 相当 する ")。 

3. 測 定 
第 1 ABR. BK 40cm の 砂岩 (A) か ら 5x5x0.5cm Aye 3fHt, 5x5x5cm 


oil 


* 東京 都 水 道 局 
1) APRICHE : 地学 , 64, 148~151, 1955. 
2) 倉持 文雄 : BGK, 41, 200~210, 1957. 
3) 藤本 治 義 : 秩父 多 座 国 立 公 園 の 地質 , 6~9, 1953; 関東 地方 , 日 本 地方 地質 
26, 17~19, 1953. 
4) 藤本 治 義 ・ 鈴 木 道夫 : 小河 内 文化 財 総 合 調査 報告 ) 1, 9~18, 1957, 小河 内 
層 群 を 4 層 に 分 類 し , GI RUBt Put RAL TH So 
5) Pettijohn, F. J. : Sedimentary Rocks, 227~228, 1948. 
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第 2 図 
Intergranular detritus 
< 0.02 mm 
ava 
FELDSPAR QUARTZ 
(and chert) 
Granular Components >0.02 mm 
B FN ese) aC 
開放 = ヌル (x5) 
GB ol ge 
| A B © 
Quartz | 66.14 % | 64.34 % | 62.87 9% 
Feldspar | 0.62 1.03 | DY 
Intergranular detritus | 33.24 34.63 | 34.94 
Total | 100.00 100.00 = 100.09 
第 2 #& 
試料 番号 Wig | Wag Wg | RENT LERE| 吸水 率 % | APFLER 96 
Ao 83.59 || 21-83" | 33:68 2.72 | 0.268 | 0.729 
We | 33.63 PAlseKG) || BG hs af 0.268 0.728 
3 $3.83) alee: 33.92 Dit | 0.266 On721 
B=i | 33.23 | 20.89 33.28 | 2.68 | 0.150 0.408 
Ys CHE Al! ) 20587) 33.26 2.68 | 0.151 0.403 
3 | 33.46 21.00 SO | 2.67 | 0.149 0.399 
(= | 342525 21.66 34.33 2.70 0.234 0.631 
Z | ML Oye: | PcG. 34.30 2.70 | 0.234 0.631 
3 34.25 Pile) |) GYRE. ! | 2.70 | 0.263 0.709 
第 3 # 
} VY TR | 体積 弾性 率 | 剛性 率 
試料 希 号 dyne/cm? | ポア ッ ソ ン 比 dyne/cm? | dyne/cm?2 gage type 
0 Se SON «1011 _ 
A— I] 8.34 O19 os 4.48 | 3.00 Saul 
2 Wace 0.16 3.68 3.18 a 
P=1 | “eae 0.21 5.49 4.50 Ce i 
Y Srila 0.20 3.91 | 3.42 i 
Coy CS 0.21 S75 2.70 Cast 
2. |) = 6:07) 0 3.90 2.90 ” 
_—_-—_—————— 
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立方 状 供 試 体 を 14 PERL ro MB OBH IRENE - DOR - AFLROME 2 eH 
CBI, 後者 の 供 試体 は 吸水 量 比 ・ 春 圧 強度 ・ 弾 性 係数 の 測定 用 の 試料 と し た 。 

(1) ah + 3 個 の 岩 片 を 110°C 以下 の 束 燥 器 中 に 放置 し , 卒 気 浴 に て 断続 加熱 し 
THUR EES. El CAMA EL 2S ECHL CH, 20°C HBA CHET So Z 
' れ に 要 し た 時 間 は 26 時 間 で あぁ る 。 次 に 20°C 恒温 万 内 に お いて 大 気圧 の も と で 蒸 滴 水 
(18.5°C) FUL, 水分 が 完全 に 飽和 状態 に 達する まで , ME CHMERL ASE CH 
溜 水中 に 放置 する 。 そ れ に 要 し た 時 間 は 48 ACH S. LORE EAB (18.5°C) 中 
CREEL, さら に 座 気 中 で 称 量 し て 見 掛け 比 量 ・ 吸 水 率 ・ 有 有 孔 率 を 既報 告 り と 同じ 方 法 
で 求め た 。 そ の 結果 は 第 2 表 に 示す 通り で あぁ る >。 

(2) 供 試 体 : 14 個 の 供 試 体 を 110°C 以下 の 整 燥 器 中 に 放置 し , 卒 気 浴 に て 断続 加 
AL, それ が 恒 量 " (W) と な る まで 乾燥 させ る 。 そ れ に 要 し た 時 間 は 293 時 間 で ある 。 

これ ら 14 HORE desiccator 中 に 移し , 常温 に な る の を まつ て 2 価 ず つの 7 組 
に 分 け , 湿 澤 期間 を それ ぞ れ 0 分 ・10 分 ・3 時 間 ・1 日 ・3 下 ・10 日 ・30 日 と し た 。 
完 潤 期間 0 分 と は 整 燥 状態 の も の で あぁ あり, あぁ あわせ て 弾性 係数 の 測定 用 と し た 。 そ の 他 は 消 
水中 に 浸し た も の で , 湿 湯 期間 は 水中 状 生 期間 を 示し て いる 。 供 試体 を 清水 中 に 浸 し た 当 
初 , その 表面 に 細 気 泡 が 付着 する の で , た え ず 毛筆 で 拭い 気泡 の 付着 し な いよ うに 努め 
TES 

水中 養生 期間 が 終了 し た な ら ば , 直ちに 清水 中 か ら 供 試体 を 取り 出し , その 表面 に 付着 
し て いる 水 を 拭い と り , BAPCHEL CLOROEBE (W’) を 求め , 吸水 量 比 を 算出 
する 。 こ れ ら の 操作 は 20°C 恒温 室内 で 行 つ た も の で , 全 期 間 を 通じ 清水 の 温度 は 19.2 
~20.4°C で ぁ つ た 。 さら に 供 試 体 を アム スラ ー 型 試験 機 に より , 荷重 を 徐々 に 加え て 磁 
BL, その 時 の 耐圧 強度 を 求め た 。 この 場合 の 荷重 速 度 は ほ ぽ 一定 と し , 1 秒間 あぁ た り 
lkg/cm? と 規定 し た 。 ま た 試験 機 の 加 圧 板 と 供 試体 荷重 面 の 間 に attachment を 用 い , 
さら に 紙 感 を は さん で 偏 荷 重 を で きる だ けさ ける よう に し た 。 荷重 面 は 各 供 試体 と も 同一 
位 の 地層 面 で ある 。 

憶 性 係数 の 測定 に あぁ た つて は , 乾燥 状態 に ある 供 試体 の 荷重 面 以 外 の 4 面 の 中 央 に Wi- 
re strain gage”) を 1 個 ず つ 接 着 さ せる 。 そ の 測定 方 法 は 既報 告 3) の 通り で あぁ る 。 

この 測定 値 か ら , 荷重 と 単位 長 さ に 対す る 変化 ((41/1|) の 図表 (第 3 図 ) を 作成 し , 
比例 関係 に ある 範囲 に お いて 弾性 係数 を 算出 し た 。 また 耐圧 強度 は 破壊 克 重 か ら 求 め た も 
の で あぁ ある 。 そ れ ら の 結果 は 第 3 表 , 第 4 表 お よび 第 4 図 に 示す 通り で ある 。 

WB 3 日 の 吸水 量 比 は 0.0536~0.0595, 同じ く 30 日 の 吸水 量 比 は 0.1307 へ 0.1 
400 で ぁ り , WE (A) の 吸水 率 は 0.266~0.268 (第 2 表 参 照 ) で ある か ら , 前 者 は 吸 
水 率 の 約 21%6, 後者 は 同じ く 約 51% を 示し て いる 。 

湿潤 期間 3 日 の 耐圧 強度 は 2,128.3~2,200.8 kg/cm’, 同じ く 30 日 の 耐圧 強度 は 
1,692.0~1,815.3 kg/cm? GH), 束 燥 状態 の 耐圧 強度 は 3,312.0~3,420.0 kg/cm? 


1) 倉持 文 雄 : BB, 40, 235, 1956; 41, 76~77, 1957. 

2) Type S-11, gage length 15mm, gage resistance 119.82, gage factor 
1.98. 

3) ARCH : BO 40, 236~237, 1956. 
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で ある か ら , 前 者 は 加 燥 状態 に お ける 面 圧 強度 の 約 6496, 後者 は 同じ く 約 51% を 示し 
TWH 

砂岩 (A) ODUM HK em bh, それ 以降 は 繧 慢 と ん な る 。 ま な た 耐圧 強度 
は 整 燥 状態 に お いて 最も 大 きく , 水中 養生 に 伴 つ て 急激 に 減少 し , それ 以降 は 緩慢 と な 
る 。 そ し て 吸水 量 の 増加 と 面 圧 強度 の 減少 と は 密接 な 関係 に ある こと が 認め られ る 。 

第 2 回 試験 。 径 約 40cm の 砂岩 (B) か ら 5x5x0.5cm BH 3fHL, 5x5x5Scm 
立方 状 供 試 体 を 14 個 作 成 し た 。 前 試験 と 同様 , 岩上 片 は 見 掛け 比重 ・ 吸 水素 ・ 有 孔 率 の 測 
FEC BBSRC, 供 試体 は 吸水 量 比 ・ 面 圧 強 度 ・ 紅 性 係数 の 測定 用 の 試料 と し た 。 HR 
要領 は 前 回 試験 と ほ ば 同様 で ある 。 

GQ) 岩 片 : 3MOBHe 110°C 以下 の 束 燥 器 中 に 放置 し , 鶴 気 浴 に て 継続 加熱 し て 
BUR SUS. そし て 試料 が 恒 量 と な る まで 放 置 し て 後 , 20°C (HREA CHET SZ. In 
に 要 し た 時 間 は 48 時 間 で あぁ る 。 次 に 20°C 恒温 春 内 に お いて 大 気圧 の も と で IK 
(19.4°C) 中 に 浸し , 水分 が 完全 に 飽和 する まで 蒸溜 水中 に 放置 する 。 SHEL EB 
は 100 時 間 で ある 。 この 試料 を 蒸溜 水 (19.6°C) CREEL, A SiC WM CHMEL TC 
見 掛け 比重 ・ 吸 水 率 ・ 有 孔 率 を 既報 告 り と 同じ 方 法 で 求め た 。 その 結果 は 第 2 表 に 示す 
通り で ある 。 

(2) {eR : 14 (OPAL 110°C DLE OBER ICEL, 裕 気 浴 に て 継続 加 
熱し , それ が 恒 量 (W) と な る まで 東 燥 させ る 。 それ に 要 し た 時 間 は 138 時 間 で ある 。 

これ ら 14 個 の 供 試体 を desiccator 中 に 移し , 常温 に な る の を まつ て 2 個 ず つの 7 組 
に 分 け , 況 汐 期 間 を それ ぞ れ 0 分 ・30 分 ・3 時 間 ・1 日 ・3 日 ・10 日 ・30 日 と し た 。 
洛 澤 期間 0 分 と は 束 燥 状態 の も の で , あわ せ て 弾性 係数 測定 用 と し た 。 そ の 他 は 20°C 恒 7 
UREA BV CHAIR L LOT, 全 期 間 を 通じ その 水温 は 19.5.21.4°C Co * 


1) @PECHE : 岩 伏 40, 235, 1956; 41, 76~77, 1957. 
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G4 
試料 | 荷重 面積 PETE) 耐圧 給 度 | BRE | BRE | 吸水 量 比 
= =e = eal 2. ae 100 澤 温 期間 
番号 cm ton | kg/cm? Ww = ol OW. 
S| Wr 06 
A—1| 25.00 85.5 | 3,420.0} 335.91 = == 0 
2 | 25.00 82.8 | 3,312.0 | 336.21 ae a 0 
3 | 24.95 71.1 | 2,849.7} 335.08 | 335.11 0.0090 104) 
4| 2.09 72.8 | 2,912.0} 335.75 | 335.78 0.0989 1045 
5 | 24.95 59.3 | 2,376.8 | 335.54 | 335.60 0.0179 3 時 
6| 25.00 62.6 | 2,504.0 | 335.53 | 335.59 0.0179 3 時 
7 | 25.05 59.1 | 2,359.3 335.91 | 336.04 0.0387 17 
8 | 24.95 60.4 | 2,420.8 | 335.51 | 335.65 0.0417 18 
9| 24.95 53.1 | 2,128.3 | 336.05 | 336.25 0.0595 3A 
10 | 24.90 54.8 | 2,200.8 | 335.73 | 335.92 0.0536 348 
11 | 25.05 54.2 | 2,163.7| 335.63 | 335.91 0.0334 104 
12 | 25.09 53.4 | 2,136.0} 335.63 | 335.92 0.0864 104 
13 | 24.90 45.2 | 1,815.3 | 335.83 | 336.30 0.1400 30 
14 | 25.00 42.3 | 1,692.0 | 336.75 | 337.19 0.1307 308 
B—1| 25.10 | 90.8 | 3,617.5| 332.83 = a 0 
2| 25.10 91.7 | 3,653.4 | 333.74 = = 0 
3 | 25.10 68.9 | 2,745.0 | 332.95 | 333.03 0.0240 304} 
4| 25.15 69.4 | 2,759.4| 333.78 | 333.85 0.0210 3045 
5 | 25.05 64.2 | 2,562.9] 333.10 | 333.21 0.0350 3 時 
6 | 25.10 66.4 | 2,645.4) 333.47 | 333.57 0.0360 3 
7| 25.10 64.5 2,569.7 333.07 | 333.28 0.0830 if 
8| 25.10 | 66.2 | 2,637.5 | 332.68 | 332.91 0.0691 18 
9| 25.05 | 54.8 | 2,187.6 | 332.69 | 333.02 0.0992 3A 
10 | 25.10 56.9 | 2,266.9 | 332.91 | 333.24 0.0994 38 
11 | 25.10 63.5 | 2,529.9} 333.20 | 333.58 0.1140 104 
12 | 25.10 58.9 | 2,346.6 | 333.29 | 333.63 0.1020 104 
13 | 25.10 61.6 | 2,454.2] 333.82 | 334.19 0.1108 308 
14 | 25.10 62.4 | 2,486.1| 333.26 | 333.64 0.1140 | 304 
C—1| 25.10 70.9 | 2,824.7| 336.38 = a 0 
2| 25.05 69.6 | 2,778.4 | 335.99 <3 wt 0 
3 | 25.05 65.3 | 2,606.8 | 336.09 | 336.20 0.0327 | 304} 
4] 25.05 66.1 | 2,638.7 | 336.04 | 336.14 0.0298 304) 
5 | 25.15 58.6 | 2,330.0 335.76 | 335.89 0.0387 3 時 
6| 25.15 58.1 | 2,310.1 | 335.53 | 335.66 0.0387 Sie 
7| 25.05 49.3 | 1,968.1 | 336.63 | 336.83 0.0683 | 14g 
S| 28.15 48.6 | 1,932.4 | 335.62 | 335.85 0.0685 1 
9 | 25.05 47.2 1;884.2 | 336.23 | 336.52 0.0863 3A 
10 | 25.10 49.6 | 1,976.1| 336.94 | 337.22 0.0831 38 
11 | 25.05 51.8 | 2,067.9 | 335.90 | 336.34 0.1310 104 
12 | 25.05 53.2 | 2,123.8 | 336.39 | 336.85 0.1367 104 
13 | 25.05 50.1 | 2,000.0 | 335.24 | 335.83 0.1760 30 4 
14 25.10 51.5 | 2,051.8 | 335.39 | 335.98 0.1759 304 
Eile AE aS AE ok aan SET Tm. 
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Tro 水中 養生 期間 が 終了 し た な ら ば , 直ちに 清水 中 か ら 供 試体 を 取り 出し , その 表面 に 付 
着 し て いる 水 を 拭い と り , BRP CREL CLOROEE (W’) ERD, 吸水 量 比 を 算 
出す る 。 そ れ ら の 操作 お よび 耐圧 強度 試験 の 要領 は 前 回 試験 と 同様 で ある 。 

弾性 係数 の 測定 に あぁ つて は , MEE (地層 面 ) 以外 の それ に 垂直 な 任意 の 1 面 の 中 央 に 
Wire strain gage!) を 1 個 接 着 さ せる 。 こ の gage に よ つ て 共 重 方 向 の 短縮 と , それ に 
直交 方 向 の 延長 と を 測定 する 。 そ の 測定 方 法 は 既報 告 ^ の 通り で ある 。 

この 測定 値 か ら , 荷重 と 単位 長 さ に 対す る 変化 (| 4l/1|) の 図表 (第 3 図 ) を 作成 し , 
比例 関係 に ある 範囲 に お いて 弾性 係数 を 算出 し た 。 そ れ ら の 結果 は 第 3 表 , 第 4 表 お よび 
A 図 に 示す 通り で ある 。 この Wire strain gage は 同一 供 試 体面 に お いて , 短縮 お よ 
び 延 長 を 測定 し うる の で , 仮り に 偏 荷 重 が 若干 作用 し た と し て も , それ に よる 誤差 は 僅 紗 
で ある 。 

湿 澤 期間 3 日 の 吸水 量 比 は 0.0991~0.0992, 同じ く 30 日 の 吸水 量 比 は 0.1108~0.1 
140 で あり, WH (B) の 吸水 率 は 0.149~0.151 (B2HBM) CHAK, 前 者 は 吸 
水 率 の 約 6696, 後者 は 同じ く 約 759% を 示し て いる 。 

WELAR 3 日 の 耐圧 強度 は 2,187.6~2,266.9 kg/cm2, 同じ く 30 日 の 耐圧 強度 は 2, 
454.2~ 2,486.1 kg/cm? で あぁ あり, 整 燥 状態 の 耐圧 強度 は 3,617.5 へ 3,653.4 kg/cm? で 
ある か ら , 前 者 は 乾燥 状態 に お ける 耐圧 強度 の 約 61%, 後者 は 同じ く 約 68% を 示し て 
いる 。 

砂岩 (B) の 吸水 作用 は 砂岩 (A) と 同様 , 短期 間 に 急 激 に 行わ れ , それ 以降 は 緩慢 と 
な る 。 耐圧 強度 も 同じ く 齋 燥 状態 に お いて 最も 大 きく , 水中 養生 に 伴 つ て 急激 に 減少 し , 
吸水 量 の 増加 と 耐圧 強度 の 減少 と は 密接 な 関係 に ある こと が 認め られ る 。 

第 3 回 試験 。 径 約 40cm の 砂岩 (C) か ら 5x5x0.5cm 岩 片 を 3 個 と , 5x5x5cm 
立方 状 供 試体 を 14 個 作 成 し た 。 前 試験 と 同様 , 岩 片 は 見 掛け 比重 ・ 吸 水 率 ・ 相 孔 率 の 測 
Ee GUAR IC, 供 試 体 は 吸水 量 比 ・ 面 圧 強度 ・ 弾 性 係数 の 測定 用 の 試料 と し た 。 試験 
要領 は 前 回 試験 と 同様 で ある 。 

(1) a: 3 個 の 岩 片 を 110°C 以下 の 乾燥 器 中 に 放置 し , ZeReIc Ct RABE MAM TC 
HOR SS. 試料 が 恒 量 と な る まで 放置 し て 後 , 20°C HBA CHET SZ. CNIEL 
た 時 間 は 48 時 間 で ある 。 次 に 20°C 恒温 窟 内 に お いて 大 気圧 の も と で 蒸 汐 水 (20.6 
21.0°C) 中 に 浸し , 水分 が 完全 に 飽和 状態 に 達する まで IDK IETS. それ に 要 
し た 時 間 は 100 時 間 で ある 。 この 試料 を 蒸溜 水 (20.7°C) PCHREL, さら に 和裕 気 中 で 
衝 量 し て 見 掛け 比 軍 ・ 吸 水 率 ・ 有 孔 率 を 既報 告 う 3 と 同じ 方 法 で 求め た 。 その 結果 は 第 2 
表 に 示す 通り で ある 。 

(2) 供 試 休 : 14 個 の 供 試 体 を 110°C 以下 の 乾燥 器 中 に 放置 し , 容 気 浴 に て 断続 加 
FAL THE (W) と な る まで 東 燥 させ る 。 そ れ に 要 し た 時 間 は 199 時 間 で ある 。 

これ ら 14 個 の 供 試体 を desiccator 中 に 移し , 常温 に な る の を まつ て 2 価 ず つの 7 組 


1) Type C-1, 2 軸 90 度 直行 , gage length 21mm, gage resistance 120.0 
0 2(+0.3%%), gage factor 2.08 


2) A RPSCHE : ek 41, 77~78, 1957. 
3) 倉持 文 雑 : Ok 40, 235, 1956; 41, 76~77, 1957. 
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に 分 け , MEM Znen 04>-304- 3 1a- 38-108 -308tL Ko 
VEER O 4) ILE RED DOT, あわ せ て 弾性 係数 測定 用 と し た 。 そ の 他 は 20°C te 
MBAS THKAIRLE DOT, 全 期 間 を 通じ その 水温 は 20.8~21.3 °C CHRD 
た 。 水中 養生 期間 が 終了 し た な ら ば , 直ちに 清水 中 か ら 供 試体 を 取り 出し , その 表面 に 付 
着 し て いる 水 を 拭い と り , BACHE (W’) し , 吸水 量 比 を 算出 する 。 これ ら の 操作 . 
お よび 耐圧 強度 試験 の 要領 は 前 回 試験 と 同様 で ある 。 

弾性 係数 の 測定 に あぁ た つて は , 荷重 面 HEH) 以外 の それ に 垂直 な 任意 の 1 面 の 中 央 - 
に Wire strain gage!) を 1 個 接 着 さ せる 。 この gage に よっ つて 荷重 方 向 の 短 繕 と , そ 
れ に 直交 方 向 の 延長 と を 測定 する 。 試 験 方 法 は 前 回 と 同様 で , この 測定 値 か ら 荷 重 と 単位 
長 さ に 対す る 変化 (| 41/1|) の 図表 (第 3 図 ) を 作成 し , 弾性 係数 を 算出 し た 。 それら の. 
結果 は 第 3 表 , MABE LUBA MICRITBY CHS. 

WB 3 日 の 吸水 量 比 は 0.0831 へ ~0.0863, 同じ く 30 日 の 吸水 量 比 は 0.1759 ~. 
0.1760 で あり, 砂岩 (C) の 吸水 率 は 0.234 へ 0.263 (第 2 表 参 照 ) で ある か ら , 前 者 は 
吸水 率 の 約 34%, 後者 は 同じ く 約 71% を 示し て いる 。 

WEE] 3 A の 耐圧 強度 は 1,884.2~1,976.1 1g/cm*, 同じ く 30 理 の 耐圧 強度 は 
2,000.0~2,051.8 kg/cm* で あぁ あり, 束 燥 状態 の 耐圧 強度 は 2,778.4~2,824.7 kg/cm® 
で ある か ら , 前 者 は 加 燥 状態 に お ける 耐圧 強度 の 約 69%, 後者 は 同じ く 約 729 を 示し 
て いる 。 

Be (C) の 吸水 作用 は 砂岩 (A. B) と 同様 , 短期 間 に 急 激 に 行わ れ , それ 以降 は 緩 
(BLA. 耐圧 強度 る も 同じく 齋 燥 状 熊 に お いて 最も 大 きく , KPA HOC IRS 
し , 吸水 量 の 増加 と 耐圧 強度 の 減少 と は 密接 な 関係 に ある こと が 認め られ る 。 


4. 結 語 

各 試 料 と る 測定 試験 の 方 法 は ほ ぽ 同様 で , BEE BRL CEN ETAL Chk pg 
生 を 行い , 水中 養生 最 間 が 終了 し た な ら ば 深水 中 か ら 取 りり 出し, 供 試 体 の 表面 に 付着 し て 
いる 水分 を 布 で 拭い と つて 行 量 し , さら に 強度 試験 を 行 つ た も の で ある 。 

その 結果 , 耐圧 強度 は 各 試 料 と も る 束 燥 状態 に お いて 最大 を 示し , 水中 養生 に 伴 つ て 急激 
に 低下 し , 3 日 以降 の 低下 は 緩 優 で ある 。 そ し て 3 日 の 耐圧 強度 は 乾燥 状態 に お ける 強度 
の 60~70% を 示し て いる 。 ま た 吸水 作用 る 清水 中 に 浸す と 同時 に 速 か に 行わ れ , 3 日 以 
降 は 同じ く 緩 慢 と な る 。 - 
EDS SPIRE DAZMBEIEKHICAT £, 急速 に 吸水 作用 が 行わ れ , Snrichtoc it 
圧 強 度 る 急激 に 減少 し , 3 日 以降 の 変化 は と も に 緩 優 と な る 。 そ し て 第 三 紀 の 石 甘 図 緑 岩 
と 同様 , 吸水 量 比 の 増加 と 耐圧 強度 の 低下 と は 比例 的 な 関係 に ある 。 水中 養生 に 伴う 吸水 
作用 お よび 耐圧 強度 の 変化 の 割合 は 石英 図 緑 岩 の 方 が , Wak) OILS CHS. 
とれ は 石英 図 緑 岩 が 完 卓 質 で 有 孔 率 の 大 な る た めで あろ 3 う 。 

終り に の ぞ み , 種々 御 教示 を 賜 つ た 小河 内 貯水 池 建 設 事務 所 長 佐 藤 志郎 氏 に 対し 深 基 な 
る 感謝 の 意 を 表す る 。 


1) Type C-1, 2 軸 90 度 直交 
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北海 道 空知 炭田 互 獅 層 群 上 部 の 粘土 鉱物 組成 変化 


Variation in clay mineral composition of the upper 
Ishikari group in Sorachi coal field, Hokkaidé* 


鈴木 好 — (Koiti Suzuki)** 
北 崎 = 香 (Umeka Kitazaki)** 


Abstract : In muddy rocks of the upper Ishikari group of the Sorachi 
coal field, halloysite, montmorillonite, illite and mixed layers of montmo- 
rillonite and illite occur almost always in association with one another. 

The lower Corbicula-bearing, Woodwardia and upper Corbicula-bearing 
formations are characterized by frequent occurrences of samples richer in 
3-layer clay minerals, i.e. montmorillonite, illite and their mixed layers. 
No such sample has been found in the Ashibetsu formation, except its 
basal part in Ashibetsu district. In this district, the upper part of the 
formation is showing frequent occurrences of samples richer in halloysite 
of 2-layer structure. 

A probable correlation is suggested between this stratigraphical change 
in clay mineral composition and that found in the lower part of the Iku- 
shunbetsu formation of the Yubari coal field. 


ZEST A ORT POKER DATS H2R” CMP BIBREBLD YLHO 
PARI» ER LABS - BOR RB PORARNL, この 地方 で は 大 体 稼 行 の 対象 に な 
つて いな い の で , 粘土 に つい て る も 寺内 で 充分 な 試料 を と る こと が で き な か つた 。 

た と えば , 芦別 と 上 部 晶 介 の 両 団 層 に 対し て は 北部 の 三井 砂川 地域 で 試料 を と つた だ け 
で , 南部 の も の と の 比較 検討 が で き な か つた し , 開 歯 と 下部 上 由 介 こい た つて は , 三井 美唄 
BR ORDA Ci & 5 DU? RAUB BOH - TROBE FE HBL CL DPE ata, 
全 地 域 を 通し て ほん の 人 参考 程度 の 試料 し か 得 ら れ て いな い の で ある 。 

し た が つて , この 地方 の 北部 で は 美唄 と 羊 歯 の 両 昧 層 の 間 に 下 部 目 介 団 層 が か な り 明 確 
に 区 別 で きる の に , 南部 で は これ が は つき り し な く な る と いう よう な 重要 な 問題 の 解明 
も , 将来 の くわ し い 研 究 に まつ ほか は な いこ と に な る 。 

空知 炭田 の 東部 の 上 部 石狩 層 群 の 粘 士 に つい て も , その 第 3 報 の CM Cre Ena 
PERS ~ FBO ASAI Ds b DBE CRIED ADO TL WAWE OR Bo HIS _ EI 
介 昧 層 か ら は は ほ は ほとんど 試料 を と つて な か つた の で ぞ で, 同 只 層 が 最も 厚く 発達 し て いる 頼 城 の 
HH FARIS OW TED TRU & BRAK eg 


* REZICOW 第 19 報 : 資源 科学 研究 所 業績 第 865. 
** 資源 科学 研究 所 

1) 鈴木 好 一 ・ 北 崎 梅香 : 資源 研 工 , 41-42, 28~26, 1956. 
2) 鈴木 好 一 ・ 野 沢 和 久 : 資源 研 工 , 33, 50.63, 1955. 
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ここ で は RAMA AOM COBROMBL ZNEN OUR CO 美唄 挟 炭 層 以 下 の 
諸 昧 層 と の 比較 と いう 立場 か ら , これ まで に 得 ら れ て いる だ け の 粘 土 の 鉱物 組成 の 分 析 結 
果 を 一 応 整 理 し て 報告 する こと に し な た 。 

試料 の 採取 に あ た つ て 非常 な 御 協 力 を いた だ いた 三井 砂川 鉱業 所 の 田中 寿雄 , 飯田 直 雅 
(現在 美唄 鉱業 所 ) , 松 淵 清次郎, 増井 満 春 , 相原 安 津 夫 , 三井 美唄 鉱業 所 の 丸山 安正 , 横 
WERE (現在 本 店 地質 部 ), 三井 芦別 鉱業 所 の 近藤 寿 (現在 本 店 地質 部 ) の 譜 氏 に 厚く 感 
BTS. RH, この 研究 の 1 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よ つ て 行 つ た も の で ある 。 

試 料 

各 試 料 の 産出 位置 と 岩 質 の あぁ ら ま し は 次 の と お り で ある (第 1 図 参照 )。 

SAWING RIE (TMAH) 8 の) 11 番 上 層 よ り も 5m ほど 上位 の 厚 
& 2~10cm の 凝灰岩 状 灰 自 色 細 粒 シ ルト 岩 で , 小さ な 波状 の 滑 面 が 無数 に 発達 する 。 
<S) 30 の 直上 に か さ な る 厚 さ 30 へ ~40cm ORKRARKEMRY VEC, MM EGO 
MA ORES So 3) 下部 晶 介 層 中 の . 上 部 凝灰岩 に 相当 する 灰白色 中 灯 シ ルト 岩 と 植物 化 
石 の 細 片 を 含む 灰色 細 料 シル ト 岩 と の 締 状 互層 。 ら 5) HVREO PAE ORE KMRL Y JV 
岩 で , 多数 の 植物 化石 の 細 片 を 含む 。6) 5 より も lm HF) LMOMKEM~Hhy 
ルト 岩 で , 植物 化石 の 細 片 が 表 在 する 。 FRR) 7) —ORBORRMORBOTH 
RIOR IKEA Y Vb C, Woodwardia な どの 植物 化石 の 破片 に 富む 。 ど ) LIOR 
層 の 直接 下 磐 に あたる 厚 さ 3cm 以下 の 凝灰岩 状 淡 灰 色 中 料 シ ルト 岩 で , 植物 の 茎 の 細 片 
の 尼 石 が 多数 含ま れ て いる 。 豊平 川 支 流 (上 部 目 介 累 層 ) Z2) ~RRBOLROKEO 
LR OR KEAMIALY VPC, 波状 の 大 き な 滑 面 が で き て いる 。 18) 12 より も 3~4m 
上 位 の 灰色 中 水 シ ルト 岩 で , Corbicula tohudai (Yokoyama) Mix Str, 14) RR 
frpkiy Vb}. 15) 14 の 直上 に くる 厚 さ 3~5cm の 灰白色 中 ~ 粗 粒 シ ルト 岩 で , 北 
灰 岩 状 の 構造 を 残し て いる も の 2 枚 の うち の 1 つ 。 16) I の 直上 に つ ず き , BX 25cm 
DEV RIBO PRIA 10~15cm の 厚 さ の 凝灰岩 状 暗 灰色 細 粒 シル ト 岩 で , 炭化 物 の 
ESA, 小さ な 滑 面 が 多数 は ト いつ て いる 。 17) 灰色 細 粒 シル ト 岩 。Z8) Ra py 
VEC, EM~ PRY Vb BOVY KERR. 19) 暗 灰 色 細 料 シ ルト 岩 
LR ape Y V+} BORA. 20) Corbicula tohudat DRA HHET ZIRE PRY Vb 
3 SSRN (LeU) 22) AMY Vat Wb BORE 
で , Corbicula tokudai の ほか に Portlandia sp. 7% YR GIS. 22) Corbicula tokudat 
や Portlandia sp. EBRILSU KEP Y V) Ho 23) FIRB OREO KO PA 
で , REPCABRE YY Vb EIR PREY OV} BARREL tS. (芦別 団 層 ) 24), 
25) 植物 化石 の 細 片 が 点 在 する 灰色 細 ~ 中 粒 シ ルト 岩 。 ダ 26) # 50cm ORS ORBO 
FRI BTS AR Y VEC, 炭化 物 の 大 小 の 破片 が 無数 に 和信 まれ て いる 。 28) 上 
ZED REO LABOR KEARLY Vb 0 65) 植物 化石 の 細 片 が 散在 する 青 灰 色 中 溢 シ ル 
} 岩 。66), 67) 灰色 細 粒 シル ト 岩 。68) TEI AIREY Vb Bo OF) 灰色 細 粒 シル ト 
Ho 70) EKER Y V} Bo ZZ), 72) MIL BOBA BHR SR ERAL Y Wb 
Ho 73) RARELY 1 bt, 植物 化石 の 細 片 が 密集 し て いる 。Z4) MER RBRLY 
Yo 75) PACD RBA AT BIA Mk Bo 

=SHSIMS (MARI) 295) CRBOLBOMIKEMALY V bat, 植物 化 
BORK OAETS. 3385) 厚い こと は 厚い が AOR REO PROMI MRL Y 1 
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Ts SHSM, S: Sypepyt, Ar - SFP ili, A : 三井 芦別 , 
abc: 細 中, MY Vb, oe, fog: 細 , 中 , MORE REE 


AC, 植物 化石 の 細 片 を 少し 含む 。 334) Lit O REO & DORIS ey 
VEC, 稀 に は 炭化 物 の 績 が 見 られ る 。 888) WAKO FAM O REE RMEY 1 
岩 。 332) 砂岩 の 間 に は さま れ た 厚 さ 3 へ ~5cm の 違 灰 岩 状 灰 自 色 細 ~ 中 灯 シ ルト EG, 
粗 粒 シ ルト 質 の 部 分 が 緒 状 に まじ る こと も あぁ る 8 S31) 嗜 灰色 細 料 シルト 岩 。 880) we 
KERRY Vb 5 328) BEBO LAO PERS 1 pe, 炭化 物 の 締 を は さむ 。 82 
7) 灰色 中 粒 シ ルト 岩 と 吐 灰 色 細 粋 シル ト 岩 の 貫 互 NC, AMIEL ORM AS da HSE 
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れ て いる 。 326) 薄い 炭 層 の 下 盤 の 時 灰色 細 料 シル ト 岩 で , 植物 化石 の 破片 が か な り 多 
く , DACMOREWLEEN TOS. 825) HB 1 番 層 の 下 盤 の 灰色 中 粒 シ ルト 岩 で , ft 
物化 石 の 細 片 が 点 在 する 。 324) 羊 歯 1 BROTRR DISS AORILMOMICEURIK 
MALY Vb CER ERO IKE PRY Vb BORE, 321) %R 1 番 層 の 中 央 部 の 
SEADRKREARKEP~ HRY VEC, PUL OR RIEL ORIZE A COB o 
S19) 1 BROLRBOGET, 炭化 物 に 富む 黒 灰 色 細 料 シ ルト 岩 が 無数 の 滑 面 で 鱗片 
状 に くだ か れ た も の 。 B17) 羊 歯 1 BBOLROBKEM~ HRY Wb BL REC 
VU} BORE) C, 後者 に は 植物 化石 の 破片 が 密集 し , 炭化 物 の 貫 る は いつ て いる 。 
三井 芦別 鉱業 所 BER CARRE) 17) 苫 園 沢 入口 北方 の Viviparus sp. に 富む 
粗 料 シル ト 岩層 に 件 な う 嘱 灰色 細 灯 シル ト 岩 で , 植物 化石 の 細 片 が 点 在 す る 。 (LSU 
3g) 44) 苦 画 沢 入 吾 の 締 状 互層 中 の 暑 灰 色 細 料 シ ルト 岩 で , 植物 化石 の 細 片 を まばら 
に 含む 。 42), 41) 3BBOLBL 6-7 番 層 の 中 間 と の 灰色 細 灯 シル ト 岩 。 39) 8# 
Bt ISBOMBORKEMALY VbBC, 多数 の 炭化 物 の 貫 を は さむ 。 86) BRE 
ALY Vb et SURELY Vb ROMS 0.5mm 以下 の 貫 状 互層 。 35) 砂岩 と 互層 する 
FEMME Y Vb 0 83) HOB BO PBI DSBS 20cm 前 後 の 灰 色 中 (~HH) 料 
シル ト 岩 。 32) EKA RRLY Vb Bo 18) 10 BBO LROKGMRY Vb Ho 19) 18 
の 直上 で WBLBO TRICK SRRAMRY Vb A 21) IBBOTRBORREH 
(~#8) REY V+ Bo 22) 14 BBOTRORIKEMALY VC, 植物 化石 の 破片 が 散 
在 す る 。 28) WEBHLAG RI AAMALY Vb Bo 24) IL OMA A ACET SRK 
xMhiy Vb 0 24’) Ostrea sp. の 破片 を 含む 灰色 中 (~ 細 ) Bey Vb Bo 26) SMR 
DBRS ENZO KMRL Vb Bo 25) Ostrea sp. の 化石 が 密集 し て は いつ 
て いる 灰色 中 沙 シ ルト 岩 。 27) Mytilus sp. 40M ALae SEM AIRY WV } 
#, 28) REOEE PROM KAMER Y V >}. 29), 30) WE AMREY Vb (芦別 
Bie) 31) PIRBEBORTRORKEMALY V } Bo FREI (PRB) 47) 1 番 層 の 
PHO RIKER Y Vb CG, 1 ユ ~2mm の 巾 の 方 解 石 の 細 脈 が 平行 し て 多数 は いり , ご 
く 小 さ な 断 層 で 切ら れ て いる 。 48) 1BBO LOM REAL Y Vb. S51) 1 番 層 よ 
り も 10m HBLMOKEAMEY 1} BE PH OLOOMRE 58) 薄い 炭 層 の 下 盤 
の 青 灰色 細 粒 シル ト 岩 。 54) 最上 部 の 炭 層 の 下 盤 の 灰色 細 粒 シル ト 岩 で , 植物 化石 の 破 
FORBES Zo 


粘 士 鉱物 の 組成 の 変化 

粘土 分 の 鉱物 組成 総計 77 (HOBIE REL CK PICS et, MAYES 50g 以上 
の 径 の 粒子 を 含ま な い 細 粒 の 部 分 を と り わ け て , ※ 線 分 光 分 析 を 行 つ た 。 その 結果 の う 3 
も 代表 的 な 7 例 を 選ん で 第 1 表 に 示し て お いた よう に , どの 試料 に も 石英 を は じ め , ハロ 
APL, A474, SYEV SHAS, イラ イト と モン モリ ヨブ ヲイ }O mixed layer 
LW IKLRKMO BABA D BDNTOSo この ほか に も いろ いろ な 鉄 物 の 回 折線 が 見 ら 
れる が , 出現 の 頻度 が 限ら れ て いる か , MERIC BOOT, CLO CREIL TAHA 
物 の 主 組成 の 層 序 的 変化 の 問題 に 対し て , 無視 し て さしつかえ な いも の と いえ る 。 

BED 3.35A の 反射 の で ビー ク の ほう が , 粘 圭 鉄 物 の どれ か の 主 反 射 ピ ー ク (001) ょ 


YORU OLE HBRO 334), 332), 321) 723C, どれ も モン モリ ヨナ ヴイ} の 15A 


前 後 の 反 射 の で ー ク が 際 だ つて いる も の で ある 。 
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拡散, * 低 
三井 美 順 の 334)32 


> 
ay 


> 強度 


: 面 間隔 (A), 
ィ ラ イト と モン モリ ヨナ イト の mixed 


井 芦 別 頼 城 の 33) で は イラ イト , 


res 
J 


の 数 


2 行員 の 数 字 


1 行 


拡散 , 


井 芦 別 の 31), 47), 53), 同 頼 城 の 44), 35), 32), 24”), 


井 美唄 の 321) で の モン モリ ヨナ イト と mixed layer で , 


“SOE ET 


ょ た いて い の 試 料 に 全部 まじ つて 出る ? 


) 
{ 


井 美 唄 の 334), 332), 328), 327), 324) で の モン モリ ョ ヨナ イト 


PIO 15), 16), 17), 
28) で の mixed layer, 


+ 大 角 部 
Sk 


ィ イライト, 
井 砂 川 の 16), 20), 24), 28), 


拡散 , 


= 


CuKa, #%, 30kV, 15mA. 


角 部 V 
-layers の ハロ イサ イト の 主 反 射 ピ ー ク より る も 3-layers の 粘土 鉄 物 の も の の ほう 2 


へ か ロイ 1 サイト 
layer D4 FEO KE 


7), 319), 


2 


砂川 の 15) で は モン モリ ョ ヨナ イト が 欠け て いる 。 


強い 例 と し て は , 
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20 示 差 熱 曲 線 最後 の 試料 で は イラ イト の 主 反 射 ピ ー ク も ハロ イサ イィ 
ト の も の と は ほ ば 同じ 強度 に 達し て いる 。 

X 線 分 光 分 析 に よっ つて モン モリ ヨナ イト を 主 と す 
る 3-layers O$iMZ 2-layers の ハロ イサ イト より 
も 際 だ っ つて 多い と 判定 され た 三井 美唄 の 321) か ら , 
, 断然 2-layers が ちと 考え られ る 三井 砂川 の 30) まで 
の 間 の いろ いろ な 温 合 の 程度 を 代表 する 7 個 の 試料 
(BURT RYO) に つい て 未 差 熱 分 析 を 行 つ た 。 


by ee その 結果 は 第 2 図 に 示し た と お り で , XRT ORR 
か ら 期 待 さ れる も の と ほ は ば 一 致し た 曲線 を 示す と いつ 
ee て よい 。 こ れ ら の 試料 の 電子 頭 徴 鏡 写真 を と つた 結果 


GS) SU Ch. BULL ORS S97 Se 
そこ で X 線 分 光 分 析 で の SHAR MOZ BH — 
ク の 強度 を それ ら の BRMO RIEOD-ISOR RICE AR 
と に し て , 全 試 料 の 粘土 鉱物 の 主 組 成 を 決定 する と 第 
2Z~4 表 の よう に な る 2。 計 (比較 の た め 表 すでに 吾 告 し 
た も の も つけ 加え て お いた の) 


ace 地層 と の 関係 第 2~4 表 で は 各 試 料 の 粘土 鉱物 の 

主 組 成 を 層 序 関係 に し た が つて 配列 し た の で ある が , 

この 組成 を 2-layers OH +m 3-layers の も の 

a LOUIE LD CHATSL 次 の よう な こと が わか 
Bo 

Ze AG MBO 夏川 地区 の 芦別 団 層 で は 2-layers 

の 粘土 鉄 物 と 3-layers の も の が 大 体 同 じ よ うに まじ 

: 290 9 りあ ぁ あつ て いて , 容 知 炭田 東部 の 下 芦 別 地 区 の 上 部 に 断 

SS :=3t 然 優勢 だ つた 2-layers が ちの も の る も, 同じ 東部 の 三 

wi, A: SERB. 井 芦 別 地 区 の 下部 に 出る よう な 3-layers が ちの も の 


も 全然 見 られ な い 。 三井 芦別 地区 の 下部 の 粘土 が 3- 
layers が ち で , 下位 の 上 部 中 介 累 層 の も の と よく 一 致す る 点 に は 特に 注意 する 必要 が あ 
る 。 
これ に 対し て 上 部 晶 介 下部 幌 介 , BRNO Cla, 3-layers が ちの も の が し ば 
し ば あら われ て いる 。 特に 凝灰岩 起源 の 試料 で は 断然 3-layers が ちの こと が 多く , そう 
で な い の は 10 例 中 で 最 下位 の 下部 幌 介 の 30) の ほか に 同じ 層 の 3) LO 8) OF 
計 3 例 が ある だ け に すぎ な い 。 この 30) は 3-layers が ちの 29) の すぐ 下位 に くる の 
に , HEL MOMMO ECAH 5m 下位 の 11 番 上 層 の は さ み の 32) と 同じ よう に 2- 
layers が ち で ある こと は , むし ろ 炭 層 に よ つ て 地層 の 境界 と を きめ る こと に 問題 が あぁ る の 
ERT YDEWDTEW CHAI 0 
ESB APB d> 1k 多数 の 半 海 水 半 淡 水棲 の シジミ の 化石 の ほか に OED Portla- 
ndia や Mytilus な ども 見 つか つて いる の で , 3-layers OKLA MME: OLA 
に 理解 で きる 。 た だ この 累 層 が 最も 厚く 発達 し て いる 東部 の 頼 城 地 区 で は 中 部 の 頼 城 挟 炭 


Fi kn Oh ik & HB 


第 3 図 EE RBH, (5,000) 


D> 


4: 三井 美唄 327), 
6: 三井 砂川 30). 


See Se a eas: = = se Se 
al exe visas) §4 : HI=X=M 
75 : HIMX (5 (Blak 
3 : HIXM+} 
(10 : HIXM) 
74: HI=M=X hae Pay FX) 
NNR - | [63 : HMIX*) 
Ue VI IGE VSI ES eine} 
Wi 3 TeV MI. 530) SXCHIVils 
70 : HIM=X 
69 : HMIX ja 
68 : HIM=X (i3 : HIX=M) 
144: HXMt) 
15 : HIXM] 
(17 : HXIM) 
67 : HIMX MO 
66 : HXMI = 
65 : HIX=M 51: HXI=M 
28 : HXM Qo": HIMX) 48 : HIX=M 
26 : HXIM | 47: XHI=M* 
95°: VI 
9 : HM=X Sle UNE 
数 字 : 


は さ み ) 。 大 字体 
ME で 


A Thy 


Velo 


ae is 


HAY) OD BE. 


試料 番号 (下線 付 : RHE, ERMY : EAR, FRR > SEE Saree : 


: Bel ERO MaEE SE VO. Isl 8 sisi ney ire I 5 Ss 
SRP af Wp. OS 8 iS he eee ト の mixed la- 
2-layers が もち も , * 3-layers が もち の る も の 。 [ ]〕 内 は 既に 報告 し た こと どの 


Tt) Se AR, ee 
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第 3 表 _LAMINTEh OFFA OS MAA & BA OBSR 


eee ei = 井 F 別 GA 成 ) 
23 : H=M=XI* 30 : H=XI=M* 
se 29 : HX=IM 
28 : XHIM* 
22 : HXIM | 27 : H=XI=M* 
| 9 : H=XIM* 
21 : HXI=M 26 : HXMI 
24’: XHMI* 
2% : HMX=I'*) 
20 : HXM 23 : H=XMI* 
22 : HXM=I 
19 : HMXI 21: HXMI 
19 : HXMI) 
18 : HXIM+ 
| 32: XHI=M* 
| 33; HXM- 
18 : HXM=I 35 : XHIM 
| 36: H=XIM(®) 
39 : H=XMI 
17 : XHM(*) 41 : HXI=M 
16 : XMH* | 
15 : XIH* = 
14: HX=M=I1 42 : HXMI‘*) 
13 : HX=MI | 44: XHIM* 
12 : HXI=M | 


SAK 下部 上 幌 介 ・ 羊 歯 団 層 中 の 粘土 の 鉱物 組成 と 層 序 の 関係 


= + 美 @ =## em | = # FP HH 
17: HXMI 
317 : HMIX ' (59: H XI} 
(319) : H=MX (61 : HIMX*) 5 
# | 321 : MXI=H* is 
324 : MHXI* 
226 : HMXI'i) (55 : HX=M=1) 
gy | 227 : MHX* 8 : HXMI | Wii 
323 : MHX=I UV 
6 : HIMX ; a: 
系 5: HI=XM*) | a 
330 : HMX=I 3: HMI=X ' (53 : HXMI+} 部 
層 | 331 : HMX=I : [50 : HIMX) Ws 
332 : MHX* (51 : HM=I=X*)j 
333 : HMX=I te 
334 : MHX* 29 . HXMI* i " 
335 : HXMI 30: HXI=M+  ; (32:HXIM) 6 
295 : HIXM ia 


記号 は 第 3 表 第 4 表 と も に 第 2 表 と 同じ 。 
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BO Lebeeeeic 3-layers が ちの も の が な く , 10 番 層 な いし 10 番 上 層 の 附近 で は か 
ZY HSE NON LOL, これ は その 下位 の 無 炭 帯 の 中 の 悪質 炭 層 の 
下 般 が 2-layers が ちな こと と 共に 例外 に 近い 事実 と いつ て よい も の で , 下部 挟 炭 帯 に は 
こう し た も の は 認め られ な い 。 

FET BBC Ove Cla 上 下端 に 近い 部 分 の 試料 し か 分 析 し て な い の で 断定 は で き な 
い が , 上 部 晶 介 の 場合 と 大 体 同 じょう に 考え て る も 不都合 だ と は いえ な いで あろ う 。 と ころ 
で , ここ で 扱っ た 開 歯 黒 層 の 試料 は 数 が 充分 で な いし , BRUBE CS EMOBRARAVY 
て いる と は いえ , その 粘 士 鉄 物 の 主 組 成 が 両 幌 介 昧 層 と 同様 に 3-layers が ちの こと が 多 
い の は 興味 ある 事実 と いえ る 。 

別に 報告 し た 住友 衝 別 鉱業 所 の 附近 に 発達 する 模式 の 幾 春 引 累 層 の 粘土 鉱物 の 主 組成 
が , 基底 部 で の 3-layers が ちと 主体 部 で の 2-layers が ちと に 判然 と わか れ て いる こと 
と あぁ わせ 考え る と リリ , CONE COSA AMEBK SNCS RARE OO RBIS ¢ OBS 
係 に つい て , 若干 の 新しい 手がかり を 得 ら れる か ら で あ る 。 

SARWAEBO PAS PRT ROR LL, 上 部 を 羊 歯 団 層 の 連続 と 考え る か , 前 者 
& LETRA, 後者 を 芦別 累 層 の それ ぞ れ 異 相 と する か , 一 応 2 つ の 可能 性 が あげ られ 
NIS 

Ze ben ie FAS SB OSE HK CRABS LC MIN COS OO CS, 模式 地 の 幾 春 別 団 層 の 
FRMBO £5 7% Slayers MEOMARMMKMERTMORER CROTCH), ROE 
体 部 の よう に 2-layers が ちの 部 分 は ほとん ど 存 在 の 余地 が な いと いつ て よい よう で あ 
So 羊 歯 団 層 に つい て も これ と 同じ こと が いえ る 可能 性 が 多い の で , 容 知 南部 の いわ ゆる 
幾 春 別 団 層 を 下部 晶 介 と SE HOMREO あぁ あわ さ つ た も の と 者 えて 不都合 は な い の に 反し 
CT, CNEMRO MARIA ICMIEL C, 同じ 名 で 呼ぶ こと に は 大 き な 難 点 が で きた こと 
に な る 。 

PRORRUREBOACLENS £5 AHEM MMMOALIGEWd Olt, GL Aw 
RABBO LIAS t ARBRE OMD, 東部 の 芦別 団 層 自体 の 下部 と 上 部 の 間 に あ る 
可能 性 の ほう が 大 きい よう で ある 。 は た し て , 容 知 炭田 南部 で 幾 春 別 団 層 と 呼ば れ て いた 
DOM, 康 延 山塊 を へ だ て た 夕張 炭田 の 幾 春 別 黒 層 と は 別 の も の な の か どう か , 今後 の 詳 
細 な 研究 に よ つ て 確 め られ な けれ ば な ら な い 問 題 で ある 。 


1) 鈴木 好 一 ・ 弓 削 田 英男 : 北海 道 地質 要 報 (印刷 中 )。 


投稿 規定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下さ い 。 
1. 論文 は 和文 原著 と し , 原稿 用 紙 に 常用 漢字 を 用 いて 横 書 , 図 及び KES CHILD 
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RE 
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